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埼経協ニュース３７３号

平
成
二
五
年
新
年
会
員
懇
談
会
は
一

月
一
〇
日
�
一
三
時
三
〇
分
か
ら
一
七

時
ま
で
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
開
催

さ
れ
た
。

当
日
の
出
席
者
は
ご
来
賓
の
方
々
な

ら
び
に
会
員
あ
わ
せ
て
三
二
〇
名
で
あ

っ
た
。（
ご
来
賓
の
ご
芳
名
は
四
頁
参

照
）当

日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次
の
通
り
。

【
第
一
部

挨
拶
・
講
演
の
部
】

開
会
挨
拶

西
村

和
義
会
長

（
日
本
信
号
�
取
締
役
会
長
）

西
村
会
長
は
企
業
を
取
り
巻
く
経
営

環
境
、
平
成
二
五
年
度
の
経
済
見
通
し

等
に
触
れ
ら
れ
た
後
に
、
今
後
の
経
営

者
の
取
組
姿
勢
に
つ
い
て

�
一
度
固
ま
っ
た
知
識
・
経
験
・
手
法

の
塊
を
ほ
ぐ
し
、
必
要
の
な
い
も
の

を
捨
て
、
あ
ら
た
な
知
識
を
組
み
直

す
と
い
う
�
学
ぶ
ほ
ぐ
し
�
の
必
要

性
�
社
員
に
共
有
す
べ
き
目
標
を
指
し
示

す
こ
と
の
重
要
性

�
社
員
に
対
し
あ
る
意
味
で
気
楽
に
構

え
さ
せ
、
仕
事
に
対
し
て
前
向
き
に

取
り
組
ま
せ
る
こ
と
の
必
要
性

の
三
点
を
主
張
さ
れ
、
そ
の
後
、
本
年

の
本
会
事
業
活
動
を
更
に
活
性
化
さ
せ

る
旨
の
決
意
を
述
べ
、
挨
拶
を
結
ば
れ

た
。

来
賓
挨
拶

さ
い
た
ま
市
長

清
水

勇
人
氏

経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局
長

宮
川

正
氏

財
務
省
関
東
財
務
局
長

菅
野

良
三
氏

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長

安
藤
よ
し
子
氏

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

前
島

富
雄
氏

来
賓
ご
紹
介

特
別
講
演

演
題
「
日
本
政
治
の
崩
壊
〜
第
三
の
敗

戦
を
ど
う
乗
り
越
え
る
か
」

講
師

国
際
大
学
学
長

政
策
研
究
大

学
院
大
学
教
授

北
岡

伸
一
氏

北
岡
氏
は
、
今
後
、
日
本
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
政
策
と
し
て
、
政
治
面
で

は
、
参
議
院
改
革
、
選
挙
制
度
改
革
、

外
交
安
全
保
障
で
は
、
国
家
安
全
保
障

会
議
の
創
設
、
集
団
的
自
衛
権
の
見
直

し
、
内
政
面
で
は
、
デ
フ
レ
脱
却
、
円

高
克
服
、
成
長
戦
略
、
消
費
税
増
税
、

社
会
福
祉
の
圧
縮
の
必
要
性
を
強
調
さ

れ
た
。

【
第
二
部懇

親
パ
ー
テ
ィ
ー
の
部
】

開
宴
挨
拶

吉
野

寛
治
副
会
長

（
吉
野
電
化
工
業
�
代
表
取
締
役
社
長
）

乾
杯

も
の
つ
く
り
大
学
理
事
長石

岡
慎
太
郎
氏

来
賓
祝
辞

埼
玉
県
知
事

上
田

清
司
氏

閉
宴
挨
拶

織
田

秀
明
副
会
長

（
ボ
ッ
シ
ュ
�
取
締
役
会
長
）

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’１３ 月号

日本経団連 埼玉

平平
成成
二二
五五
年年
新新
年年
会会
員員
懇懇
談談
会会
開開
催催

三三
二二
〇〇
名名
のの
参参
加加
者者
をを
得得
てて
盛盛
大大
にに
開開
催催

特別講演
「
日
本
政
治
の
崩
壊
〜
第
三
の
敗
戦
を
ど
う
乗

り
越
え
る
か
」
と
題
し
国
際
大
学
学
長
・
政
策

研
究
大
学
院
大
学
教
授
北
岡
伸
一
氏
が
講
演

２・３
三
二
〇
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催
さ

れ
た

開
会
挨
拶
を
す
る
西
村
会
長

― １ ―
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会会
場場
スス
ナナ
ッッ
ププ

�
来
賓
挨
拶

安
藤
よ
し
子
厚
生

労
働
省
埼
玉
労
働
局
長

�
来
賓
挨
拶

清
水
勇
人
さ
い
た
ま
市
長

▲会場風景

▲主要来賓・役員記念撮影

�
来
賓
挨
拶

前
島
富
雄
埼
玉
県

教
育
委
員
会
教
育
長

�
来
賓
挨
拶

宮
川
正
経
済
産
業
省

関
東
経
済
産
業
局
長

�
来
賓
挨
拶

菅
野
良
三
財
務
省

関
東
財
務
局
長

― ２ ―
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目

次

頁

�
新
年
会
員
懇
談
会
開
催

１

�
同
会
場
ス
ナ
ッ
プ

２
〜
３

�
同
来
賓
名
簿

４

�
第
十
回
〜
第
十
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

５

第
二
回
〜
第
六
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

７

第
三
回
〜
第
六
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

９

第
三
回
人
事
労
務
委
員
会

１１

埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座
第
三
講

１２

�
も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

１３

�
埼
玉
ク
イ
ズ
王
決
定
戦

１４
〜
１５

�
青
年
経
営
者
部
会
新
春
特
別
講
演
会
、

千
葉
と
の
合
同
例
会

１６

�
中
部
地
区
協
議
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
）、
南
部

地
区
協
議
会
（
川
口
リ
リ
ア
）、
北
部
地

区
協
議
会
（
熊
谷
ハ
ー
ト
ピ
ア
）、
西
部

地
区
協
議
会
（
丸
広
百
貨
店
）、
中
堅
リ

ー
ダ
ー
研
修

１７
〜
１９

�
経
団
連
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム

２０

�
企
業
経
営
動
向
調
査（
一
月
度
）
２１
〜
２３

�
「
こ
の
人
」
第
一
住
宅
・
河
野
会
長
、
企

業
紹
介
、
広
告

２４
〜
２５

�
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ
ト
な
話
題
、

中
部（
彩
都
総
合
特
許
事
務
所
）、西
部（
ハ

ン
ダ
）、
南
部
（
コ
ー
ワ
）、
北
部
（
岡
部

二
光
製
作
所
）

２６
〜
２７

�
四
者
面
談
会
、
新
規
高
卒
者
就
職
面
接
会２８

�
渋
沢
栄
一
賞
、
荻
野
吟
子
賞
表
彰

２９

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広
場

３０

�
連
載
「
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ
」３１

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

３２

�
日
本
経
団
連

提
言
・
提
案

３３

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法
、
こ
ん
な
時
に
こ

ん
な
事
を

３４

�
事
業
だ
よ
り
、
広
告

３５

�
告
知
板
、
会
員
の
動
き
、
埼
玉
音
協

３６

▲パーティーの部開宴挨拶
吉野寛治副会長

▲特別講演会・講演風景

▲パーティー風景

▲パーティーの部来賓祝辞
上田清司埼玉県知事

▲講演する北岡伸一国際大学学長・
政策研究大学院大学教授

▲パーティー風景

▲講演に対し謝辞を述べる
藤池誠治副会長

▲パーティーの部乾杯の音頭をとる
石岡慎太郎ものつくり大学理事長

▲パーティーの部閉宴挨拶
織田秀明副会長

― ３ ―
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▽
埼
玉
県
知
事

上
田
清
司

《
講
師
》

▽
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
、
国
際
大
学
学
長

北
岡
伸
一

《
国
関
係
》

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局
長

宮
川

正

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

地
域
経
済
部
長

野
口

聡

▽
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局産

業
部
長

太
細
敏
夫

▽
財
務
省
関
東
財
務
局
長

菅
野
良
三

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部
長

小
原

昇

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

総
務
部
次
長

堀
内
静
男

▽
財
務
省
関
東
財
務
局

財
務
広
報
相
談
室
長

森
尾
み
ゆ
き

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長

安
藤
よ
し
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
部
長

坪
田
一
雄

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局労

働
基
準
部
長

庭
山
佳
宏

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
部
長

小
野
寺
徳
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局雇

用
均
等
室
長

渡
辺
桂
子

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
部
総
務
課
長

齋
藤
明
男

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

職
業
安
定
部
職
業
安
定
課
長

武
政
隆
司

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局職

業
対
策
課
長

青
鹿

均

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

総
務
部
企
画
室
長

狩
野

操

▽
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

労
働
基
準
部
賃
金
室
長

大
芦

誠

▽
独
立
行
政
法
人
国
立
女
性
教
育
会
館理

事

山
根
徹
夫

《
県
関
係
》

▽
産
業
労
働
部

部
長

松
岡

進

▽
産
業
労
働
部

産
業
労
働
政
策
課
長

加
藤
和
男

▽
産
業
労
働
部

産
業
支
援
課
長

正
能
修
一

▽
産
業
労
働
部

勤
労
者
福
祉
課
長

斎
藤
和
也

▽
産
業
労
働
部

就
業
支
援
課
長

新
井
勝
己

▽
産
業
労
働
部

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課
長

江
森
光
芳

▽
産
業
労
働
部

勤
労
者
福
祉
課
主
査

脇
谷
知
彦

▽
産
業
労
働
部

勤
労
者
福
祉
課
主
査

石
橋
直
美

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

牟
田
口
照
恭

▽
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長

鈴
木
康
之

▽
教
育
委
員
会

教
育
長

前
島
富
雄

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部

高
校
教
育
指
導
課
長

杉
山
剛
士

▽
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
高
校
教
育
指
導
課

主
幹
兼
主
任
指
導
主
事

峰

稔
浩

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

会
長

馬
橋
隆
紀

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

事
務
局
長
田

中

寿

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

北
風
良
雄

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

鹿
島
利
友

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

坂
田
秋
雄

▽
埼
玉
県
労
働
委
員
会

使
用
者
委
員

安
藤
嘉
明

▽
県
民
生
活
部

国
際
課
長

矢
嶋
行
雄

▽
県
民
生
活
部

共
助
社
会
づ
く
り
課
長

下
田
正
幸

《
市
関
係
》

▽
さ
い
た
ま
市
長

清
水
勇
人

▽
さ
い
た
ま
市

経
済
局
長

小
山
茂
樹

《
商
工
団
体
関
係
等
》

▽
�
埼
玉
県
商
工
会
議
所
連
合
会

会
頭

松
永

功

▽
埼
玉
県
商
工
会
連
合
会

専
務
理
事

堀
口
信
孝

▽
埼
玉
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長

星
野

進

▽
埼
玉
経
済
同
友
会

代
表
幹
事

荻
野
芳
朗

▽
�
埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

理
事
長

相
川

博

▽
�
埼
玉
県
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー事

務
局
長

根
岸
章
王

▽
�
埼
玉
県
産
業
振
興
公
社

理
事
長

秋
山
秀
次
郎

▽
埼
玉
県
信
用
保
証
協
会

会
長

後
閑

博

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団

理
事
長

山
縣
秀
司

▽（
公
財
）さ
い
た
ま
市
産
業
創
造
財
団理

事

江
田
元
之

▽
�
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
埼
玉
事
務
所

所
長

神
山
哲
雄

▽
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

専
務
理
事

篠
原
保
夫

▽
�独
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
埼
玉
職
業

訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長

徳
留
光
明

▽
埼
玉
県
職
業
能
力
開
発
協
会

専
務
理
事
事
務
局
長

澤
口
憲
司

《
経
済
界
関
係
》

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

代
表
取
締
役
社
長

上
條
正
仁

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行代

表
取
締
役
副
社
長

戸
所
邦
弘

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

専
務
執
行
役
員
埼
玉
西
地
域
営
業
本
部
長

村
木

徹

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
中
央
地
域
営
業
本
部
長

吉
岡
善
治

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
北
地
域
営
業
本
部
長

関
川
朋
史

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

執
行
役
員
埼
玉
東
地
域
営
業
本
部
長

藤
田
正
幸

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

県
庁
支
店
長

田
中

洋

▽
�
埼
玉
り
そ
な
銀
行

公
共
法
人
部
長

猪
俣

章

▽
�
武
蔵
野
銀
行

本
店
営
業
部

常
務
執
行
役
員
本
店
営
業
部
長

飯
島
荘
衛

《
大
学
及
び
研
究
機
関
》

▽
国
立
大
学
法
人

埼
玉
大
学

学
長

上
井
喜
彦

▽
国
立
大
学
法
人

埼
玉
大
学

理
事
・
副
学
長

山
口
宏
樹

▽
国
立
大
学
法
人

埼
玉
大
学

副
学
長

八
木
正
一

▽
国
立
大
学
法
人

埼
玉
大
学

副
学
長

睦
好
宏
史

▽
国
立
大
学
法
人

埼
玉
大
学

大
学
院

Ａ
Ｍ
Ｉ
研
究
セ
ン
タ
ー
長

教
授

綿
貫
啓
一

▽
国
立
大
学
法
人

埼
玉
大
学

経
済
学
部

副
学
部
長

禹
宗

▽
国
立
大
学
法
人

埼
玉
大
学

参
事
役

廿
楽
一
男

▽
国
立
大
学
法
人

埼
玉
大
学

オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

准
教
授

濱
田

豊

▽
も
の
つ
く
り
大
学

理
事
長

石
岡
慎
太
郎

▽
埼
玉
県
立
大
学

学
長

三
浦
宜
彦

▽
埼
玉
県
立
大
学

事
務
局
長

伏
野

誠

《
労
働
団
体
関
係
》

▽
全
労
済
埼
玉
県
本
部

本
部
長

片
山
修
三

▽（
一
社
）埼
玉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

専
務
理
事

竹
花
康
雄

《
報
道
関
係
》

▽
�
埼
玉
新
聞
社

代
表
取
締
役
社
長

小
川
秀
樹

▽
�
埼
玉
新
聞
社

編
集
局
報
道
部
副
部
長
経
済
担
当
記
者

菊
地
正
志

▽
�
テ
レ
ビ
埼
玉

代
表
取
締
役
社
長

平
本
一
郎

▽
�
テ
レ
ビ
埼
玉

取
締
役
総
務
局
長

小
嶋
一
晃

▽
�
テ
レ
ビ
埼
玉

報
道
制
作
局
次
長

加
島
千
里

▽
日
本
放
送
協
会

さ
い
た
ま
放
送
局
長

畑
野
祐
一

▽
日
本
経
済
新
聞
社

さ
い
た
ま
支
局
長

花
見
宏
昭

▽
日
刊
工
業
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

芦
内
秀
郎

▽
産
経
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

杉
山

広

▽
時
事
通
信
社

さ
い
た
ま
支
局
長

水
越
千
文

▽
�
ぎ
ょ
う
せ
い

石
川
章
一
郎

《
関
係
団
体
》

▽
日
本
信
号
�

総
務
部
秘
書
グ
ル
ー
プ
担
当
部
長

田
口

誠

▽
日
本
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
会

理
事

加
地
照
子

来来

賓賓

にに

各各

界界

かか

らら

多多

士士

済済

済済

（
敬
称
略
・
順
不
同
・
役
職
名
は
開
催
日
現
在
）

▲ご来賓の方々

― ４ ―



平
成
二
四
年
度
第
一
〇
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
二
〇
一
三
年
の
世
界
経
済
、日
本
経
済
を

展
望
す
る
』と
題
し
て
三
菱
総
合
研
究
所
・

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
武
田
洋
子
氏
が
講
演

平
成
二
四
年
度
第
一
〇
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
は
、
十
二
月
二
〇
日
�
一
四
時

よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市

民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
現
在
女
性
エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
各
界
か
ら
注
目
を
浴

び
て
い
る
�
三
菱
総
合
研
究
所
・
チ
ー

フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
武
田
洋
子
氏
を
講

師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
二
〇
一
三
年

の
世
界
経
済
、
日
本
経
済
を
展
望
す

る
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
、
七
八
名
の

方
々
が
参
加
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

■
ゆ
く
年
二
〇
一
二
年
を
振
り
返
っ
て

〜
五
つ
の
ト
ピ
ッ
ク

�
ユ
ー
ロ
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
３
割
以
上
を
占
め

る
ス
ペ
イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
両
国
国
債

の
金
利
急
騰

�
中
央
銀
行
頼
み
が
続
い
た
日
米
欧

�
中
国
の
二
〇
一
二
年
七
―
九
月
期
の

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
前
年
比
七
・

四
％
増
と
低
下
す
る
な
ど
、
イ
ン
ド
、

ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
新
興
国
経
済
が
減
速

�
日
本
経
済
は
世
界
経
済
の
急
減
速
と

政
策
効
果
の
剥
落
に
よ
り
輸
出
・
生

産
が
低
下
し
復
興
需
要
に
よ
る
二
％

成
長
は
幻
に

�
世
界
の
選
挙
イ
ヤ
ー
と
な
っ
た
二
〇

一
二
年

■
く
る
年
二
〇
一
三
年
の
一
〇
の
ポ
イ

ン
ト

◆
二
〇
一
三
年
の
メ
イ
ン
シ
ナ
リ
オ

一
�
減
速
が
続
く
世
界
経
済
、
一
三
年

入
り
後
緩
や
か
な
が
ら
も
回
復
へ

・
米
国
	
「
財
政
の
崖
」
は
回
避
し
、

緩
や
か
な
回
復
基
調
を
維
持

・
欧
州
	
緊
縮
財
政
と
信
用
収
縮
の
動

き
か
ら
一
三
年
中
も
景
気
後
退
が
継

続
・
新
興
国
	
中
国
経
済
の
持
ち
直
し
に

よ
り
一
三
年
入
り
後
は
緩
や
か
に
成

長
率
を
高
め
る

二
�
日
本
経
済
は
短
期
的
な
調
整
局
面

を
経
て
、
緩
や
か
に
回
復
軌
道
へ
復

す
る

・
年
内
は
海
外
経
済
の
低
迷
や
政
策
効

果
の
剥
落
な
ど
を
背
景
に
弱
め
の
動

き
・
一
三
年
入
り
後
、
海
外
経
済
の
持
ち

直
し
と
と
も
に
輸
出
・
生
産
が
回
復

・
一
三
年
春
以
降
、
内
需
に
も
波
及
す

る
か
た
ち
で
景
気
は
再
び
回
復
軌
道

◆
一
〇
の
ポ
イ
ン
ト

�
欧
州
債
務
問
題
に
つ
い
て
は
、
ス
ペ

イ
ン
、
イ
タ
リ
ア
は
４
〜
５
四
半
期

連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
、
失
業
率
も

悪
化
、
加
え
て
フ
ラ
ン
ス
の
競
争
力

喪
失
に
よ
る
成
長
力
低
下
が
次
の
懸

念
に
。

�
米
国
経
済
は
政
府
債
務
問
題
を
抱
え

て
い
る
が
こ
れ
は
先
進
国
共
有
の
課

題
。
人
口
増
加
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
革

命
、
新
陳
代
謝
の
高
さ

等
か
ら


日
本
化
�
は

回
避
で
き
る
。

�
中
国
は
、
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
後
の
大
型
景
気

対
策
の
ツ
ケ
に
よ
る

「
過
剰
設
備
問
題
」、



世
界
の
工
場
�
と
し

て
の
限
界
、

投
資
主

導
型
か
ら
消
費
主
導
型



へ
の
移
行
、
国
有
企

業
の
民
営
化
な
ど
「
経

済
・
産
業
構
造
の
転
換
」、

「
政
治
体
制
と
社
会
不
安
」、「
生
産

年
齢
人
口
比
率
の
ピ
ー
ク
ア
ウ
ト
」、

「
社
会
保
障
の
整
備
と
財
政
負
担
増

と
い
う
人
口
問
題
」
と
い
う
四
つ
の

大
き
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
ハ

ー
ド
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
な
く
安
定

成
長
へ
移
行
す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

�
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
中
国
の
半
分
程
度
の

人
口
と
三
割
の
経
済
規
模
、
加
え
て

イ
ン
フ
ラ
不
足
、
社
会
の
未
熟
度
、

不
安
定
な
政
治
基
盤
が
課
題
で
あ
り
、

市
場
と
し
て
中
国
の
減
速
を
補
え
る

レ
ベ
ル
に
は
達
し
て
い
な
い
。

�
日
本
経
済
は
、「
中
国
経
済
の
行
方
」

「
欧
州
債
務
危
機
」「
米
国
の
財
政

運
営
」
と
い
う
三
つ
の
リ
ス
ク
を
抱

え
て
い
る
も
の
の
、
一
三
年
入
り
後

は
、
海
外
経
済
の
持
ち
直
し
に
よ
り

緩
や
か
な
回
復
パ
ス
を
辿
る
も
の
と

見
込
ま
れ
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
一
二
年

度
一
・
〇
％
、
一
三
年
度
一
・
五
％

の
成
長
を
す
る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
消
費
者
物
価
（
除

く
生
鮮
食
料
品
）
の
上
昇
率
は
一
三

年
度
も
ゼ
ロ
近
傍
と
予
想
。

�
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
は
短
期
的
に
は
緩

む
も
、
中
長
期
的
に
は
需
給
の
逼
迫

が
継
続
。
ま
た
天
然
ガ
ス
は
カ
タ
ー

ル
依
存
度
が
上
昇
し
、
調
達
リ
ス
ク

（
ホ
ル
ム
ズ
リ
ス
ク
）
が
高
ま
る
可

能
性
が
あ
る
。



国
内
消
費
は
景
気
に
左
右
さ
れ
な
い

シ
ニ
ア
消
費
が
全
体
の
三
〜
四
割
ま

で
上
昇
。
さ
ら
に
消
費
者
ニ
ー
ズ
の

変
化
へ
の
企
業
の
取
り
組
み
が
需
要

を
喚
起
し
、
シ
ニ
ア
消
費
が
国
内
消

費
を
牽
引
す
る
。

�
復
興
工
事
が
よ
う
や
く
本
格
化
し
、

震
災
復
興
か
ら
再
生
の
ス
テ
ー
ジ
へ

移
行
す
る

�
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
し
た
製
品
は
競
争

力
が
低
下
し
て
い
る
も
の
の
、
わ
が

国
に
は
独
自
の
技
術
蓄
積
が
あ
り
、

特
色
の
あ
る
技
術
大
国
へ
の
道
を
歩

む
べ
き
。

�
「
技
術
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
価
値

創
造
」「
製
造
と
サ
ー
ビ
ス
の
融
合
」

「
課
題
解
決
を
オ
ポ
チ
ュ
ニ
テ
ィ

へ
」
と
い
う
三
つ
を
核
と
し
て


創

造
型
需
要
�
へ
の
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
る
。

そ
し
て
、
最
後
に
新
年
に
向
け
て
〜

わ
が
国
の
五
つ
の
強
み
と
題
し
て
、
次

の
五
点
を
指
摘
さ
れ
た
。

�
高
齢
化
は
ア
ジ
ア
で
も
急
速
に
進
行
、

シ
ニ
ア
消
費
市
場
は
ア
ジ
ア
で
一
〇

億
人
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
、そ
し
て
水
・

資
源
、
環
境
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
医
療
、

減
災
分
野
で
も
日
本
は
世
界
の
フ
ロ

ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
に
な
れ
る
可
能
性
を

有
し
て
い
る
。

�
ハ
ー
ド
の
技
術
力
と
ソ
フ
ト
の
信
頼

性
の
両
面
を
備
え
る
点
が
日
本
の
強

み
で
あ
り
、
今
後
イ
ン
フ
ラ
輸
出
に

大
き
な
可
能
性
を
有
し
て
い
る
。

�
家
計
金
融
資
産
一
五
〇
〇
兆
円
を
有

す
る
金
融
の
潜
在
力
を
新
た
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
に
つ
な
げ
る
好
循

環
を
構
築
で
き
る
可
能
性
を
有
し
て

い
る
。

�
世
界
が
認
め
た
「
現
場
力
」
と
「
適

応
力
」
と
い
う
日
本
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ウ
エ
ア
は
様
々
な
分
野
で
優
位
性
を

発
揮
で
き
る
。

質
問
す
る
参
加
者

講
演
す
る
武
田
洋
子
氏

関
心
の
高
さ
か
ら
８０
名
近
い

参
加
者
が
あ
っ
た

― ５ ―



平
成
二
四
年
度
第
十
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
二
〇
二
〇
年�
貯
蓄
率
ゼ
ロ
�経
済
の
世
界
で

何
が
起
こ
る
の
か
』と
題
し
て
ニ
ッ
セ
イ
基
礎

研
究
所
・
櫨
浩
一
氏
が
講
演

平
成
二
四
年
度
第
十
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
日
本
経
済
の
再
生
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済

戦
略
〜
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
応
』と
題
し
て

早
稲
田
大
学
教
授

浦
田
秀
次
郎
氏
が
講
演

�
経
済
の
需
要
と
供
給
両
面
か
ら
女
性

力
が
日
本
経
済
の
成
長
を
支
え
る
可

能
性
を
有
し
て
い
る
。

平
成
二
四
年
度
第
十
一
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
は
、
一
月
一
六
日
�
一
四
時
よ

り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研

究
所
・
専
務
理
事
櫨
浩
一
氏
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
、「
二
〇
二
〇
年
�
貯

蓄
率
ゼ
ロ
�
経
済
の
世
界
で
何
が
起
こ

る
の
か
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
、
四
七

名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

講
演
の
骨
子
は
以
下
の
通
り
。

◆
長
期
的
な
経
済
成
長
の
源
泉
は
、
一

般
的
に
は
生
産
に
使
う
設
備
な
ど
の

資
本
ス
ト
ッ
ク
と
そ
れ
を
使
っ
て
生

産
活
動
を
行
う
労
働
力
、
そ
し
て
生

産
活
動
に
使
う
技
術
と
考
え
ら
れ
る
。

高
度
成
長
期
の
日
本
は
人
口
の
増
加

が
続
き
労
働
力
も
増
加
し
て
い
た
し
、

欧
米
か
ら
進
ん
だ
技
術
を
導
入
す
る

こ
と
で
急
速
に
技
術
革
新
も
進
み
、

後
は
生
産
設
備
を
つ
く
れ
る
か
ど
う

か
だ
け
が
問
題
だ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
、
当
時
の
日
本
経
済
の
成
長
率
は
、

企
業
が
ど
れ
く
ら
い
設
備
投
資
を
し

て
生
産
能
力
を
増
や
す
こ
と
が
で
き

る
か
に
か
か
っ
て
い
た
。

◆
毎
年
の
国
内
生
産
の
多
く
を
家
計
が

消
費
し
て
し
ま
え
ば
、
企
業
の
設
備

投
資
に
振
り
向
け
ら
れ
る
資
源
が
減

り
、
次
の
年
の
生
産
に
使
え
る
設
備

の
増
加
速
度
が
低
下
し
て
し
ま
う
。

家
計
が
ど
れ
だ
け
貯
蓄
を
す
る
か
、

つ
ま
り
生
産
さ
れ
た
も
の
が
消
費
さ

れ
ず
に
将
来
の

た
め
に
と
っ
て

お
か
れ
る
か
で
、

企
業
が
設
備
投

資
に
使
え
る
資

源
の
量
が
決
ま

り
、
日
本
経
済

の
成
長
速
度
も

決
ま
っ
て
い
た

と
言
え
る
の
で

あ
る
。

◆
豊
富
な
家
計
貯

蓄
は
、
そ
の
後
バ
ブ
ル
期
に
企
業
に

膨
大
な
非
効
率
投
資
を
生
み
だ
し
、

日
本
経
済
は
過
剰
設
備
と
過
剰
債
務

の
解
消
に
長
い
時
間
を
要
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

◆
家
計
貯
蓄
率
は
、
高
齢
化
の
進
展
に

伴
い
急
速
に
低
下
し
て
お
り
、
さ
ら

に
家
計
貯
蓄
率
が
低
下
し
て
い
く
と
、

円
高
に
よ
る
輸
出
の
鈍
化
と
輸
入
の

増
加
で
い
ず
れ
貿
易
・
サ
ー
ビ
ス
収

支
の
赤
字
は
所
得
収
支
の
黒
字
を
上

回
る
よ
う
に
な
り
、
経
常
収
支
は
赤

字
化
し
て
為
替
レ
ー
ト
は
円
安
傾
向

に
転
じ
る
こ
と
に
な
る
。

◆
そ
の
後
は
、
毎
年
の
経
常
収
支
の
赤

字
補
て
ん
の
た
め
に
日
本
が
保
有
し

て
い
る
対
外
資
産
は
減
り
始
め
、
海

外
か
ら
の
利
子
や
配
当
な
ど
の
所
得

も
徐
々
に
減
少
す
る
の
で
所
得
収
支

の
黒
字
も
減
少
。
こ
の
結
果
経
常
収

支
の
赤
字
が
拡
大
す
る
た
め
、
円
安

の
動
き
は
さ
ら
に
加
速
し
て
い
く
。

◆
二
〇
二
〇
年
前
後
に
は
家
計
貯
蓄
率

は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
低
下
す
る
と
み
ら
れ
、

�
家
計
貯
蓄
率
ゼ
ロ
経
済
�
に
突
入

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。「
貯
蓄
率
過

剰
経
済
」
で
需
要
不
足
問
題
が
解
決

で
き
ず
に
デ
フ
レ
に
な
っ
た
の
と
は

逆
に
、「
貯
蓄
率
ゼ
ロ
経
済
」
で
は

供
給
力
の
過
剰
が
縮
小
し
、
い
ず
れ

需
要
超
過
と
な
り
、
こ
の
結
果
物
価

が
上
昇
す
る
イ
ン
フ
レ
問
題
に
直
面

す
る
よ
う
に
な
る
。

◆
経
常
収
支
黒
字
が
円
高
を
引
き
起
こ

し
、
輸
入
品
の
価
格
下
落
を
通
じ
て

日
本
国
内
の
物
価
を
安
定
さ
せ
て
き

た
と
い
う
関
係
は
、
家
計
貯
蓄
率
が

ゼ
ロ
と
な
っ
て
経
常
収
支
が
赤
字
化
、

円
安
を
引
き
起
こ
す
よ
う
に
な
る
と
、

一
転
し
て
物
価
を
上
昇
さ
せ
る
よ
う

に
変
化
す
る
。
国
内
の
物
価
上
昇
は

円
安
を
引
き
起
こ
す
要
因
と
な
る
の

で
、
物
価
上
昇
と
円
安
は
互
い
に
加

速
し
合
う
方
法
に
働
く
こ
と
に
な
る
。

◆
家
計
貯
蓄
率
が
ゼ
ロ
に
な
り
、
家
計

か
ら
の
新
規
の
資
金
供
給
が
止
ま
る

こ
と
に
よ
っ
て
国
内
の
資
金
の
需
給

関
係
は
供
給
過
剰
か
ら
需
要
超
過
に

変
わ
っ
て
い
く
。
特
に
財
政
赤
字
の

削
減
に
失
敗
す
る
と
、
わ
ず
か
な
資

金
を
民
間
企
業
の
設
備
投
資
の
た
め

の
資
金
調
達
と
財
政
赤
字
を
賄
う
た

め
の
政
府
の
国
債
に
よ
る
資
金
調
達

が
奪
い
合
う
形
と
な
っ
て
金
利
が
高

騰
す
る
危
険
が
高
ま
る
。

◆
ま
た
、
貯
蓄
率
ゼ
ロ
経
済
で
は
お
金

の
流
れ
が
こ
れ
ま
で
の
日
本
か
ら
海

外
で
は
な
く
、
海
外
か
ら
日
本
へ
と

い
う
方
向
に
変
わ
る
。
お
金
は
金
利

の
低
い
方
か
ら
高
い
方
へ
流
れ
る
の

だ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
日
本
の
金
利
は

海
外
よ
り
も
低
い
の
が
普
通
だ
っ
た

が
、
今
後
は
逆
に
海
外
よ
り
も
高
く

な
い
と
日
本
へ
資
金
が
流
れ
込
ん
で

こ
な
い
こ
と
に
な
る
。

◆
貯
蓄
率
ゼ
ロ
経
済
で
は
今
ま
で
説
明

し
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
の
物
価
上

昇
率
は
高
く
な
り
、
経
常
収
支
が
赤

字
化
、
金
利
が
上
昇
し
、
円
安
に
な

る
。
こ
れ
ま
で
長
い
間
日
本
経
済
を

特
徴
付
け
て
き
た『
経
常
収
支
黒
字
・

円
高
・
物
価
安
定
・
低
金
利
』
と
い

う
組
み
合
わ
せ
は
家
計
貯
蓄
率
が
低

下
し
て
い
く
こ
と
で
失
わ
れ
、
家
計

貯
蓄
率
ゼ
ロ
の
経
済
で
は
、『
経
常

収
支
赤
字
・
円
安
・
イ
ン
フ
レ
・
高

金
利
』
と
い
う
組
み
合
わ
せ
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

平
成
二
四
年
度
第
十
二
回
ト
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
は
、
一
月
二
八
日
�
一
四
時
よ

り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民

ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
国
際
経
済
学
、
経

済
発
展
論
が
ご
専
門
で
、日
本
経
団
連
・

二
一
世
紀
政
策
研
究
所
「
日
本
の
通
商

戦
略
の
あ
り
方
」
に
関
す
る
タ
ス
ク
フ

ォ
ー
ス
の
研
究
主
幹
等
を
務
め
た
、
早

稲
田
大
学
大
学
院
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究

科
教
授

浦
田
秀
次
郎
氏
を
を
講
師
と

し
て
お
迎
え
し
、「
日
本
経
済
の
再
生

と
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
戦
略
〜
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
対
応
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
、
七

七
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

◆
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
は
世
界
経
済
に

お
い
て
大
き
な
地
位
を
占
め
て
い
る

が
、
人
口
、
経
済
規
模
、
経
済
発
展

講
演
す
る
櫨
浩
一
氏

講
演
風
景

― ６ ―



第
二
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
企
業
競
争
力
強
化
に
向
け
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

並
び
に
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
活
用
』を

テ
ー
マ
に
開
催

第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
事
例
か
ら
考
え
る
不
正
防
止
の
た
め
の
視
点

〜
内
部
監
査
の
活
用
を
中
心
に
』を
テ
ー
マ
に

開
催

段
階
、
天
然
資
源
賦
存
状
況
な
ど
国

別
の
多
様
性
を
有
す
る
地
域
で
も
あ

る
。

◆
賃
金
格
差
を
利
用
し
た
地
域
生
産
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
通
じ
高
い
域

内
貿
易
依
存
度
を
有
す
る
な
ど
市
場

誘
導
型
地
域
統
合
が
進
展
し
て
い
る

も
の
の
、
一
方
で
は
、
知
的
財
産
権

な
ど
経
済
制
度
・
イ
ン
フ
ラ
の
未
整

備
、
人
材
不
足
等
の
課
題
も
有
し
て

い
る
。

◆
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
は
、
特
定
の
国

と
の
貿
易
に
関
し
て
貿
易
障
壁
を
撤

廃
す
る
自
由
貿
易
協
定
（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）

や
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
が
急

増
し
て
い
る
。
こ
の
要
因
と
し
て
は
、

世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
に
お
け

る
貿
易
自
由
化
交
渉
の
遅
れ
、
相
手

国
市
場
へ
の
市
場
ア
ク
セ
ス
の
拡
大
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
食
料
確
保
の
必
要
性

等
が
考
え
ら
れ
る
。

◆
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
Ａ
Ｐ
（
ア
ジ
ア

太
平
洋
自
由
貿
易
地
域
構
想
）
構
築

へ
向
け
て
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
唯

一
の
枠
組
み
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
に
お
け
る
自
由
で
開
か
れ
た

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
構
築
を
図
る
と
と

も
に
、
将
来
的
に
は
世
界
レ
ベ
ル
で

の
制
度
構
築
の
基
礎
と
な
り
う
る
と

い
う
大
き
な
意
義
を
持
つ
も
の
で
あ

る
。

◆
ま
た
日
本
に
と
っ
て
も
、
輸
出
・
投

資
面
で
の
市
場
ア
ク
セ
ス
の
拡
大
、

国
内
の
資
源
配
分
の
効
率
性
向
上
、

労
働
や
資
金
な
ど
の
非
効
率
的
分
野

か
ら
効
率
的
分
野
へ
の
移
転
や
競
争

の
活
性
化
に
よ
る
技
術
進
歩
等
を
通

じ
た
国
内
経
済
の
活
性
化
、
さ
ら
に

は
ア
ジ
ア
太
平
洋
諸
国
に
関
す
る
経

済
制
度
構
築
へ
の
参
加
等
を
通
じ
、

中
国
な
ど
の
新
興
国
企
業
に
よ
る
健

全
な
行
動
の
推
進
や
世
界
経
済
制
度

構
築
へ
の
貢
献
、
米
国
を
中
心
と
し

た
価
値
を
共
有
す
る
国
々
と
の
政

治
・
安
全
保
障
面
で
の
友
好
関
係
の

強
化
等
々
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
有

す
る
も
の
で
あ
る
。

◆
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
、
深
刻
な

財
政
問
題
、

ダ
イ
ナ
ミ
ズ

ム
の
喪
失
、

人
材
不
足
・

教
育
の
質
の

低
下
、
遅
れ

る
国
際
化
等

の
様
々
な
厳

し
い
状
況
下

に
あ
る
日
本

と
し
て
は
、

「
経
済
活
性
化
」、「
輸
出
及
び
直
接

投
資
の
拡
大
」「
資
源
・
食
料
の
安

定
供
給
確
保
」、「
良
好
な
対
外
関
係

構
築
」、「
ア
ジ
ア
及
び
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
の
お
け
る
地
域
統
合
へ
の
貢

献
」
等
の
観
点
か
ら
、
農
業
に
代
表

さ
れ
る
非
競
争
的
分
野
か
ら
の
反
対
、

政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
欠
如
等

の
課
題
を
克
服
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
参
加

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。

平
成
二
四
年
度
第
二
回
特
別
セ
ミ
ナ

ー
は
、
十
二
月
一
四
日
�
一
三
時
三
〇

分
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階

市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
企
業
競
争
力

強
化
に
向
け
た
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
並
び
に

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
活
用
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
、
二
九
名
の
方
々
が
参
加

し
た
。

今
回
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
な
ど
身
近
な

電
子
デ
バ
イ
ス
等
か
ら
膨
大
な
情
報
が

発
信
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
大
量
の

デ
ー
タ
を
活
用
す
る
こ
と
が
、
今
後
の

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
創
出
す
る
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
と
の
観
点
か
ら
開
催
し
た

も
の
。

ま
ず
、
講
演
一
で
は
、
富
士
通
�
コ

ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
本
部
シ
ニ

ア
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
徳
永
奈
緒
美
氏
よ
り
、

「
企
業
競
争
力
強
化
に
向
け
た
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い
て
」
と
題
し
講

演
が
行
わ
れ
、「
会
員
管
理
の
高
度
化

サ
ー
ビ
ス
事
例
」「
工
場
効
率
化
事
例
」

「
電
子
機
器
の
故
障
や
ト
ラ
ブ
ル
の
予

兆
分
析
事
例
」

「
道
路
情
報
管

理
シ
ス
テ
ム
へ

の
応
用
事
例
」

等
々
様
々
な
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
活

用
事
例
が
紹
介

さ
れ
る
と
と
も

に
、
富
士
通
の

デ
ー
タ
活
用
基

盤
サ
ー
ビ
ス
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

続
く
講
演
二
で
は
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
�
取
締

役
兼
常
務
執
行
役
員
近
藤
克
行
氏
か
ら

「
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
活
用
の
メ
リ
ッ
ト

及
び
活
用
に
当
た
っ
て
に
留
意
事
項
」

と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、「
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く
状
況
」「
当
社

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
概
要
」「
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
の
活
用
事
例
」
等
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
た
。

平
成
二
四
年
度
第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ

ー
は
、
十
二
月
一
七
日
�
一
四
時
よ
り
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ド

バ
イ
ザ
リ
ー
�
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
米
国

公
認
会
計
士
林
拓
矢
氏
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
、「
事
例
か
ら
考
え
る
不
正

防
止
の
た
め
の
視
点
〜
内
部
監
査
の
活

用
を
中
心
に
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、

八
〇
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
財
務
報
告
に

係
る
内
部
統
制
報
告
制
度
が
導
入
さ
れ

て
以
来
、
内
部
監
査
機
能
は
そ
の
重
要

性
が
認
識
さ
れ
、
組
織
・
要
員
の
増
強

を
図
る
企
業
が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、

現
実
に
は
多
く
の
企
業
で
不
正
事
例
が

講
演
す
る
徳
永
奈
緒
美
氏

講
演
す
る
近
藤
克
行
氏

講
演
す
る
浦
田
秀
次
郎
氏

質
問
す
る
参
加
者

― ７ ―



第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
改
正
労
働
法
―

労
働
契
約
法
、高
年
齢
者

雇
用
安
定
法
、労
働
者
派
遣
法
の
解
説
と

実
務
上
の
留
意
点
』を
テ
ー
マ
に
開
催

第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
企
業
経
営
に
お
け
る
知
的
財
産
管
理
・
活
用

の
重
要
性
に
つ
い
て
学
ぶ
』を
テ
ー
マ
に
開
催

後
を
絶
た
ず
、
な
か
に
は
企
業
の
存
続

を
危
う
く
す
る
事
例
も
発
生
。
ま
た
不

正
の
類
型
・
手
口
も
益
々
高
度
化
、
広

範
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
実
情
を
踏
ま

え
開
催
し
た
も
の
で
、
最
近
の
不
正
事

例
の
紹
介
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
内
部
監

査
に
よ
り
こ
れ
ら
を
ど
う
防
止
し
て
い

く
か
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
い
講
演
が

行
わ
れ
た
。（
講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
以

下
の
通
り
）

◆
代
表
的
な
内
部
監
査
は
、「
組
織
体

の
業
務
に
付
加
価
値
を
与
え
改
善
す

る
た
め
に
設
計
さ
れ
た
独
立
的
・
客

観
的
な
ア
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
（
保
証
）

と
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
活
動
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
組
織
体
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
、
統
制
及
び
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

プ
ロ
セ
ス
の
有
効
性
を
評
価
し
改
善

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
マ
チ
ッ
ク
か
つ

熟
練
さ
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
組
織
体
が
そ
の

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
を
支
援
す

る
」
と
定
義
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
内

部
監
査
の
内
容
等
も
進
化
し
つ
つ
あ

る
こ
と
か
ら
、
経
営
者
に
と
っ
て
有

効
な
経
営
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

◆
不
正
行
為
の
類
型
・
手
口
と
し
て
は
、

大
き
く
分
け
る
と
、
�
汚
職
、
利
権
、

販
売
・
購
買
に
関
す
る
不
正
、
�
横

領
、
窃
盗
、
不
正
支
出
等
の
資
産
の

不
正
使
用
、
�
粉
飾
決
算
、
法
令
上

の
報
告
改
ざ
ん
等
の
不
正
な
報
告
の

三
つ
に
分
け
ら
れ
、こ
れ
ら
の
類
型
・

手
口
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
社
内
の
ど

の
業
務
プ
ロ
セ
ス
で
ど
の
よ
う
な
不

正
が
発
生
す
る
か
が
特
定
で
き
る
。

◆
不
正
の
発
生
要
素
と
し
て
は
、
�
何

ら
か
の
動
機
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
抱

え
て
い
る
問
題
が
背
景
に
あ
る
、
�

不
正
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
機
会

（
バ
レ
な
い
と
思
わ
せ
る
管
理
不
備

等
）、
�
不
正
行
為
者
の
責
任
転
嫁

を
許
す
環
境
・
状
況
等
の
三
つ
が
あ

り
、
不
正
防
止
に
当
た
っ
て
は
、
こ

の
三
つ
の
ど
れ
に
、
ど
の
よ
う
に
ア

プ
ロ
ー
チ
す
べ
き
か
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

◆
重
要
な
不
正
行
為
者
に
見
ら
れ
る
共

通
点
と
し
て
は
、
�
ス
タ
ー
プ
レ
イ

ヤ
ー
で
早
期
に
昇
進
し
業
績
上
も
重

要
な
位
置
に
あ
る
、
�
権
限
の
あ
る

ベ
テ
ラ
ン
、
�
仕
事
ぶ
り
は
真
面
目

と
い
う
評
判
、
�
人
事
異
動
が
少
な

く
長
期
間
に
わ
た
り
特
定
業
務
等
に

従
事
、
の
四
点

が
あ
げ
ら
れ
る
。

◆
不
正
リ
ス
ク
対

応
の
流
れ
は
、

�
目
的
の
確
認

↓
�
不
正
リ
ス

ク
の
評
価
↓
、

�
個
別
監
査
実

施
計
画
書
の
策

定
・
承
認
↓
�

監
査
テ
ー
マ
（
監
査
要
点
）
の
設
定

↓
�
監
査
手
続
の
検
討
↓
�
監
査
手

続
の
実
施
↓
�
監
査
報
告
等
と
な
り

基
本
的
に
は
通
常
の
内
部
監
査
と
同

様
で
あ
る
。

◆
不
正
リ
ス
ク
対
応
の
内
部
監
査
の
監

査
手
続
き
の
ポ
イ
ン
ト
一
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
は
、
�
あ
く
ま
で
も
内
部

監
査
で
あ
り
、「
不
正
調
査
・
捜
査
」

で
は
な
い
こ
と
を
最
初
に
理
解
し
て

も
ら
う
（
警
戒
感
を
解
く
）、
�
内

部
牽
制
の
状
況
等
に
つ
い
て
は
、「
ル

ー
ル
通
り
運
用
し
て
い
る
」
と
回
答

さ
れ
る
の
が
当
た
り
前
で
あ
り
、「
緊

急
の
場
合
、
上
司
が
い
な
い
と
き
は

ど
の
よ
う
に
承
認
・
チ
エ
ッ
ク
す
る

か
」「
特
定
の
取
引
先
等
で
	
特
別

ル
ー
ル


を
設
定
し
て
い
る
取
引
は

な
い
か
」「
中
堅
社
員
等
で
あ
る
程

度
上
司
が
モ
ニ
タ
ー
せ
ず
に
一
人
で

任
せ
て
大
丈
夫
な
社
員
は
い
る
か
」

等
の
質
問
で
、
異
例
取
引
が
な
い
か

を
探
る
な
ど
、
工
夫
が
必
要
。
�
横

領
、
汚
職
に
つ
い
て
は
、
で
き
れ
ば

取
引
先
等
の
外
部
関
係
者
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
が
出
来
る
と
よ
い
。
但
し
、

ビ
ジ
ネ
ス
上
の
悪
影
響
が
な
い
よ
う

に
、
例
え
ば
対
象
部
門
の
管
理
職
に

同
行
し
て
も
ら
う
等
、
実
施
方
法
は

慎
重
に
考
慮
す
る
の
三
点
が
特
に
重

要
で
あ
る
。

◆
不
正
リ
ス
ク
対
応
の
内
部
監
査
の
監

査
手
続
き
の
ポ
イ
ン
ト
二
の
取
引
・

管
理
資
料
の
検
証
で
は
、
�
分
析
的

手
続
（
比
率
分
析
等
）、
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｔ

（Com
puter

A
ssisted

A
udit

T
echniques

�
自
社
シ
ス
テ
ム
に

格
納
さ
れ
て
い
る
取
引
デ
ー
タ
等
に

対
す
る
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
自
動
検
出
の
仕

組
み
）
に
よ
る
取
引
の
抽
出
等
は
往

査
ま
で
に
済
ま
せ
て
お
く
、
�
日
付
、

相
手
先
、
金
額
、
承
認
者
、
訂
正
の

有
無
、
証
憑
の
状
態
な
ど
か
ら
不
自

然
さ
が
見
ら
れ
な
い
か
等
、
取
引
検

証
で
は
ち
ょ
っ
と
し
た
兆
候
を
見
逃

さ
な
い
こ
と
が
重
要
（
健
全
な
猜
疑

心
）
の
二
点
が
特
に
重
要
で
あ
る
。

平
成
二
四
年
度
第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ

ー
は
、
十
二
月
二
六
日
�
一
三
時
三
〇

分
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階

市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
外
井
（
Ｔ
Ｏ

Ｉ
）
法
律
事
務
所
代
表
弁
護
士
外
井
浩

志
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
改

正
労
働
法
―
労
働
契
約
法
、
高
年
齢
者

雇
用
安
定
法
、

労
働
者
派
遣

法
の
解
説
と

実
務
上
の
留

意
点
」
を
テ

ー
マ
に
開
催

し
た
。

今
回
の
特

別
セ
ミ
ナ
ー

は
、
特
に
有

期
労
働
契
約
の
新
し
い
ル
ー
ル
と
し
て

改
正
さ
れ
る
「
改
正
労
働
契
約
法
」
が

就
業
規
則
の
変
更
な
ど
、
企
業
経
営
、

労
務
管
理
の
観
点
か
ら
も
極
め
て
重
要

な
テ
ー
マ
で
あ
る
こ
と
か
ら
関
心
が
高

く
、
一
三
二
名
と
い
う
多
数
の
参
加
者

が
あ
っ
た
。

平
成
二
四
年
度
第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ

ー
は
、
一
月
二
一
日


一
三
時
三
〇
分

講
演
す
る
外
井
浩
志
氏

１
３
０
名
を
超
え
る
方
々
が

参
加
し
た

講
演
す
る
林
拓
矢
氏

内
部
監
査
に
対
す
る
関
心
の

高
さ
か
ら
８０
名
の
参
加
者
が

あ
っ
た

― ８ ―



第
六
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
こ
の
時
代
に
お
け
る
企
業
成
長
の
条
件
〜

最
近
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ（
新
規
株
式
上
場
）の
事
例
を

踏
ま
え
て
』を
テ
ー
マ
に
開
催

第
三
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

『
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
に
向
け
て
〜
ア
ジ
ア
・

ア
フ
リ
カ
諸
国
の
成
長
機
会
を
ど
う
ビ
ジ
ネ
ス

に
つ
な
げ
た
ら
い
い
の
か
』を
テ
ー
マ
に
開
催

よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市

民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
企
業
経
営
に

お
け
る
知
的
財
産
管
理
・
活
用
の
重
要

性
に
つ
い
て
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
、
三
〇
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

今
回
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
、
新
日
本

製
鉄
に
よ
る
韓
国
ポ
ス
コ
の
提
訴
、
米

ア
ッ
プ
ル
と
韓
国
サ
ム
ス
ン
電
子
の
訴

訟
合
戦
な
ど
、
国
境
を
ま
た
ぐ
大
型
紛

争
が
相
次
で
い
る
こ
と
に
加
え
、
足
元

で
は
日
本
か
ら
の
技
術
・
人
材
の
流
出

が
続
い
て
い
る

な
ど
、
企
業
経

営
に
と
っ
て
知

的
財
産
の
重
要

性
が
一
段
と
高

ま
っ
て
い
る
こ

と
を
踏
ま
え
、

今
後
、
知
的
財

産
を
ど
う
守
り
、

ど
う
活
か
す
べ

き
か
を
テ
ー
マ

に
二
つ
の
講
演

が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
最
初
の
講
演
は
、
埼
玉
大
学
オ

ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
知

的
財
産
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
弁
理
士

の
北
島
恒
之
氏
か
ら
「
知
的
財
産
と
は

何
か
、
知
的
財
産
を
巡
る
最
近
の
状
況

に
つ
い
て
」
と
題
し
講
演
が
行
わ
れ
、

続
い
て
埼
玉
大
学
非
常
勤
講
師
工
学
博

士
角
田
敦
氏
よ
り
「
企
業
で
の
研
究
開

発
の
進
め
方
並
び
に
知
的
財
産
権
の
活

用
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
講
演
が
行
わ

れ
た
。

平
成
二
四
年
度
第
六
回
特
別
セ
ミ
ナ

ー
は
、
二
月
二
八
日
�
一
四
時
よ
り
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、「
こ
の
時
代
に
お
け
る

企
業
成
長
の
条
件
〜
最
近
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ

（
新
規
株
式
上
場
）
の
事
例
を
踏
ま
え

て
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
三
二
名

の
方
々
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
今
回
の
講
師
を
派
遣

し
て
い
た
だ
い
た
有
限
責
任
あ
ず
さ
監

査
法
人
北
関
東
事
務
所
長
筆
野
力
氏
の

挨
拶
に
始
ま
り
、
そ
の
後
二
つ
の
講
演

が
行
わ
れ
た
。

第
一
講
は
、
同
監
査
法
人
企
業
成
長

支
援
本
部
Ｉ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
室
長
鈴
木

智
博
氏
よ
り
、「
企
業
成
長
の
た
め
の

条
件
〜
最
近
の
Ｉ
Ｐ
Ｏ
事
例
に
見
る
成

長
企
業
と
は
」
と
題
し
、
最
近
の
Ｉ
Ｐ

Ｏ
事
例
に
み
る
特
徴
・
ト
ピ
ッ
ク
ス
、

Ｉ
Ｐ
Ｏ
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
お
け
る
変
化
等

に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

休
憩
を
は
さ
ん
で
第
二
講
に
移
り
、

同
監
査
法
人
企
業
成
長
支
援
本
部
企
業

公
開
部
部
長
土
肥
真
氏
よ
り
「
企
業
成

長
を
支
え
る
経
営
基
盤
と
は
〜
最
近
の

Ｉ
Ｐ
Ｏ
事
例
に
見
る
経
営
管
理
の
あ
り

方
」
と
題
し
、
上
場
審
査
の
概
要
、
上

場
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
社

内
規
程
整
備
の
必
要
性
、
事
業
計
画
、

反
社
会
的
勢
力
の
排
除
、
労
務
問
題
へ

の
対
応
等
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

平
成
二
四
年
度
第
三
回
グ
ロ
ー
バ
ル

委
員
会
は
、
十
二
月
十
一
日
�
一
四
時

よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市

民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ

ネ
ス
の
推
進
に
向
け
て
〜
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
諸
国
の
成
長
機
会
を
ど
う
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
な
げ
た
ら
い
い
の
か
」
を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
二
六
名
の

方
々
が
参
加
し
た
。

今
回
の
委
員
会
は
、
国
内
市
場
が
少

子
高
齢
化
等
に
よ
り
縮
小
し
、
先
進
国

経
済
の
大
き
な
成
長
も
期
待
し
が
た
い

状
況
の
中
、
新
た
な
市
場
と
し
て
、
途

上
国
低
所
得
階
層
、
い
わ
ゆ
る
「
Ｂ
Ｏ

Ｐ
（B

ase
of
the
E
conom

ic
Pyra-

m
id )

」
層
（
Ｂ
Ｏ
Ｐ
層
に
属
す
る
人

口
は
世
界
の
約
七
二
％
、
約
四
〇
億
人
、

市
場
規
模
は
日
本
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
匹

敵
）
が
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
す

る
市
場
と
し
て
、
世
界
的
に
注
目
さ
れ

て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
第
一
講
と
し

て
、
経
済
産
業
省
貿
易
経
済
協
力
局
通

商
金
融
・
経
済
協
力
課
係
長
の
中
村
亮

太
氏
か
ら
「
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進

に
向
け
て
」
と
題
し
て
、
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ

ネ
ス
普
及
拡
大
に
向
け
た
基
本
的
考
え

方
と
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
関
す
る
説
明

と
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
例
紹
介
が
、

第
二
講
で
は
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ

ェ
ト
ロ
）
途
上
国
貿
易
開
発
部
途
上
国

貿
易
開
発
課
Ｂ
Ｏ
Ｐ
班
の
小
濱
和
彦
氏

か
ら
「
ジ
ェ
ト
ロ
の
Ｂ
Ｏ
Ｐ
ビ
ジ
ネ
ス

支
援
ス
キ
ー
ム
」
と
題
し
て
、
現
地
ニ

ー
ズ
・
市
場
を
把
握
す
る
た
め
の
様
々

な
支
援
ス
キ
ー
ム
の
説
明
が
行
わ
れ
た
。

開
会
挨
拶
を
す
る
筆
野
力
氏

講
演
す
る
鈴
木
智
博
氏

講
演
す
る
土
肥
真
氏

講
演
す
る
北
島
恒
之
氏

講
演
す
る
角
田
敦
氏

講
演
す
る
中
村
亮
太
氏

講
演
す
る
小
濱
和
彦
氏

― ９ ―



第
四
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

『
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
向
け
県
内
企
業
説
明
会
』

開
催

第
五
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

『
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
拓
く
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
の

可
能
性
』を
テ
ー
マ
に
開
催

第
六
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

『
外
国
人
留
学
生
の
採
用
・
戦
力
化
に
つ
い
て
』

を
テ
ー
マ
に
講
演
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
開
催

平
成
二
四
年
度
第
四
回
グ
ロ
ー
バ
ル

委
員
会
は
、
十
二
月
二
一
日
�
一
四
時

よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市

民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
埼
玉
県
、
�
埼

玉
県
国
際
交
流
協
会
と
共
催
で
『
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
向
け
県
内
企
業
説
明
会
』

と
し
て
開
催
さ
れ
、
県
内
企
業
二
七
社

と
多
数
の
外
国
人
留
学
生
、
外
国
留
学

経
験
を
有
す
る
日
本
人
学
生
が
参
加
し

開
催
さ
れ
た
。

委
員
会
は
、
ま
ず
学
生
向
け
ガ
イ
ダ

ン
ス
と
し
て
、
埼
玉
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
宮
川
邦
夫
氏
に
よ
り
、「
県
内
企

業
に
求
め
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」

と
題
す
る
講
演
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
個

別
ブ
ー
ス
に
よ
る
県
内
企
業
担
当
者
に

よ
る
会
社
説
明
等
が
行
わ
れ
た
。

平
成
二
四
年
度
第
五
回
グ
ロ
ー
バ
ル

委
員
会
は
、
二
月
十
五
日
�
一
三
時
三

〇
分
よ
り
、
さ
い
た
ま
商
工
会
議
所
会

館
二
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
埼
玉
県
と

共
催
（
第
三
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ

ム
）
で
「
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
拓
く
グ
ロ

ー
バ
ル
展
開
の
可
能
性
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
、
一
五
五
名
の
方
々
が
参
加

し
た
。

今
回
の
委
員
会
は
、
ま
ず
上
田
清
司

埼
玉
県
知
事
の
主
催
者
挨
拶
で
始
ま
り
、

続
い
て
、
ダ
ト
・
シ
ャ
ハ
ル
デ
ィ
ン
・

モ
ハ
マ
ッ
ド
・
ソ
ム
駐
日
マ
レ
ー
シ
ア

特
命
全
権
大
使
の
基
調
講
演
、
モ
ハ
マ

ッ
ド
・
ハ
シ
ム
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ガ
ニ

マ
レ
ー
シ
ア
投
資
開
発
庁
東
京
事
務
所

長
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
、そ
の
後「
マ

レ
ー
シ
ア
を
起
点
と
す
る
ア
ジ
ア
・
イ

ス
ラ
ム
市
場
の
可
能
性
」
を
テ
ー
マ
に

モ
デ
レ
ー
タ
と
し
て
新
井
卓
治
公
益
社

団
法
人
日
本
マ
レ
ー
シ
ア
協
会
専
務
理

事
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
北
浦
尚
彦

マ
レ
ー
シ
ア
貿
易
開
発
公
社
東
京
事
務

所
所
長
補
佐
、
奥
田
有
恒
（
独
）
国
際

観
光
振
興
機
構
海
外
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

部
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
小
林
隆
信
コ
バ
キ
ン

ジ
ャ
パ
ン
�
代
表
取
締
役
、ア
ク
マ
ル
・

ア
ブ
・
ハ
ッ
サ
ン
ハ
ラ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
の
四
名
が
参
加
し
、

活
発
な
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。

平
成
二
四
年
度
第

六
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委

員
会
は
、
二
月
二
七

日
�
一
四
時
よ
り
、

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル

に
お
い
て
「
外
国
人

留
学
生
の
採
用
・
戦

力
化
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
会
と

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ

れ
、
二
四
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

今
回
の
委
員
会
は
、
ま
ず
留
学
生
就

職
支
援
ネ
ッ
ト
Ｎ
Ａ
Ｐ
代
表
田
口
芳
弘

氏
よ
り
、「
外
国
人
留
学
生
の
就
職
事

情
〜
採
用
と
活
用
」
と
題
し
講
演
が
行

わ
れ
た
。

そ
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
移
り
、「
外
国
人
留
学
生
の
就
職

活
動
の
実
際
」
を
テ
ー
マ
に
留
学
生
の

就
職
の
現
状
、
留
学
生
の
評
価
、
日
本

人
学
生
と
の
比
較
、
留
学
生
採
用
の
メ

リ
ッ
ト
、
企
業
の
問
題
点
等
を
ポ
イ
ン

ト
と
す
る
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ

た
。な

お
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
参
加
者
は
以
下
の
通
り
。

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

留
学
生
就
職

支
援
ネ
ッ
ト
Ｎ
Ａ
Ｐ
大
瀧
昌
三
氏

○
パ
ネ
リ
ス
ト

パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々

基
調
講
演
ダ
ト
・
シ
ャ
ハ

ル
デ
ィ
ン
・
モ
ハ
マ
ッ
ド
・

ソ
ム
駐
日
マ
レ
ー
シ
ア
特

命
全
権
大
使

講
演
す
る
モ
ハ
マ
ッ
ド
・

ハ
シ
ム
・
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・

ガ
ニ

マ
レ
ー
シ
ア
投
資

開
発
庁
東
京
事
務
所
長

主
催
者
挨
拶
を
す
る
上
田

清
司
埼
玉
県
知
事

質
問
す
る
参
加
者

講
演
す
る
田
口
芳
弘
氏

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
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第
三
回
人
事
労
務
委
員
会

『
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
に
向
け
て
、先
進
企

業
の
取
り
組
み
事
例
に
学
ぶ
』を
テ
ー
マ
に
開

催
―

終
了
後
表
彰
式
・
交
流
会
も
開
催

・
一
橋
大
学
キ
ャ
リ
ア
支
援
室
シ
ニ
ア

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
高
橋
治
夫
氏

・
埼
玉
大
学
教
授
中
本
進
一
氏

・
外
国
人
留
学
生

平
成
二
四
年
度
第
三
回
人
事
労
務
委

員
会
は
、
二
月
二
五
日
�
一
三
時
三
〇

分
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階

市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
働
き
が
い
の

あ
る
会
社
に
向
け
て
、
先
進
企
業
の
取

り
組
み
事
例
に
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
、
七
九
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

現
在
、
わ
が
国
企
業
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
は
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
人
口

減
少
社
会
の
到
来
、
円
高
の
進
行
、
グ

ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激
化
な
ど
、
厳
し
い

情
勢
が
続
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
各
企
業
で
は
、
自
社

の
成
長
・
発
展
を
目
指
し
、
様
々
な
取

組
み
を
実
施
し
て
き
て
い
る
が
、
こ
う

し
た
厳
し
い
状
況
が
続
く

今
だ
か
ら
こ
そ
、
な
お
さ
ら
組
織
活
性

化
策
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
二
四
年

度
の
第
三
回
人
事
労
務
委
員
会
は
、
ま

ずG
PT
W

（G
reat
Place

to
W
ork

(R
)
Institute

Japan

）
の
「
働
き
が

い
の
あ
る
会
社
調
査
」
全
国
ラ
ン
キ
ン

グ
上
位
入
賞
企
業
の
常
連
で
あ
る
ブ
ラ

ザ
ー
工
業
株
式
会
社
人
事
部
グ
ル
ー
プ

マ
ネ
ジ
ャ
ー
大
井
裕
之
氏
よ
り
、「
働

き
が
い
の
あ
る
会
社
に
向
け
て
〜
従
業

員
の
誇
り
を
高
め
る
た
め
に
」
と
の
講

演
が
行
わ
れ
、
続
い
て
、
今
回
埼
玉
県

か
ら
初
め
て
全
国
ラ
ン
キ
ン
グ
に
入
賞

し
た
ケ
イ
ア
イ
ス
タ
ー
不
動
産
�
、
岩

堀
建
設
工
業
�
の
二
社
か
ら
事
例
発
表

が
行
わ
れ
た
。

な
お
、
本
委
員
会
終
了
後
、
全
国
ラ

ン
キ
ン
グ
入
賞
企
業
二
社
並
び
に
埼
玉

県
に
お
け
る
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
調

査
の
優
秀
企
業
の
表
彰
式
・
交
流
会
が

本
調
査
の
調
査
機
関
で
あ
る
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ

と
本
会
と
の
共
催
で
開
催
さ
れ
た
。

【２０１３年版日本における「働きがいのある会社」全国ランキング（抜粋）】

従業員２５０人以上企業 従業員２５０人未満企業

１位 グーグル １位 コールド・ストーン・クリーマー

２位 日本マイクロソフト ２位 VOYAGEGROUP

３位 Plan･Do･See ３位 トリプルグッド税理士法人

４位 ワークスアプリケーション ４位 安藤嘉助商店

５位 サイバーエージェント ５位 ネットアップ

６位 アメリカン・エキスプレス ６位 不動産SHOPナカジツ

７位 ザ・リッツ・カールトン東京 ７位 ノアインドアステージ

８位 トレンドマイクロ ８位 FCEグループ

９位 三幸グループ ９位 フォンテラジャパン

１０位 ディスコ １０位 ベーシック

１１位 モルガン・スタンレー １１位 ネットプロテクションズ

１２位 セプテーニグループ １２位 特定非営利活動法人フローレンス

１３位 アサヒビール １３位 ウィルゲート

１４位 日本イーライリリー １４位 ガイアックス

１５位 プルデンシャル生命保険 １５位 日本ナショナルインスツルメンツ

３５位 ケイアイスター不動産 ２５位 岩堀建設工業

（注）詳細はGPTWホームページご参照（GPTWと検索してください）

講
演
す
る
ブ
ラ
ザ
ー
工
業

大
井
裕
之
氏

事
例
発
表
を
す
る
ケ
イ
ア

イ
ス
タ
ー
不
動
産
�
梨
一

治
人
事
本
部
総
務
部
次
長

事
例
発
表
を
す
る
岩
堀
建

設
工
業
取
締
役
岩
本
聡
氏

表
彰
式
の
開
会
挨
拶
を
す

る
Ｇ
Ｄ
Ｔ
Ｗ
和
田
彰
代
表

表
彰
を
受
け
る
岩
堀
建
設

工
業
岩
堀
和
久
社
長（
右
）

表
彰
を
受
け
る
ケ
イ
ア
イ

ス
タ
ー
不
動
産
瀧
口
裕
一

専
務
取
締
役
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埼
玉
大
学
と
の
合
同
特
別
公
開
講
座
平
成
二
四
年
度
第
三
講

『
中
国
経
済
の
こ
れ
か
ら
〜
経
済
発
展
の
持
続

可
能
性
を
中
心
に
」を
テ
ー
マ
に
経
済
学
部
教

授
・
牛
嶋
俊
一
郎
氏
が
講
演

平
成
二
五
年
二
月
二
一
日
�
一
四
時

か
ら
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階
研
修

室
に
お
い
て
、
埼
玉
大
学
と
本
会
と
の

合
同
特
別
公
開
講
座
平
成
二
四
年
度
第

三
講
が
開
催
さ
れ
、
埼
玉
大
学
経
済
学

部
教
授
・
牛
嶋
俊
一
郎
氏
よ
り
、「
中
国

経
済
の
こ
れ
か
ら
〜
経
済
発
展
の
持
続

可
能
性
を
中
心
に
」
と
題
し
て
講
演
が

行
わ
れ
、
会
員
な
ど
三
九
名
が
参
加
し

た
。
講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り

◆
中
国
経
済
は
改
革
開
放
以
来
三
〇
年

間
継
続
し
た
高
度
成
長
に
よ
り
、
現

在
で
は
経
済
規
模
で
二
〇
一
〇
年
に

世
界
二
位
、
貿
易
総
額
で
は
二
〇
一

二
年
に
世
界
一
に
な
っ
た
。

◆
二
〇
〇
八
年
秋
か
ら
二
〇
〇
九
年
に

か
け
て
の
世
界
金
融
・
経
済
危
機
に

対
し
て
は
、
い
わ
ゆ
る
四
兆
元
（
約

五
六
兆
円
）
の
経
済
対
策
と
大
幅
金

融
緩
和
で
対
応
。そ
の
結
果
、輸
出
の

大
幅
な
落
ち
込
み
に
も
か
か
わ
ら
ず

経
済
は
早
期
に
回
復
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
二
〇
一
一
年
後
半
以
降
、
ユ

ー
ロ
危
機
に
伴
う
欧
州
経
済
の
停
滞

等
か
ら
中
国
の
輸
出
の
伸
び
は
急
速

に
低
下
し
、
四
兆
元
の
経
済
対
策
の

効
果
も
出
尽
く
し
た
こ
と
か
ら
、
経

済
成
長
率
は
大
幅
に
減
速
し
て
い
る
。

◆
中
国
は
「
改
革
開
放
」
と
「
先
富
論
」

と
い
う
�
小
平
の
考
え
方
に
基
づ
き

高
度
成
長
を
達
成
し
て
き
た
が
、
そ

の
過
程
で
格
差
の
拡
大
等
の
深
刻
な

問
題
が
噴
出
し
、
中
国
は
も
う
す
ぐ

崩
壊
す
る
と
い
う
主
張
が
繰
り
返
し

な
さ
れ
て
き
た
。

◆
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返

さ
れ
て
き
た
中
国
崩
壊
論
は
こ
と
ご

と
く
は
ず
れ
、
中
国
経
済
は
一
〇
％

前
後
の
高
度
成
長
を
三
〇
年
に
わ
た

っ
て
続
け
て
き
た
。
今
や
そ
の
経
済

規
模
は
日
本
を
追
い
抜
き
世
界
第
二

位
と
な
り
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
は

米
国
を
抜
い
て
世
界
一
の
経
済
大
国

に
な
る
と
の
予
測
も
出
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
そ
う
し
た
予
測
は
無
条
件

の
も
の
で
は
な
く
、
中
国
経
済
の
発

展
段
階
に
応
じ
た
構
造
改
革
を
前
提

と
し
て
い
る
。

◆
最
近
の
議
論
と
し
て
は
、
中
国
経
済

は
既
に
経
済
発
展
の
過
程
で
生
産
性

の
低
い
農
業
部
門
か
ら
生
産
性
の
高

い
非
農
業
部
門
へ
の
労
働
移
動
が
進

み
、
農
業
の
余
剰
労
働
力
が
な
く
な

っ
た
段
階
、
い
わ
ゆ
る
「
ル
イ
ス
の

転
換
点
」
に
達
し
て
お
り
、
適
切
な

構
造
転
換
を
実
現
で
き
な
け
れ
ば
、

新
た
な
成
長
の
原
動
力
不
足
を
招
き
、

経
済
は
長
期
に
わ
た
っ
て
停
滞
す
る

と
い
う
「
中
所
得
の
罠
」
に
陥
っ
て

発
展
が
停
滞
し
て
し
ま
う
と
い
う
主

張
が
な
さ
れ
て
い
る
。

◆
中
国
が
ル
イ
ス
の
転
換
点
に
達
し
た

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
様
々
な
議
論

が
あ
る
が
、
事
実
と
し
て
、
中
国
に

お
い
て
賃
金
が
か
な
り
上
昇
し
て
お

り
、
ま
た
、
求
人
倍
率
も
成
長
鈍
化

の
中
で
も
高
水
準
で
推
移
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
従
来
の
よ
う
に
非
常

に
安
価
な
労
働
力
が
無
尽
蔵
に
利
用

で
き
る
状
態
で
は
な
く
な
っ
て
お
り
、

順
調
な
発
展
を
続
け
る
た
め
に
は
、

様
々
な
面
で
構
造
転
換
が
必
要
な
時

期
に
差
し
掛
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
否
定
で
き
な
い
。

◆
国
連
の
人
口
推
計
に
よ
れ
ば
、
中
国

は
二
〇
一
五
年
以
降
、
労
働
力
人
口

の
減
少
局
面
に
入
る
。
高
齢
化
の
進

展
と
相
ま
っ
て
、
人
口
ボ
ー
ナ
ス
の

局
面
か
ら
人
口
オ
ー
ナ
ス
の
局
面
に

入
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
高
い
成
長

を
続
け
る
観
点
か
ら
は
難
し
い
条
件

が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
本

年
一
月
に
発
表
さ
れ
た
中
国
の
デ
ー

タ
に
よ
れ
ば
一
五
歳
〜
五
九
歳
人
口

は
既
に
二
〇
一
二
年
に
減
少
に
転
じ

て
い
る
。

◆
中
国
経
済
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
内
訳
を
み
る
と
、

固
定
資
本
投
資
比
率
が
四
六
％
と
、

日
本
の
二
〇
％
、
米
国
の
十
五
％
に

比
べ
非
常
に
高
く
、
逆
に
家
計
消
費

比
率
は
三
五
％
と
、
米
国
の
七
〇
％
、

日
本
の
六
〇
％
に
比
べ
著
し
く
低
く

な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
中
国
の

経
済
発
展
の
持
続
可
能
性
に
対
す
る

強
い
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
る
。

◆
高
い
投
資
比
率
の
問
題
点
と
し
て
は

以
下
の
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

�
投
資
は
需
要
で
あ
る
が
、
同
時
に
供

給
を
生
み
出
す
。
高
い
投
資
比
率
は

高
い
供
給
の
伸
び
に
つ
な
が
る
。
し

た
が
っ
て
高
い
投
資
比
率
は
高
い
需

要
の
伸
び
の
下
で
、
需
要
の
伸
び
が

低
下
す
る
と
必
然
的
に
供
給
過
剰
に

な
る
。

�
世
界
金
融
危
機
後
、
輸
出
環
境
が
悪

化
し
、
総
需
要
の
成
長
率
が
低
下
す

る
中
で
中
国
政
府
は
高
い
需
要
の
伸

び
を
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
企
業
投
資
の

拡
大
に
よ
っ
て
確
保
し
て
き
た
。
こ

の
政
策
は
短
期
的
に
は
効
果
が
あ
っ

た
が
、
中
長
期
的
に
は
供
給
過
剰
を

も
た
ら
し
持
続
可
能
で
は
な
い
。

�
経
済
の
需
要
と
供
給
が
バ
ラ
ン
ス
し

た
持
続
可
能
な
姿
で
成
長
を
続
け
る

た
め
に
は
高
ま
っ
た
投
資
比
率
を
経

済
成
長
率
に
見
合
っ
た
水
準
ま
で
低

下
さ
せ
る
と
と
も
に
、
輸
出
が
か
つ

て
の
よ
う
な
高
い
伸
び
で
増
加
す
る
、

あ
る
い
は
輸
出
に
代
わ
っ
て
家
計
消

費
が
大
き
く
伸
び
る
必
要
が
あ
る
。

◆
一
九
九
〇
年
代
、
二
〇
〇
〇
年
代
を

通
じ
中
国
の
実
質
輸
出
は
年
平
均
十

八
％
強
の
伸
び
で
拡
大
し
た
。
そ
れ

に
応
じ
て
経
常
収
支
黒
字
も
拡
大
し

二
〇
〇
七
年
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
一
〇

％
に
達
し
た
。
今
後
、
米
国
と
欧
州

の
経
済
が
回
復
し
、
世
界
貿
易
が
回

復
し
た
と
し
て
も
、
三
兆
ド
ル
を
超

え
る
外
貨
準
備
を
有
し
、
輸
出
額
で

世
界
一
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
規
模
で
世
界
第
二

位
の
経
済
大
国
と
な
っ
た
中
国
は
、

世
界
貿
易
の
伸
び
を
大
き
く
上
回
る

よ
う
な
率
で
輸
出
を
伸
ば
し
、
経
常

収
支
の
大
幅
な
黒
字
を
記
録
し
続
け

る
こ
と
は
、
国
際
社
会
の
許
容
の
範

囲
を
超
え
、
結
果
と
し
て
貿
易
摩
擦

や
元
高
に
よ
り
輸
出
が
抑
え
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。

◆
潜
在
的
な
成
長
率
に
応
じ
た
適
切
な

投
資
比
率
の
下
で
、
大
幅
な
輸
出
超

過
に
頼
ら
ず
マ
ク
ロ
経
済
バ
ラ
ン
ス

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
国
内
の
消

費
増
加
に
よ
る
内
需
主
導
の
成
長
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
消
費

性
向
を
低
下
さ
せ
て
い
る
原
因
で
あ

る
大
都
市
と
農
村
間
、東
部
と
中
部
・

西
部
と
の
地
域
間
、
地
域
内
で
の
貧

富
の
格
差
、
国
営
企
業
と
私
営
企
業

間
等
の
大
幅
な
所
得
格
差
を
縮
小
で

き
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

◆
こ
う
し
た
所
得
格
差
を
縮
小
す
る
た

め
に
は
、
税
制
や
中
央
と
地
方
の
財

政
改
革
、
国
有
企
業
改
革
、
戸
籍
制

度
改
革
、
共
産
党
員
の
特
権
の
削
減
、

腐
敗
・
汚
職
の
撲
滅
等
、
既
得
権
益

と
の
戦
い
に
な
る
が
、
こ
の
克
服
は

容
易
で
は
な
い
。

◆
こ
れ
か
ら
は
二
〇
〇
〇
年
代
の
よ
う

な
輸
出
主
導
の
成
長
は
継
続
で
き
ず
、

消
費
中
心
の
内
需
主
導
型
成
長
に
転

換
で
き
な
け
れ
ば
、
中
国
は
需
要
・

供
給
の
い
ず
れ
か
の
面
で
「
中
所
得

の
罠
」
に
陥
る
可
能
性
が
高
い
。

講
演
す
る
牛
嶋
俊
一
郎
氏
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も
の
つ
く
り
大
学
と
本
会
が
共
催
し
、

埼
玉
県
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
、
埼
玉

新
聞
社
が
後
援
し
た
「
平
成
二
四
年
度

も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座
」
が

二
月
二
二
日
�
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

で
開
催
さ
れ
、
一
〇
〇
名
近
く
の
高
校

生
、
大
学
生
を
含
む
二
三
〇
名
の
方
々

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
講
座

は
、
も
の
つ
く
り
大
学
と
本
会
が
地
域

社
会
へ
の
貢
献
活
動
と
し
て
開
催
し
て

い
る
も
の
で
、
今
回
で
九
回
目
の
開
催

と
な
っ
た
。

開
講
に
あ
た
り
、
ま
ず
も
の
つ
く
り

大
学
の
石
岡
慎
太
郎
理
事
長
よ
り
主
催

者
挨
拶
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、「
日
本

人
よ
、
世
界
一
の
夢
を
追
え
―
ス
ー
パ

ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ『
京
』の
開
発
責
任
者

が
熱
く
語
る
」
と
題
し
て
、
独
立
行
政

法
人
理
化
学
研
究
所
計
算
科
学
研
究
機

構
統
括
役
（
前
富
士
通
�
フ
ェ
ロ
ー
）

井
上
愛
一
郎
氏
よ
り
講
演
が
行
わ
れ
た
。

井
上
氏
か
ら
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と

は
と
い
う
基
礎
的
な
お
話
か
ら
講
演
を

始
め
ら
れ
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

「
京
」
が
世
界
一
を
獲
得
す
る
ま
で
の

道
の
り
を
詳
細
に
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

そ
の
後
、
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

「
京
」
の
成
果
の
創
出
に
向
け
て
、「
創

薬
」「
細
胞
モ
デ
ル
か
ら
の
心
臓
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」「
全
球
雲
解
像
モ
デ

ル
に
よ
る
気
候
研
究
」「
東
日
本
大
震

災
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」「
東
海
・
東

南
海
・
南
海
連
動
地
震
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
」「
超
高
解
像
度
時
空
間
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
、「
京
」
の
拓
く

新
し
い
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
を

画
像
を
交
え
な
が
ら
お
話
を
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
最
後
に
「
京
」
の
真
価
が

問
わ
れ
る
の
は
正
に
こ
れ
か
ら
で
あ
り
、

世
界
最
高
性
能
の
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
「
京
」
と
「
京
」
が
設
置
さ
れ
て

い
る
神
戸
（
理
化
学
研
究
所
計
算
科
学

計
算
機
構
な
ど
）
に
集
う
人
材
で
世
界

一
の
成
果
を
継
続
的
に
生
み
出
し
続
け

た
い
と
の
決
意
を
表
明
、
講
演
を
終
了

し
た
。

講
演
終
了
後
、
も
の
つ
く
り
大
学
稲

永
忍
学
長
の
挨
拶
に
よ
り
本
講
座
は
盛

会
裏
に
終
了
し
た
。

◇
本
会
と
も
の
つ
く
り
大
学
と
の
関
係

本
会
で
は
、
も
の
つ
く
り
大
学
が
平

成
十
三
年
に
開
学
し
た
当
初
か
ら
支
援

を
行
っ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

受
入
企
業
の
紹
介
・
斡
旋
、
そ
し
て
会

報
に
は
同
学
の
シ
ー
ズ
を
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
を
連
載
。
ま
た
、
同
学
と
県
、

市
教
育
界
、
産
業
・
経
済
界
、
労
働
団

体
な
ど
で
組
織
し
て
い
る
埼
玉
県
地
域

連
絡
協
議
会
な
ど
へ
の
参
画
な
ど
、
産

学
官
の
連
携
強
化
と
地
域
貢
献
活
動
に

注
力
し
て
い
る
。

も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

「
日
本
人
よ
、世
界
一
の
夢
を
追
え
―
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ『
京
』の
開
発
責
任
者
が
熱
く
語
る
」
と
題
し
、

独
立
行
政
法
人
理
化
学
研
究
所
計
算
科
学
研
究
機
構
統
括

役（
前
富
士
通
�
フ
ェ
ロ
ー
）井
上
愛
一
郎
氏
が
講
演

〜
多
数
の
高
校
生
・
大
学
生
を
含
む
二
三
〇
名
が
参
加
し
開
催

〈本会とものつくり大学との共催による特別公開講座開催内容〉

テ ー マ

「夢はあきらめなければいつか必ずかなう」

「ものづくりとしての円空」

「ひとづくり ものづくり 地域づくり―
それぞれの挑戦」

「日本のものづくり」

「Suica が世界を変える―新しい社会イン
フラ創造への挑戦―」

『エジプト発掘の魅力―エジプト調査隊・
発掘レポート』

パネルディスカッション
「のぼうの城・和田竜氏に聞く」
～現代のあるべきリーダー像とは？～

「はやぶさ、そうまでして君は～生みの親
が明かすプロジェクト秘話」

講 師

三浦雄一郎氏（プロスキーヤー）

梅原猛氏（ものつくり大学総長）

第１部「講演」蜷川幸男氏（演出家）
第２部「対談」
出演者 上田清司埼玉県知事、

野村東太ものつくり大学学長

澄川喜一氏
（彫刻家・元東京藝術大学学長）

椎橋彰夫氏（東日本旅客�道�執行役員
IT･Suica 事業本部副本部長）

サイバー大学学長・早稲田大学客員教授、
工学博士、エジプト考古学者吉村作治氏

作家・和田竜氏他

JAXAシニアフェロー 川口淳一郎氏

年 度

平成１６年度

平成１７年度

平成１８年度

平成１９年度

平成２０年度

平成２１年度

平成２２年度

平成２３年度

主
催
者
挨
拶
石
岡
慎
太
郎
も
の
つ
く

り
大
学
理
事
長

講
演
す
る
井
上
愛
一
郎
氏

閉
会
挨
拶
を
す
る
稲
永
忍
も
の
つ
く

り
大
学
学
長

１００名近くの高校生・大学生を含む２３０名の参加者
があった
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埼玉スタジアム２００２予選（１月２８日）

◇参加チーム数 １６４（４９２人）
◇決勝戦進出チーム
○決勝
・ビッグマン（�いたま市）
・パパさんチーム（新座市）
○敗者復活
・ピーアールズ（�いたま市）

埼埼玉玉ククイイズズ王王決決定定戦戦のの予予選選がが各各地地でで開開催催
（決勝は３月２２日ソニックシティ・イベント広場）

所沢航空記念公園予選（２月３日）

◇参加チーム数 ９２（２７６人）
◇決勝戦進出チーム
○決勝
・ハットちゃん愛好会の一部
（神奈川県厚木市）
・やきとん（加須市）
○敗者復活
・チーム中野（熊谷市）

３択クイズ

３択クイズ

予選 エンディング

予選 エンディング

早押しクイズ

早押しクイズ

予選 スタート

予選 スタート
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長瀞町宝登山予選（２月２８日）

◇参加チーム数 ６４（１９２人）
◇決勝戦進出チーム
○決勝
・ガナッシュ（岡山県岡山市）
・チームくろちゃん（秩父市）
○敗者復活
・チーム中野（熊谷市）

ソニックシティ・子どもの部（１２月２２日）

◇参加チーム数 １１９（３５７人）

埼玉クイズ王決定戦にご協賛いただきました会員企業の皆様誠にありがとうございました

～ご協賛企業の皆様～

�どん様、�埼玉りそな銀行様、�武蔵野銀行様、�ヤオコー様、�ハイデイ日高様、�テレ

ビ埼玉様、三国コカ・コーラボトリング�様、�小山本家酒造様、ブリヂストンサイクル�様、

日本信号�様、埼玉縣信用金庫様、�井口一世様、AGS�様、�デサン様、�松本商会様、

�マスダック様、アサヒロジスティクス�様、望月印刷�様、マルキユー�様、東日本旅客�

道�大宮支社様、東京ガス�埼玉支社様、大栄不動産�様、松本米穀精麦�、�カンノ様、三

州製菓�様、�かにや様、�パレスホテルエンタープライズ様、�サイサン様、�亀屋様、�

JTB関東法人営業埼玉支店様、ウエルシア関東�様

３択クイズ

予選 エンディング早押しクイズ

予選 スタート
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第第
２２
回回
埼埼
玉玉
とと
千千
葉葉
とと
のの

合合
同同
例例
会会
開開
催催青

年
経
営
者
部
会

青
年
経
営
者
部
会
主
催
に
よ
る
平
成
二

十
五
年
新
春
特
別
講
演
会
が
、
一
月
二
十

二
日
�
午
後
、
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
来
賓
、
一
般
、
部
会

員
合
計
百
余
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

事
前
に
行
わ
れ
た
役
員
会
で
は
、
千
葉

と
の
合
同
例
会
、
三
品
和
弘
氏
講
演
の
特

別
講
演
会
、
夏
開
催
予
定
の
東
京
湾
ク
ル

ー
ズ
の
家
族
会
、
さ
ら
に
、
平
成
二
十
六

年
（
二
〇
一
四
年
）
十
一
月
十
三
日
�
・

十
四
日
�
に
埼
玉
で
開
催
す
る
全
国
大
会

等
々
に
つ
い
て
、
議
論
し
た
。

新
春
特
別
講
演
会
は
、
眞
子
岳
志
副
部

会
長
（
真
工
社
・
社
長
）
の
司
会
・
進
行

で
執
り
行
わ
れ
た
。

開
会
挨
拶
に
立
っ
た
川
本
武
彦
部
会
長

（
サ
イ
サ
ン
・
社
長
）
は
、
最
近
の
経
済

状
況
を
憂
い
な
が
ら
、
我
々
青
年
経
営
者

部
会
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
倫
理
観
を
持

ち
な
が
ら
、
時
代
に
即
応
し
た
経
営
を
心

が
け
、
社
会
に
貢
献
し
て
参
り
た
い
と
述

べ
た
。
ま
た
、
五
十
歳
未
満
の
事
業
継
承

予
定
者
を
入
会
資
格
に
加
え
て
い
る
の
で
、

是
非
と
も
多
く
の
皆
様
に
仲
間
に
加
わ
っ

て
い
た
だ
き
、
と
も
に
歩
ん
で
い
た
だ
け

れ
ば
と
挨
拶
を
結
ん
だ
。

来
賓
と
し
て
ご
出
席
い
た
だ
い
た
親
会

の
藤
池
誠
治
埼
玉
県
経
営
者
協
会
副
会
長

は
、
現
下
の
経
済
情
勢
を
分
析
さ
れ
、「
震

災
か
ら
の
復
興
需
要
の
本
格
化
に
伴
い
、

ま
た
、
超
円
高
の
是
正
や
株
高
で
、
緩
や

か
な
回
復
軌
道
に
戻
る
と
の
見
方
が
多
い

も
の
の
、
米
国
の
財
政
の
崖
の
先
行
き
に

は
、
い
ま
だ
予
断
を
許
さ
ず
、
輸
出
に
も

不
安
が
あ
る
な
ど
、
景
気
の
本
格
回
復
に

は
、
な
お
課
題
が
残
る
と
い
う
状
況
に
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
話
さ
れ
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
も
、
経
営

者
の
皆
様
は
、
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

危
機
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
い
っ
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
挨
拶
を
結
ば
れ
た
。

な
お
、
今
回
の
手
嶋
龍
一
氏
の
講
演
は
、

当
会
の
栗
原
志
功
会
計
監
事
の
ご
尽
力
に

よ
り
実
現
し
た
。

講
演
は
「
ア
ジ
ア
半
球
が
世
界
を
動
か
す

―
台
頭
す
る
中
国
と
日
米
同
盟
―
」
と
題

し
て
行
わ
れ
た
。

講
演
は
、
日
本
海
、
東
シ
ナ
海
支
配
、

さ
ら
に
、
イ
ン
ド
洋
へ
の
覇
権
拡
大
を
目

指
す
中
国
の
動
向
と
、
安
全
保
障
上
の
最

重
点
地
域
と
す
る
オ
バ
マ
政
権
の
ア
ジ

ア
・
太
平
洋
回
帰
を
テ
ー
マ
に
進
め
ら
れ
、

併
せ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
の
経
済
問
題
に
も
言

及
さ
れ
た
。

講
演
後
、
矢
部
利
人
副
部
会
長
（
丸
和

工
業
・
社
長
）
が
謝
辞
を
述
べ
、
第
一
部

は
終
了
し
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
藤
池
一
誠
副
部
会

長
（
デ
サ
ン
・
社
長
）
の
司
会
・
進
行
で

開
宴
し
た
。

初
め
に
、
部
会
の
特
別
会
員
で
あ
り
、

ま
た
、
埼
玉
県
経
営
者
協
会
副
会
長
で
も

あ
る
牛
窪
啓
詞
氏
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
い

た
。
続
い
て
、
こ
れ
ま
た
特
別
会
員
で
あ

り
、
親
会
の
副
部
会
長
で
も
あ
る
吉
野
寛

治
氏
よ
り
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
て
い
た
だ

き
、
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
、
会
は
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
懇
談
が
続
い
た
。

最
後
に
閉
会
の
挨
拶
を
増
田

学
幹
事

（
友
栄
塗
装
・
社
長
）
が
行
い
、
埼
玉
で

の
全
国
大
会
の
怠
り
な
い
準
備
と
協
力
を

願
い
、
新
春
特
別
講
演
会
は
盛
会
裏
の
内

に
お
開
き
と
な
っ
た
。

青
年
経
営
者
部
会
で
は
、
今
般
第
二
回

目
と
な
っ
た
千
葉
県
経
営
者
協
会

青
年

経
営
者
ク
ラ
ブ
と
の
合
同
例
会
を
平
成
二

十
五
年
二
月
十
八
日
�
埼
玉
県
和
光
市
の

理
化
学
研
究
所
の
視
察
と
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル

パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
で
の
懇
談
会
と
懇
親
会

の
三
部
構
成
で
行
っ
た
。

当
会
か
ら
は
、
川
本
武
彦（
サ
イ
サ
ン
・

社
長
）部
会
長
を
は
じ
め
、
矢
部
利
人（
丸

和
工
業
・
社
長
）、
藤
池
一
誠（
デ
サ
ン
・

社
長
）
の
各
副
部
会
長
、
並
び
に
、
増
田

学
（
友
栄
塗
装
・
社
長
）、
三
原
宏
治

（
日
本
自
動
車
管
理
・
社
長
）、
内
藤

岳
（
内
藤
環
境
管
理
・
常
務
）
の
各
幹
事

を
含
め
十
二
人
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
千

葉
青
年
経
営
者
ク
ラ
ブ
か
ら
は
、
椿

孝

夫
（
花
椿
・
社
長
）
代
表
幹
事
、
川
島

学
（
相
互
・
専
務
）
幹
事
を
含
め
十
三
人

が
参
加
し
、
合
計
二
十
五
名
と
な
っ
た
。

視
察
を
行
っ
た
独
立
行
政
法
人
理
化
学

研
究
所
は
、
科
学
技
術
に
関
す
る
試
験
及

び
研
究
等
の
業
務
を
総
合
的
に
行
う
こ
と

に
よ
り
、
科
学
技
術
の
水
準
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
日
本
で
唯
一
の
自

然
科
学
の
総
合
研
究
所
と
し
て
、
物
理
学
、

工
学
、
化
学
、
生
物
学
、
医
科
学
な
ど
に

及
ぶ
広
い
分
野
で
研
究
を
進
め
て
い
る
。

視
察
で
は
、
理
研
の
概
要
説
明
を
受
け

た
後
、
理
研
の
研
究
成
果
、
産
業
界
と
の

共
同
成
果
等
々
を
見
学
、
バ
ス
で
移
動
し
、

和
光
理
研
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

の
見
学
と
入
居
企
業
の
説
明
を
受
け
た
。

第
二
部
の
懇
談
会
は
会
場
を
浦
和
ロ
イ

ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
に
移
し
、
埼
玉
県

経
営
者
協
会
の
川
本
青
年
経
営
者
部
会
部

会
長
、
千
葉
県
経
営
者
協
会
椿
青
年
経
営

者
ク
ラ
ブ
部
代
表
幹
事
が
挨
拶
を
行
い
、

そ
の
後
、
全
員
の
自
己
紹
介
と
各
企
業
の

プ
レ
ゼ
ン
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

第
三
部
の
懇
親
会
で
は
、
埼
玉
の
藤
池

副
部
会
長
が
開
宴
の
挨
拶
を
行
い
、
千
葉

の
川
島
幹
事
が
来
賓
挨
拶
で
応
え
、
埼
玉

の
三
原
幹
事
が
乾
杯
の
音
頭
を
取
り
、
名

刺
交
換
等
も
行
わ
れ
、
埼
玉
と
千
葉
の
合

同
例
会
は
、
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め
、

最
後
に
埼
玉
の
内
藤
幹
事
に
よ
る
〆
の
音

頭
で
幕
を
閉
じ
、
成
功
裏
の
う
ち
に
お
開

き
と
な
っ
た
。

「「
青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会
主主
催催

新新
春春
特特
別別
講講
演演
会会
開開
催催
」」

「
外
交
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
作
家

手
嶋
龍
一
氏
の
講
演
」

挨
拶
を
す
る
椿
孝
夫
千
葉
経
協
青
年
経

営
者
ク
ラ
ブ
代
表
幹
事

講
演
す
る
手
嶋
龍
一
氏

開
会
挨
拶
を
す
る
川
本
武
彦
部
会
長

理
化
学
研
究
所
に
て

―１６―



中部地区
協 議 会

「「
経経
営営
労労
働働
政政
策策
委委
員員
会会
報報
告告
」」
のの
解解
説説
とと

「「
改改
正正
労労
働働
法法
のの
実実
務務
対対
応応
とと
留留
意意
点点
」」
にに

つつ
いい
てて
講講
演演

――
中中
部部
地地
区区
協協
議議
会会
開開
催催
――

南部地区
協 議 会

南南
部部
地地
区区
協協
議議
会会
がが
「「
春春
季季
労労
使使
交交
渉渉
・・
協協
議議

にに
臨臨
むむ
経経
営営
側側
のの
基基
本本
姿姿
勢勢
」」
とと
「「
働働
きき
がが
いい

のの
ああ
るる
組組
織織
づづ
くく
りり
〜〜
夢夢
のの
失失
わわ
れれ
たた
会会
社社
かか

らら
のの
脱脱
却却
」」
のの
二二
講講
演演
をを
開開
催催

中
部
地
区
協
議
会
を
二
月
五
日
�
、

一
時
三
〇
分
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
三
六

名
が
参
加
し
た
。

会
は
、
宮
澤
政
信
本
会
副
会
長
・
中

部
地
区
協
議
会
議
長
（
マ
ル
キ
ユ
ー
�

代
表
取
締
役
社
長
）
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

事
務
局
報
告
に
続
い
て
、
経
団
連
事
業

サ
ー
ビ
ス
人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー
の
平
田

武
参
事
が
「
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
に

臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
」
と
題
し
て
、

「
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
」
の
解

説
を
中
心
に
講
演
し
た
。

二
〇
一
三
年
版
経
労
委
報
告
は
、「
活

力
あ
る
未
来
に
向
け
て
〜
労
使
一
体
と

な
っ
て
危
機
に
立
ち
向
か
う
〜
」
を
副

題
に
、
米
倉
弘
昌
日
本
経
団
連
会
長
に

よ
る
序
文
、
報
告
書
の
概
要
、
第
一
章

〜
第
三
章
の
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
平

田
氏
は
そ
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
解
説

し
た
。
特
に
重
要
と
な
る
第
三
章
「
今

次
労
使
交
渉
・
協
議
に
対
す
る
経
営
側

の
基
本
姿
勢
」
の
解
説
で
は
、

・
今
次
春
季
労
使
交
渉
・
協
議
で
は
、

企
業
の
存
続
と
従
業
員
の
雇
用
の
維

持
・
安
定
を
最
優
先
す
る
議
論
が
中

心
と
な
る
。

・
賃
金
交
渉
に
お
い
て
は
、
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
を
実
施
す
る
余
地
は
無
く
、賃
金

カ
ー
ブ
の
維
持
、あ
る
い
は
定
期
昇
給

の
取
り
扱
い
が
主
要
な
論
点
と
な
る
。

・
短
期
的
か
つ
一
時
的
な
企
業
業
績
の

変
動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
賞
与
・

一
時
金
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
一
層

徹
底
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

な
ど
を
強
調
し
、
さ
ら
に
定
期
昇
給

制
度
の
実
態
と
影
響
に
つ
い
て
「
従
業

員
の
労
務
構
成
の
変
化
に
よ
り
、
従
来

の
定
期
昇
給
原
資
内
転
論
は
崩
れ
て
き

て
い
る
。
賃
金
制
度
な
ど
を
不
変
と
す

れ
ば
、
定
期
昇
給
の
実
施
に
よ
っ
て
自

動
的
に
賃
金
総
額
は
増
加
す
る
」
と
説

明
し
た
。

協
議
会
二
本
目
の
講
演
と
し
て
、
�

井
・
岡
芹
法
律
事
務
所
の
岡
芹
健
夫
所

長
弁
護
士
が
「
改
正
労
働
法
―
労
働
契

約
法
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
、
労
働

者
派
遣
法
へ
の
実
務
対
応
と
留
意
点
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。
岡
芹
弁
護
士
は

各
労
働
法
令
の
改
正
の
背
景
お
よ
び
ポ

イ
ン
ト
、
改
正
前
後
の
条
文
対
比
、
通

達
内
容
の
抜
粋
ポ
イ
ン
ト
、
関
係
判
例
、

実
務
上
の
影
響
と
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
解
説
し
た
。

労
働
者
派
遣
法
は
昨
年
の
十
月
か
ら

施
行
さ
れ
て
い
る
が
、
労
働
契
約
法
お

よ
び
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
は
四
月
一

日
の
施
行
に
向
け
就
業
規
則
や
労
働
協

約
な
ど
の
変
更
を
伴
う
た
め
、
参
加
者

の
関
心
は
高
く
、
真
剣
に
聴
講
す
る
姿

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

南
部
地
区
協
議
会
が
二
月
六
日
�
午

後
、
川
口
市
の
川
口
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
（
リ
リ
ア
十
二
階
特
別
議
室
）
に
て

二
十
九
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

始
め
に
、
牛
窪
啓
詞
南
部
地
区
議
長

（
�
愛
工
舎
製
作
所
・
社
長
、
当
会
副

会
長
）
は
挨
拶
で
日
本
経
済
の
現
状
を

分
析
さ
れ
た
後
、「
こ
の
会
で
経
営
側

と
し
て
、
春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
姿
勢

を
し
っ
か
り
確
認
し
て
欲
し
い
」
と
述

べ
ら
れ
た
。

続
い
て
講
演
に
移
り
「
春
季
労
使
交

渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿

勢
」
と
題
し
、
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス

人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー

参
事

平
田

武
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

（
講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は
中
部
地
区
協
議

会
参
照
）

講
演
の
第
二
部
は
、「
働
き
が
い
の

あ
る
組
織
づ
く
り
〜
夢
の
失
わ
れ
た
会

社
か
ら
の
脱
却
」
と
題
し
、
法
政
大
学

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
部
、
法
政
大
学

大
学
院
経
営
学
研
究
科

准
教
授

木

村
琢
磨
氏
が
講
演
を
行
っ
た
。

講
演
で
は
、
働
き
が
い
と
は
何
か
を

分
析
さ
れ
、「
満
足
度
」、「
コ
ミ
ッ
ト

メ
ン
ト
」、「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」、「
エ

会
場
の
様
子

岡
芹
健
夫
�
井
・
岡
芹
法
律
事
務
所
所

長
弁
護
士

宮
澤
政
信
中
部
地
区
協
議
会
議
長
（
本

会
副
会
長
、
マ
ル
キ
ュ
ー
�
代
表
取
締

役
社
長
）

平
田
武
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
人
事
賃

金
セ
ン
タ
ー
参
事

挨
拶
す
る
牛
窪
啓
詞
南
部
地
区
協
議
会

議
長

講
演
す
る
木
村
琢
磨
准
教
授
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北部地区
協 議 会

「「
春春
季季
労労
使使
交交
渉渉
・・
協協
議議
にに
臨臨
むむ
経経
営営
側側
のの
基基
本本

姿姿
勢勢
」」
のの
講講
演演
とと
エエ
ココ
ノノ
ミミ
スス
トト
にに
よよ
るる
経経
済済

講講
演演
をを
実実
施施

――
北北
部部
地地
区区
協協
議議
会会
開開
催催
――

西 部 地 区
協 議 会

西西
部部
地地
区区
協協
議議
会会
がが
「「
春春
季季
労労
使使
交交
渉渉
・・
協協
議議

にに
臨臨
むむ
経経
営営
側側
のの
基基
本本
姿姿
勢勢
」」
とと
「「
改改
正正
労労
働働

法法
――
労労
働働
契契
約約
法法
、、
高高
年年
齢齢
者者
雇雇
用用
安安
定定
法法
、、

労労
働働
者者
派派
遣遣
法法
へへ
のの
実実
務務
対対
応応
とと
留留
意意
点点
」」
のの

二二
講講
演演
でで
開開
催催

ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
で
あ
る
と
し
、
そ

の
働
き
が
い
の
要
素
と
し
て
は
、
夢
や

目
標
や
楽
し
さ
等
の
内
的
要
因
と
、
公

正
さ
や
資
源
等
の
外
的
要
因
と
に
分
類

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
外
的
要
因
は
、
報

酬
分
配
（
額
）
の
適
正
さ
、
意
思
決
定

プ
ロ
セ
ス
の
公
正
さ
、
敬
意
や
尊
厳
を

伴
っ
た
関
わ
り
合
い
で
あ
り
、
内
的
要

因
の
有
意
味
な
仕
事
と
は
、
与
え
ら
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
で
作
り
出
す

も
の
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。
ま
た
、
今

後
は
、
本
業
で
の
利
益
創
出
・
成
長
を

通
じ
た
社
会
貢
献
が
重
要
と
し
た
。

最
後
に
、
自
分
の
開
発
と
実
現
、
他

者
と
の
結
束
、
組
織
・
社
会
へ
の
貢
献
、

自
己
の
表
現
、
が
有
意
味
な
仕
事
で
あ

り
、組
織
的
公
正
と
職
務
資
源
が
、働
き

が
い
を
創
造
す
る
と
講
演
を
結
ば
れ
た
。

北
部
地
区
協
議
会
を
二
月
十
二
日
�
、

一
時
三
〇
分
よ
り
熊
谷
駅
直
結
テ
ィ
ア

ラ
二
一
・
四
階
に
あ
る
熊
谷
男
女
共
同

参
画
推
進
セ
ン
タ
ー（
ハ
ー
ト
ピ
ア
）の

会
議
室
で
開
催
し
、二
〇
名
が
参
加
し
た
。

会
は
、
橋
元
健
本
会
副
会
長
・
北
部

地
区
協
議
会
議
長
（
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
�

専
務
取
締
役
）が
開
会
挨
拶
、事
務
局
報

告
に
続
い
て
、
日
本
経
団
連
労
働
政
策

本
部
の
間
利
子
晃
一
氏
が
「
春
季
労
使

協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本
姿
勢
」
を

テ
ー
マ
に
「
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報

告
」
の
解
説
を
中
心
に
講
演
を
行
っ
た
。

間
利
子
氏
は
冒
頭
「
新
政
権
が
発
足

し
、
経
済
に
若
干
明
る
い
兆
し
も
見
え

る
が
、
足
元
を
み
る
と
企
業
に
よ
り
ば

ら
つ
き
が
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状

況
は
続
い
て
い
る
」
と
最
近
の
経
済
情

勢
に
触
れ
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て
「
企

業
の
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
観
点
か

ら
、
法
人
実
効
税
率
の
引
き
下
げ
と
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
早
期
参
加
が
必
要
」
と

主
張
し
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
三
年
版

経
労
委
報
告
の
概
要
説
明
を
行
っ
た
。

「
経
労
委
報
告
」
は
序
文
、
概
要
、
第

一
章
〜
第
三
章
の
構
成
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。

第
三
章
「
今
次
労
使
交
渉
・
協
議
に

対
す
る
経
営
側
の
基
本
姿
勢
」
の
解
説

で
は
、

・
賃
金
交
渉
に
お
い
て
は
、
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
を
実
施
す
る
余
地
は
な
く
、
賃

金
カ
ー
ブ
の
維
持
、
あ
る
い
は
定
期

昇
給
の
取
り
扱
い
が
主
要
な
論
点
と

な
る
。

・
海
外
企
業
と
の
競
争
は
激
化
す
る
一

方
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
高
い
競
争
力

を
誇
っ
て
き
た
企
業
で
す
ら
苦
戦
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
時
代

の
変
化
を
企
業
労
使
は
し
っ
か
り
と

認
識
・
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
短
期
的
か
つ
一
時
的
な
企
業
業
績
の

変
動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
賞
与
・

一
時
金
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
一
層

徹
底
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

な
ど
を
強
調
し
た
。

講
演
の
二
本
目
と
し
て
、
景
気
ウ
ォ

ッ
チ
ャ
ー
調
査
分
析
の
第
一
人
者
で
エ

コ
ノ
ミ
ス
ト
の
野
田
聖
二
氏
が
「
ど
う

な
る
今
後
の
景
気
の
行
方
、
消
費
増
税

の
影
響
は
？
〜
『
街
角
景
気
』
に
ビ
ジ

ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
を
探
す
〜
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
経
済
講
演
を
行
っ
た
。
野
田
氏

は
国
内
景
気
と
米
国
、
中
国
、
ド
イ
ツ

な
ど
の
海
外
景
気
の
動
向
を
様
々
な
指

標
と
グ
ラ
フ
を
元
に
説
明
、「
世
界
的

に
二
〇
一
三
年
は
回
復
基
調
へ
の
動
き

が
続
き
、
円
ド
ル
レ
ー
ト
に
関
し
て
は

今
年
か
ら
来
年
に
か
け
て
円
安
基
調
が

続
き
、
一
〇
〇
円
／
ド
ル
程
度
ま
で
行

く
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
し
、
ま
た
、

消
費
増
税
の
影
響
に
つ
い
て
は
「
駆
け

込
み
需
要
と
そ
の
反
動
か
ら
、
中
期
的

に
み
れ
ば
景
気
に
は
中
立
に
な
る
の
で

は
な
い
か
」
と
推
測
し
た
。
そ
の
後
、

デ
フ
レ
と
円
高
、
少
子
高
齢
化
（
人
口

減
少
）
の
経
済
へ
の
影
響
、
金
融
緩
和

に
よ
る
悪
循
環
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
日

本
経
済
復
活
の
可
能
性
な
ど
に
つ
い
て

持
論
を
展
開
、「
企
業
再
生
の
カ
ギ
は

�
人
�
に
あ
り
、
情
熱
や
志
な
ど
の
心

の
再
生
�
意
識
変
革
に
よ
り
新
た
な
経

営
が
生
ま
れ
る
」
と
ま
と
め
た
。

西
部
地
区
協
議
会
が
二
月
二
十
六
日

�
午
後
、
川
越
市
の
丸
広
百
貨
店
（
九

階
・
八
階
の
バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム
）
に

て
二
十
五
名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
た
。

始
め
に
、
織
田
秀
明
西
部
地
区
議
長

（
ボ
ッ
シ
ュ
�
・
会
長
、当
会
副
会
長
）

は
挨
拶
で
日
本
経
済
の
現
状
を
分
析
さ

れ
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
株
高
、
円
安

に
な
っ
て
い
る
が
、
イ
タ
リ
ア
の
総
選

挙
の
結
果
で
、
本
日
の
株
も
為
替
も
非

常
に
不
安
定
で
あ
る
。
目
先
の
こ
と
に

と
ら
わ
れ
ず
、
変
化
が
激
し
い
時
代
、

日
本
経
団
連
労
働
政
策
本
部
間
利
子
晃
一
氏

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
野
田
聖
二
氏

橋
元
健
北
部
地
区
協
議
会
議
長（
本
会
副

会
長
、
キ
ヤ
ノ
ン
電
子
�
専
務
取
締
役
）

挨
拶
す
る
織
田
秀
明
西
部
地
区
協
議
会

議
長

―１８―
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中中
堅堅
リリ
ーー
ダダ
ーー
研研
修修

「
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
リ
ー
ダ

ー
の
ル
ー
ル
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

情
報
を
素
早
く
掴
み
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な

視
点
の
中
で
、
企
業
の
戦
略
を
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
し
、
ま
た
、
さ
ら

に
、
こ
の
会
で
経
営
側
と
し
て
、
春
季

労
使
交
渉
に
臨
む
姿
勢
を
し
っ
か
り
確

認
し
て
欲
し
い
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
事
務
局
報
告
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
、第
一
部
の
講
演
に
移
り「
春
季
労

使
交
渉
・
協
議
に
臨
む
経
営
側
の
基
本

姿
勢
」
と
題
し
て
経
団
連
事
業
サ
ー
ビ

ス
の
人
事
賃
金
セ
ン
タ
ー
参
事

平
田

武

氏
が
講
演
を
行
っ
た
。（
講
演
の
ポ

イ
ン
ト
は
中
部
地
区
協
議
会
参
照
）

休
憩
後
、「
改
正
労
働
法
ー
労
働
契

約
法
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
、
労
働

者
派
遣
法
へ
の
実
務
対
応
と
留
意
点
」

と
題
し
、
高
井
・
岡
芹
法
律
事
務
所
所

長
弁
護
士

岡
芹

建
夫

氏
の
講
演

が
行
わ
れ
た
。（
講
演
の
ポ
イ
ン
ト
は

中
部
地
区
協
議
会
参
照
）

そ
の
後
、
八
階
の
バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー

ム
に
会
場
を
移
し
、
交
流
会
が
開
催
さ

れ
た
。
最
初
に
、
武
州
産
業
�
の
取
締

役
社
長
の
高
橋
洋
三
氏
に
よ
り
、
乾
杯

と
挨
拶
が
行
わ
れ
、
打
ち
解
け
た
雰
囲

気
の
中
、
各
社
の
交
流
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
、
入
間
川
ゴ
ム
�
の
専
務
取

締
役
の
細
井
達
男
氏
に
よ
り
中
締
め
と

挨
拶
が
行
わ
れ
、
和
気
藹
々
の
う
ち
西

部
地
区
協
議
会
は
閉
会
し
た
。

今
年
度
で
二
回
目
と
な
る
中
堅
リ
ー

ダ
ー
研
修
を
二
月
二
十
七
日
�
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
九
〇
一
研
修
室
に
お
い
て
終

日
で
開
催
し
、
一
五
名
が
参
加
し
た
。

講
師
は
、
中
小
企
業
大
学
校
の
講
師

を
は
じ
め
、
全
国
で
リ
ー
ダ
ー
育
成
に

関
す
る
講
演
・
セ
ミ
ナ
ー
で
実
績
が
あ

り
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
も
あ
る

安
田
芳
樹
�
Ｍ
Ｅ
Ｌ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

代
表
取
締
役
会
長
。

こ
の
研
修
は
、
�
次
の
ス
テ
ッ
プ
を

目
指
す
リ
ー
ダ
ー
が
マ
ス
タ
ー
す
べ
き

こ
と
。
�
結
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
る

リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
理
解
す
る
。
こ
と

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
参
加
者
が
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
に
よ
り
様
々
な
課
題
に
つ

い
て
討
議
、
発
表
形
式
で
進
め
て
い
く
。

普
段
は
あ
ま
り
接
す
る
こ
と
の
な
い
他

社
の
方
と
の
異
業
種
交
流
と
い
う
意
味

合
い
も
持
た
せ
て
い
る
。

研
修
の
主
な
内
容
は
、

一
、
結
果
を
出
す「
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
」

を
確
認
す
る
〜
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら

れ
る
三
つ
の
役
割

二
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
〜
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
組
織
の
血
流

三
、
つ
い
て
い
き
た
い
リ
ー
ダ
ー
に
な

る
た
め
の
ス
キ
ル
〜
リ
ー
ダ
ー
と
は

周
囲
に
影
響
を
及
ぼ
す
人

四
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
の
勘

ど
こ
ろ
〜
人
材
育
成
は
リ
ー
ダ
ー
の

大
切
な
仕
事

五
、
コ
ー
チ
ン
グ
で
部
下
・
後
輩
を
育

て
る
〜
人
が
育
つ
会
社
が
や
っ
て
い

る
こ
と

六
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
（
部
下
力
）

を
鍛
え
る
〜
上
司
の
よ
き
パ
ー
ト
ナ

ー
と
な
る

な
ど
で
、
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
の
講
義
で

は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
に
も
触
れ
、

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
原
語
は
元
々
ラ
テ

ン
語
で
、
活
か
す
・
活
か
し
き
る
と
い

う
意
味
。
組
織
や
職
場
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
、投
下
し
た
経
営
資
源（
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
・
情
報
・
技
術
・
時

間
）
を
最
大
限
に
活
か
し
き
る
こ
と
が

大
切
で
、
そ
の
た
め
に
は
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
取
る
べ
き
行
動
は
何
か
を
日
常
か

ら
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
指
針
を

示
し
た
。

午
前
中
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
実

習
で
は
、
話
し
手
と
聴
き
手
の
二
人
ペ

ア
に
な
り
、「
無
視
、
無
反
応
な
聞
き

方
」、「
積
極
的
傾
聴
」
の
ギ
ャ
ッ
プ
に

よ
る
話
し
手
の
感
情
を
体
験
し
、
そ
の

後
、
ノ
ン
バ
ー
バ
ル（
非
言
語
）コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
可
能
性
を
引
き
出
す

質
問
の
ス
キ
ル
な
ど
に
つ
い
て
も
グ
ル

ー
プ
討
議
な
ど
を
交
え
な
が
ら
学
ん
だ
。

午
後
は
今
回
か
ら
研
修
内
容
と
し
て

加
え
た
「
コ
ー
チ
ン
グ
」。
コ
ー
チ
ン

グ
の
理
論
や
必
要
性
を
学
び
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
に
よ
り
そ
れ
を
実
践
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
上
司
と
部
下

に
よ
る
身
近
な
会
話
例
の
問
題
点
と
不

適
切
な
対
応
を
事
例
と
し
て
、
好
ま
し

い
会
話
（
指
導
）
の
あ
り
方
を
話
し
合

い
発
表
し
た
。

コ
ー
チ
ン
グ
の
精
神
部
分
の
三
要
素

と
し
て
は
、「
信
」「
認
」「
任
」。「
人
間

の
無
限
の
可
能
性
を
信
じ
、
一
人
ひ
と

り
の
多
様
な
持
ち
味
と
成
長
を
認
め
、

適
材
適
所
の
業
務
・
目
標
を
任
せ
る
」

と
の
講
師
の
講
義
を
通
じ
、
話
し
方
や

聴
き
方
、答
え
の
引
き
出
し
方
、相
手
と

の
ペ
ー
ス
の
合
わ
せ
方
な
ど
も
学
ん
だ
。

最
後
に
、「
デ
キ
ル
人
の
特
徴
は
長

期
に
わ
た
っ
て
業
績
を
あ
げ
続
け
る
こ

と
で
、
成
果
を
あ
げ
て
い
る
人
と
あ
げ

て
い
な
い
人
の
違
い
は
、
い
く
つ
か
の

習
慣
的
な
取
組
姿
勢
と
基
本
的
方
法
を

身
に
つ
け
て
い
る
か
ど
う
か
の
問
題
。

ぜ
ひ
、
良
い
事
は
習
慣
化
し
て
あ
き
ら

め
ず
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
ま

と
め
た
。

〔
中
堅
リ
ー
ダ
ー
研
修
ご
参
加
企
業
〕

（
企
業
名
五
十
音
順
）

�
か
に
や
、
�
木
島
陸
運
、
ク
ノ
ー
ル

フ
レ
ム
ゼ
商
用
車
シ
ス
テ
ム
ジ
ャ
パ
ン

�
、
�
サ
イ
ホ
ー
、
�
富
田
商
店
、
ブ

リ
ヂ
ス
ト
ン
Ｂ
Ｒ
Ｍ
�
、
�
ビ
ー
ジ
ー

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
前
澤
化
成
工
業

�
、
�
和
幸
製
作
所

和
気
藹
々
の
交
流
会

安
田
芳
樹
講
師

―１９―
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経
団
連
事
業
サ
ー
ビ
ス
が
主
催
し
た

「
第
一
一
六
回
経
団
連
労
使
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
一
月
二
八
日
、
二
九
日
の
両
日
、

大
手
町
の
経
団
連
会
館
で
開
催
さ
れ
、

企
業
経
営
者
や
人
事
・
労
務
担
当
者
ら

約
二
六
〇
人
が
参
加
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
全
国
各
地
か

ら
企
業
経
営
者
や
人
事
労
務
担
当
者
が

一
堂
に
会
し
、
春
季
労
使
交
渉
・
協
議

に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
勉
強
す
る
場

と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回

は
「
企
業
を
挙
げ
て
危
機
を
克
服
す

る
」を
総
合
テ
ー
マ
に
、
賃
金
、
賞
与
・

一
時
金
の
あ
り
方
や
、
企
業
の
国
際
競

争
力
強
化
策
な
ど
に
つ
い
て
労
使
で
十

分
に
議
論
し
て
い
く
必
要
性
な
ど
を
解

説
し
、
国
際
競
争
に
打
ち
勝
つ
た
め
の

経
営
戦
略
や
人
材
戦
略
、
春
季
労
使
交

渉
に
向
け
て
の
課
題
・
対
応
策
を
探
っ

た
。フ

ォ
ー
ラ
ム
は
冒
頭
、
米
倉
弘
昌
日

本
経
団
連
会
長
が
基
調
講
演
を
行
い
、

米
倉
会
長
は
、
新
た
な
投
資
と
雇
用
の

創
出
を
喚
起
す
る
こ
と
で
、
経
済
の
活

性
化
、
デ
フ
レ
か
ら
の
早
期
脱
却
の
必

要
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
積
極
的

か
つ
戦
略
的
に
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
に
取
り
組
む
と
し
た
。
ま
た
、
政
府

の
金
融
経
済
政
策
に
つ
い
て
は
、
期
待

し
、
評
価
す
る
と
述
べ
、
課
題
と
し
て

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
は
一
刻
も
早
い
参
加
が

必
要
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
が

世
界
に
誇
る
技
術
力
と
人
材
力
を
活
か

し
、
技
術
革
新
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

進
め
、
産
官
学
連
携
に
よ
る
革
新
的
技

術
の
創
生
が
重
要
で
あ
る
と
強
調
し
た
。

今
次
労
使
交
渉
・
協
議
に
お
い
て
は
、

企
業
の
持
続
的
な
成
長
と
発
展
を
労
使

共
通
の
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
中
長

期
的
な
視
点
に
立
っ
て
建
設
的
な
議
論

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
期
待
を
示
し
た
。

続
い
て
三
菱
総
合
研
究
所
政
策
・
経

済
研
究
セ
ン
タ
ー
主
席
研
究
員
の
武
田

洋
子
氏
が
「
二
〇
一
三
年
・
日
本
経
済

の
行
方
」
と
題
し
て
講
演
。
日
本
経
済

は
二
％
程
度
の
成
長
を
実
現
す
る
も
の

の
、
�
中
国
経
済
�
欧
州
債
務
危
機
�

米
国
財
政
運
営
―
の
三
つ
の
リ
ス
ク
要

因
に
よ
り
影
響
を
受
け
る
可
能
性
を
指

摘
。
日
本
の
五
つ
の
強
み
、
�
世
界
の

フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
�
ハ
ー
ド
＆
ソ
フ

ト
の
強
み
�
金
融
の
潜
在
力
�
ヒ
ュ
ー

マ
ン
ウ
ェ
ア
（
現
場
力
と
適
応
力
）
�

女
性
力
を
活
か
し
て
、
十
三
年
は
新
た

な
活
路
を
拓
く
年
に
す
る
こ
と
を
強
調

し
た
。

午
後
か
ら
は
、
日
本
経
団
連
常
務
理

事
の
川
本
裕
康
氏
が
「
二
〇
一
三
年
版

経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告
」
の
ポ
イ

ン
ト
解
説
を
行
っ
た
。

続
い
て
、「
生
き
残
り
に
向
け
た
企

業
競
争
戦
略
」
を
テ
ー
マ
に
日
本
郵
船

の
宮
原
耕
治
会
長
、
味
の
素
の
山
口
範

雄
会
長
、
学
習
院
大
学
経
済
学
部
の
淺

羽
茂
教
授
に
よ
り
行
わ
れ
た
鼎
談
で
は
、

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
を
回
復
し
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
進
め
る
た
め
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
変
化
や
転
換
が
必
要
。
そ
の
ヒ

ン
ト
（
先
端
ニ
ー
ズ
）
は
新
興
国
市
場

に
あ
る
」
と
の
考
え
が
示
さ
れ
た
。

一
日
目
の
最
後
に
は
、
連
合
の
古
賀

伸
明
会
長
が
「
い
ま
労
働
組
合
に
求
め

ら
れ
る
も
の
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
。「
働

く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の
実

現
の
た
め
、
人
財
の
活
用
に
よ
る
付
加

価
値
の
増
大
と
成
果
の
適
正
な
分
配
を

通
じ
て
成
長
を
図
る
好
循
環
へ
つ
な
げ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
を
示
し

た
。二

日
目
は
ま
ず
、
企
業
の
労
務
担
当

役
員
と
産
別
労
組
リ
ー
ダ
ー
が
「
今
次

春
季
労
使
交
渉
に
臨
む
方
針
」
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。

宮
�
直
樹
・
ト
ヨ
タ
自
動
車
常
務

役
員
、
御
手
洗
尚
樹
・
日
立
製
作

所
人
財
統
括
本
部
長
兼
総
務
本
部

長
執
行
役
常
務
、
杉
江
俊
彦
・
三

越
伊
勢
丹
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
取

締
役
常
務
執
行
役
員
経
営
戦
略
本

部
長
の
三
氏
は
、
環
境
変
化
を
踏

ま
え
労
使
の
対
話
に
よ
っ
て
課
題

を
解
決
し
て
い
き
た
い
と
説
明
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
の
育
成
や
六
十

歳
以
降
の
生
き
方
・
働
き
方
、
職

種
に
よ
る
働
き
方
の
変
革
な
ど
を

紹
介
し
た
。
一
方
、
産
別
労
組
リ

ー
ダ
ー
に
よ
る
講
演
で
は
相
原
康

伸
・
自
動
車
総
連
会
長
、
有
野
正

治
・
電
機
連
合
中
央
執
行
委
員
長
、

逢
見
直
人
・
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
会
長
の
三

氏
が
講
演
。
デ
フ
レ
脱
却
に
は
将
来
不

安
の
解
消
が
重
要
と
指
摘
し
た
う
え
で
、

人
材
育
成
へ
の
投
資
や
非
正
規
労
働
者

の
処
遇
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
協
議
し

た
い
と
述
べ
た
。

続
い
て
「
変
革
を
実
現
す
る
ミ
ド
ル

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
育
成
と
活
用
」
を
テ

ー
マ
に
、
大
野
和
人
・
キ
ヤ
ノ
ン
執
行

役
員
人
事
本
部
長
、
連
城
明
彦
・
ア
ス

テ
ラ
ス
総
合
教
育
研
究
所
社
長
を
パ
ネ

リ
ス
ト
に
、
守
島
基
博
・
一
橋
大
学
大

学
院
商
学
研
究
科
教
授
の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
も
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
が
行
わ
れ
、
各
社
の
事
例
を
参
考

に
、
目
指
す
べ
き
方
向
性
や
課
題
に
つ

い
て
討
議
し
、
ミ
ド
ル
の
問
題
は
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
問
題
。
部
下
に
対
し
、
�

任
せ
る
�
ア
ナ
ロ
グ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
�
期
待
感
を
伝
え
る
な

ど
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
に
立
ち
返
る

こ
と
も
重
要
と
ま
と
め
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
最
後
に
、
政
策
研
究

大
学
院
大
学
教
授
・
国
際
大
学
学
長
の

北
岡
伸
一
氏
が
「
現
下
の
国
際
情
勢
と

わ
が
国
の
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
特
別
講

演
を
行
い
、
第
二
次
安
倍
内
閣
へ
の
期

待
や
懸
念
、
安
保
・
外
交
政
策
の
指
針
、

ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
特
長
・
関
わ
り
方
、

日
韓
、
日
中
の
歴
史
解
説
な
ど
を
行
い
、

世
界
情
勢
が
変
化
す
る
な
か
、
日
本
が

と
る
べ
き
方
策
を
示
し
た
。

経
団
連
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

「「
企企
業業
をを
挙挙
げげ
てて
危危
機機
をを
克克
服服
すす
るる
〜〜

競競
争争
にに
勝勝
ちち
、、成成
長長
をを
続続
けけ
るる
たた
めめ
にに
」」

労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム
全
景

基
調
講
演
す
る

米
倉
弘
昌
日
本
経
団
連
会
長

―２０―
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�調査対象 ……………………………６０１社
有効回答数 ………………………１７８社
回収率……………………………２９．６％

�業種内訳 �内製造業………………８８社
�内非製造業……………９０社

�資本金別
�５０００万円以下………………………６８社
�５０００万円超～１億円以下…………５３社
�１億円超～３億円以下……………１９社
�３億円超……………………………３８社

�－１．経営動向（売上高）

�１２／１０－１２月期の売上高DI の実績は、１２／７－９月期調
査比で、製造業は悪化する一方、非製造業は改善となって
いる。
�１３／１－３月期の見通しについては、製造業では引き続き
悪化、非製造業もプラス水準ながら、１０－１２月期に比べ悪
化している。
�その後の４－６月期は、国内景気回復への期待感か、製造
業は大幅に改善し、増収とする企業の方が多くなっている。

見 通 し

１３／４－６

＋５

＋２

＋８

１３／１－３

（－７）
－３
（－２４）
－１８
（＋１４）
＋１１

実 績

１２／１０－１２

（＋４）
＋８
（－１３）
－５
（＋２５）
＋２０

１２／７－９

＋６

＋７

＋６

１．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

企業経営動向調査（１３年１月実施）調査結果
調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果

�最近のDI は改善傾向を示すものの、
依然「下降」とする企業の方が多い。
�先行きのDI は円高修正、株価上昇、
大型経済対策の実施等により大幅改善
し、DI は製造業＋３１、非製造業＋４０
となった。る。

１３年１月調査

－１７

－２８

－６

＋３５

＋３１

＋４０

１２年１０調査

－３３

－５０

－１１

－３７

－４８

－２３

１．国内景気DI（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�．景況判断

�業界景気の最近のDI も、改善傾向だ
が、依然「下降」とする企業の方が
多い。

�先行きのDI は、製造業、非製造業と
も大幅に改善し、「上昇」と見る企業
の方が多くなり、先行きの生産や消
費への回復期待から業界景気の改善
期待が強くなっている。

１３年１月調査

－２７

－３９

－１６

＋７

＋８

＋６

１２年１０月調査

－４１

－５４

－２３

－３８

－５０

－２３

２．業界の景気DI（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�自社の業況DI については、製造業、
非製造業とも改善となっている。

�先行きについては、前回調査からも最
近のDI からも大幅に改善し、景気全
体への回復期待と同様に改善の見方
をする企業が多くなっている。

１３年１月調査

－１２

－２６

＋２

＋１６

＋１４

＋１９

１２年１０月調査

－２５

－３５

－１１

－１９

－２６

－９

３．自社の業況DI（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

（注）１２／１０－１２月期、１３／１－３月期の上段の（ ）内の数値は１２年１０月調査時の見通し

�１２／１０－１２月期の経常利益DI は、７－９月期の対前期比
で製造業は小幅ながら改善、非製造業は大きく改善してい
る。
�１３／１－３月期の見通しは、製造業は悪化し、非製造業は
ほぼ横ばいを見通しているが、前回調査時の見通しを上回
る傾向となっている。
�１３／４－６月期については製造業は改善するものの、非製
造業は悪化する見通しとなっている。

見 通 し

１３／４－６

－１

－８

＋６

１３／１－３

（－１１）
－４
（－２０）
－２３

（±０）
＋１４

実 績

１２／１０－１２

（－２）
＋３
（－７）
－６
（＋３）
＋１２

１２／７－９

－１０

－１１

－８

２．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

―２１―



�．その他

�製品の在庫水準DI については、
過大とする企業が多く、最近も先
行きもその水準は「ほぼ横ばい」
で推移している。

�設備DI についても、過剰とする
企業が多く、最近、先行きともに
前回調査からその水準は「ほぼ横
ばい」で推移している。

�最近の雇用人員DI は、製造業は
過剰傾向のままほぼ横ばい、非製
造業は不足傾向が続くも不足感は
弱まっている。
�先行きについては、製造業は過剰
とする企業が多くその水準は横ば
い、非製造業は不足感が強まる見
通しとなっている。

�資金繰りDI は、製造業、非製造
業とも「楽」と答える企業の方が
多いものの、その水準は悪化して
いる。
�先行きのDI では、製造業は「厳
しい」と回答する企業が「楽」と
する企業を逆転し繁忙感が高まる
との見通しとなっている。

�販売価格DI については、製造業、
非製造業ともに「下落」とする企
業が多く、その水準は最近、先行
きともに前期比でほぼ横ばいで推
移する見通しとなっている。

�最近の仕入価格DI は、製造業、
非製造業ともに「上昇する」とみ
る企業が多く、その水準は概ね横
ばいで推移する。
�先行きのDI では、円安進行によ
る輸入物価上昇やエネルギー価格
上昇等の影響により、製造業、非
製造業とも上昇する見通しとなっ
ている。

１３年１月調査

＋１５

＋１８

＋１２

＋５

＋９

±０

１３年１月調査

＋１２

＋１９

＋５

＋８

＋１３

＋３

１３年１月調査

＋１

＋１７

－１６

＋１

＋２３

－２１

１３年１月調査

＋６

＋６

＋６

＋１

－３

＋６

１３年１月調査

－１８

－２１

－１５

－２２

－３０

－１５

１３年１月調査

＋１２

＋１８

＋６

＋２３

＋３１

＋１６

１２年１０月調査

＋１１

＋１５

＋６

＋３

＋７

－３

１２年１０月調査

＋１０

＋１３

＋６

＋１０

＋１５

＋３

１２年１０月調査

－２

＋１５

－２５

＋６

＋２０

－１１

１２年１０月調査

＋１６

＋１５

＋１７

＋９

＋９

＋８

１２年１０月調査

－２２

－３０

－１１

－２１

－３０

－８

１２年１０月調査

＋１０

＋１１

＋８

＋１０

＋１１

＋８

１．製品の在庫水準DI（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

２．生産・営業用設備DI（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

３．雇用人員DI（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

４．資金繰りDI（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

５．販売価格DI（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

６．仕入価格DI（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

最 近

先 行 き
（ ６ カ 月 先 ）

最 近

先 行 き
（ ６ カ 月 先 ）

最 近

先 行 き
（ ６ カ 月 先 ）

最 近

先 行 き
（ ６ カ 月 先 ）

最 近

先 行 き

最 近

先 行 き

―２２―



企業経営動向調査 景況判断の推移

２０１０年４月～２０１３年１月および先行き ※値表示は全社のDI

―２３―
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こ
の
人
は
ひ
と
言
で
表
す
と
「
熱
い
人
」。
取
材

を
し
て
い
て
も
日
本
の
政
治
や
経
済
に
対
す
る
持
論

を
熱
く
語
っ
て
く
る
。「
嫌
な
こ
と
、
間
違
っ
た
こ

と
は
ち
ゃ
ん
と
言
わ
な
い
と
相
手
に
伝
わ
ら
な
い
。

自
分
は
嫌
わ
れ
役
で
も
良
い
。
経
営
す
る
以
上
、
厳

し
さ
を
持
つ
こ
と
が
大
事
」
と
語
る
河
野
会
長
。

厳
し
さ
の
反
面
、
時
折
見
せ
る
笑
顔
で
人
間
味
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

河
野
経
夫
会
長
は
昭
和
十
六
年
十
一
月
十
六
日
、

愛
媛
県
今
治
市
に
生
ま
れ
た
。
子
ど
も
の
頃
は
大
人

し
い
普
通
の
子
で
、
勉
強
は
あ
ま
り
好
き
で
は
な
か

っ
た
。
姉
、
妹
、
弟
の
四
人
兄
弟
で
長
男
だ
っ
た
が

繊
維
業
を
営
ん
で
い
た
父
の
後
は
継
が
な
か
っ
た
。

今
治
市
と
い
え

ば
現
在
は
タ
オ
ル

生
産
日
本
一
で
有

名
だ
が
、
明
治
末

期
か
ら
大
正
に
か

け
て
は
、
陶
器
や

漆
器
な
ど
を
売
る

行
商
集
団
が
商
品

前
納
、
各
月
集
金

と
い
う
現
在
の
月

賦
販
売
の
発
祥
地

で
も
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
販
売
方
式
を
知
っ
て
い

た
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
の
世
の
中
は
月
賦
販
売
の
百

貨
店
が
注
目
さ
れ
る
」
と
確
信
、
日
本
大
学
商
学
部

に
進
学
の
た
め
上
京
。
卒
業
後
茅
ヶ
崎
市
の
百
貨
店

に
見
習
い
と
し
て
勤
務
す
る
も
半
年
足
ら
ず
で
退
職

し
、
同
昭
和
三
十
九
年
、
二
十
三
歳
と
い
う
若
さ
で

第
一
百
貨
店
を
開
業
し
た
。

そ
れ
か
ら
七
年
後
の
昭
和
四
十
六
年
に
は
第
一
百

貨
店
を
法
人
化
し
、
�
第
一
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
設
立
、

社
長
に
就
任
し
た
。
し
か
し
、
月
賦
販
売
店
は
消
費

者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
つ
い
て
い
け
な
く
な
り
、
丸

井
以
外
の
ほ
と
ん
ど
の
店
舗
は
閉
店
に
追
い
込
ま
れ

た
。
河
野
会
長
も
転
業
を
模
索
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

友
人
の
勧
め
も
あ
り
、
建
売
業
を
目
的
と
し
て
株
式

会
社
第
一
住
宅
を
創
立
、
一
方
で
月
賦
販
売
業
時
代

の
資
金
を
元
手
に
狭
山
市
駅
前
の
一
等
地
を
取
得
。

昭
和
五
十
年
に
は
そ
の
土
地
で
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

事
業
の
第
一
号
店
と
な
る
第
一
プ
ラ
ザ
狭
山
店
（
パ

チ
ン
コ
店
）
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

住
宅
販
売
と
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
事
業
を
足
掛
か

り
に
事
業
を
拡
大
し
、
現
在
で
は
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ

ン
ト
事
業
部
、
住
宅
事
業
部
、
ホ
テ
ル
事
業
部
、
カ

ル
チ
ャ
ー
事
業
部
の
四
事
業
部
を
展
開
さ
せ
る
組
織

を
一
代
で
築
い
た
。

河
野
会
長
は「
若
い
時
に
独
立
し
た
だ
け
に
、様
々

苦
い
経
験
も
し
た
。
時
に
は
踏
み
倒
し
に
あ
っ
た
り
、

暴
力
団
に
絡
ま
れ
た
り
大
変
だ
っ
た
が
、
何
事
も
経

験
し
な
い
と
身
に
つ
か
な
い
と
実
感
し
た
」
と
当
時

を
振
り
返
り
、「
色
々
な
人
に
助
け
ら
れ
た
り
、
時

に
は
裏
切
ら
れ
た
り
す
る
内
に
、
人
を
見
る
目
は
養

え
た
と
自
負
し
て
い
る
」
と
語
り
、
会
社
を
経
営
す

る
上
で
一
番
大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、「
変

化
に
対
応
す
る
こ
と
」。「
リ
ス
ク
を
覚
悟
し
な
い
と

新
し
い
事
に
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
な
い
。
強
み
を
理

解
し
、
自
信
の
持
て
る
分
野
に
果
敢
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
つ
つ
も
、
ダ
メ
だ
と
思
っ
た
ら
見
切
る
こ
と
。
儲

か
ら
な
い
商
売
は
早
く
見
切
ら
な
い
と
後
で
痛
い
目

を
み
る
。
常
に
変
化
を
感
じ
と
る
こ
と
が
大
切
」
と

信
条
を
語
る
。

河
野
会
長
の
好
き
な
言
葉
は
、
進
化
論
を
提
唱
し

た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
『
最
も
強
い
者
が

生
き
残
る
の
で
は
な
く
、
最
も
賢
い
者
が
生
き
延
び

る
も
の
で
も
な
い
。
唯
一
生
き
残
る
の
は
、
変
化
で

き
る
者
で
あ
る
』。
こ
の
言
葉
を
胸
に
秘
め
な
が
ら

経
営
し
て
き
た
と
い
う
。
そ
し
て
会
長
が
も
う
一
つ

大
切
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、「
人
と
人
、
心
と

心
の
繋
が
り
」。「
感
謝
は
人
の
た
め
に
す
る
の
で
は

な
く
、
自
分
の
た
め
に
す
る
も
の
」、
社
内
で
は「
あ

り
が
と
う
カ
ー
ド
」
を
奨
励
し
、
お
客
様
か
ら
言
わ

れ
た
感
謝
の
言
葉
な
ど
を
カ
ー
ド
に
し
て
周
知
し
て

い
る
。
そ
れ
が
社
員
の
励
み
に
も
な
り
、
お
客
様
へ

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
も
繋
が
っ
て
い
る
と
い
う
。
歯

に
衣
を
着
せ
ず
、
思
っ
た
こ
と
は
ズ
バ
ズ
バ
と
指
摘

す
る
人
で
、
厳
し
い
面
を
持
っ
て
い
る
が
、
ど
こ
か

人
情
味
を
感
じ
る
の
は
「
心
か
ら
の
お
も
て
な
し
」

を
大
切
に
し
て
い
る
か
ら
だ
と
確
信
し
た
。

「
今
後
に
つ
い
て
は
？
」
と
お
尋
ね
す
る
と
、「
こ

の
会
社
を
存
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
も
っ
と
も
っ
と

厳
し
く
な
ら
な
い
と
生
き
残
れ
な
い
。
仲
良
し
グ
ル

ー
プ
で
は
い
け
な
い
。
伸
び
て
い
る
会
社
は
我
が
社

よ
り
も
厳
し
い
面
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
。
私
は

ま
だ
ま
だ
甘
い
と
感
じ
る
。
変
化
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
思
っ
て
も
信
念
を
持
っ
て
根
気
強
く
あ
き
ら
め

な
い
で
言
い
続
け
、
行
動
す
る
と
少
し
ず
つ
変
わ
り
、

や
が
て
風
土
や
文
化
と
な
る
。
私
は
憎
ま
れ
っ
子
と

思
わ
れ
て
も
言
い
続
け
た
い
」
と
胸
を
張
っ
た
。
そ

し
て
、「
今
後
も
色
々
な
勉
強
会
に
参
加
し
た
り
、

異
業
種
の
経
営
者
な
ど
と
も
情
報
交
換
、
意
見
交
換

し
な
が
ら
新
た
な
知
識
を
得
る
た
め
研
鑚
し
て
い
き

た
い
。
我
々
凡
人
は
努
力
が
必
要
」
と
、
古
稀
を
過

ぎ
て
も
な
お
探
究
心
旺
盛
な
人
で
あ
る
。

趣
味
は
ゴ
ル
フ
と
自
社
の
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
で
行

っ
て
い
る
囲
碁
。
ま
た
、
自
社
ビ
ル
周
囲
の
草
取
り

や
ト
イ
レ
清
掃
な
ど
も
終
わ
っ
た
後
は
気
分
が
ス
ッ

キ
リ
す
る
と
い
う
。
ス
ト
レ
ス
の
解
消
法
は
「
言
い

た
い
こ
と
は
言
い
、
じ
っ
と
我
慢
し
な
い
こ
と
」
と
、

会
長
ら
し
い
解
消
法
で
、
こ
れ
か
ら
も
熱
く
語
っ
て

ほ
し
い
と
感
じ
た
。

三
十
歳
で
結
婚
し
、
子
ど
も
は
三
人
。
長
女
、
長

男
は
独
立
し
、
現
在
は
妻
、
次
女
と
の
三
人
暮
ら
し
。

�
第
一
住
宅

代
表
取
締
役
会
長

河

野

経

夫
氏

�
第
一
住
宅

河
野
経
夫
代
表
取
締
役
会
長

―２４―



				
				
				
				
				
				
				
				
				
				
				
				
				
				
				
				
				
				
				
				
				
				
				
				
				
				
				
				
				

昭
和
４８
年
の
創
業
以
来
、
私
た
ち
第

一
住
宅
は
「
お
客
様
第
一
主
義
」
を
モ

ッ
ト
ー
に
、
地
域
の
暮
ら
し
に
根
ざ
し

た
様
々
な
事
業
活
動
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
住
宅
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン

ト
、
ホ
テ
ル
、
カ
ル
チ
ャ
ー
と
、
事
業

の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
も
、「
主

役
は
お
客
様
」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
の
企
業
と
し
て
の
存
在
意
義

は
お
客
様
の
笑
顔
の
先
に
あ
り
、�
日

常
�
や
�
人
生
�
と
い
う
お
客
様
が
主

役
の
ド
ラ
マ
を
よ
り
楽
し
く
、
よ
り
豊

か
で
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
、
私

た
ち
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
、
お
客
様
の
気
持
ち
に
寄

り
添
う
こ
と
か
ら
生
ま
れ
る
「
心
か
ら

の
お
も
て
な
し
」
を
大
切
に
、
お
客
様

全
員
に
ご
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
、
常

に
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
サ
ー
ビ
ス
を
追
求

し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域
の

皆
様
に
時
代
を
越
え
て
支
持
さ
れ
、
愛

さ
れ
続
け
る
「
地
域
�
１
企
業
」
を
目

指
し
、
堅
実
で
誠
実
な
経
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

■
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
事
業

世
界
的
に
不
況
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、

巨
大
レ
ジ
ャ
ー
産
業
と
し
て
未
だ
１
６

０
０
万
人
を
超
え
る
遊
技
人
口
を
維
持

し
続
け
る
パ
チ
ン
コ
産
業
。
第
一
住
宅

で
は
、
こ
の
身
近
な
娯
楽
施
設
を
通
じ
、

憩
い
と
楽
し
み
の
あ
る
空
間
を
地
域
の

皆
様
に
お
届
け
す
る
た
め
、
ア
ミ
ュ
ー

ズ
メ
ン
ト
事
業
と
し
て
「
第
一
プ
ラ
ザ

チ
ェ
ー
ン
」
を
展
開
。
す
べ
て
の
お
客

様
に
快
適
な
時
間
を
お
過
ご
し
い
た
だ

け
る
よ
う
、
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
と
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
を
心
掛
け
、
地
域
の
皆
様

か
ら
愛
さ
れ
る
店
舗
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

■
住
宅
事
業

「
家
族
が
集
ま
る
大
切
な
場
所
だ
か

ら
、
誰
も
が
帰
り
た
い
と
思
え
る
家
づ

く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
第
一
住
宅
で
は

埼
玉
西
部
地
区
を
中
心
に
こ
れ
ま
で

２,
０
０
０
棟
に
も
及
ぶ
家
を
建
築
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

住
宅
事
業
部
で
は
、
さ
ら
な
る
お
客

様
の
期
待
と
信
頼
に
お
応
え
で
き
る
よ

う
、
２
０
０
９
年
、
高
い
技
術
と
性
能
、

そ
し
て
美
し
さ
を
追
求
し
た
住
宅
「
ク

レ
バ
リ
ー
ホ
ー
ム
」
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ

ズ
加
盟
い
た
し
ま
し
た
。
安
心
・
快
適
・

省
エ
ネ
で
、
お
客
様
の
理
想
と
期
待
を

超
え
る
自
由
設
計
の
住
宅
を
、高
品
質
・

低
価
格
で
ご
提
供
。
家
づ
く
り
を
通
し
、

生
涯
お
つ
き
あ
い
で
き
る
お
客
様
と
の

固
い
絆
を
結
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■
ホ
テ
ル
事
業

西
武
新
宿
線
「
新
狭
山
駅
」
南
口
か

ら
徒
歩
約
１
分
の
「
新
狭
山
第
一
ホ
テ

ル
」。
Ｊ
Ｒ
、
東
武
東
上
線「
川
越
駅
」

徒
歩
２
分
の
「
ホ
テ
ル
カ
プ
セ
ル
イ
ン

川
越
」。
交
通
ア
ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
た

好
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
展
開
す
る
２
つ
の

ホ
テ
ル
を
軸
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
レ
ジ
ャ

ー
の
拠
点
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
皆
様

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
、
幅
広

い
ニ
ー
ズ
に
対
応
。
行
き
届
い
た
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
と
お
客
様
満
足
を
徹
底
的
に

追
求
し
た
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
と
心
を

こ
め
た
お
も
て
な
し
で
、
心
か
ら
リ
ラ

ッ
ク
ス
で
き
る
癒
し
と
く
つ
ろ
ぎ
の
時

間
と
空
間
を
演
出
い
た
し
ま
す
。

■
カ
ル
チ
ャ
ー
事
業

時
代
の
求
め
る
新
し
い
余
暇
意
識
に

あ
っ
た
地
域
生
涯
学
習
の
在
り
方
の
提

案
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
を
目

的
に
掲
げ
、
１
９
９
１
年
に
「
よ
み
う

り
文
化
セ
ン
タ
ー
川
越
（
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
）」
を
開
設
。
以
後
、
地
域
特
性

や
流
行
、
時
代
の
変
化
を
敏
感
に
受
け

止
め
な
が
ら
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
対
応
し
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
語
学

講
座
か
ら
、
音
楽
、
美
術
、
ス
ポ
ー
ツ

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
ま
で
、
３
０
０
を
超
え

る
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
。
地
域

の
皆
様
の
「
健
康
で
豊
か
な
文
化
的
生

活
の
創
出
」
と
「
文
化
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
発
展
」
の
貢
献
の
た
め
努
力
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
。

会員企業紹介

「「
ここ
ここ
ろろ
」」
をを
つつ
なな
ぐぐ
仕仕
事事

「「
地地
域域
��
１１
企企
業業
」」
をを
目目
指指
すす

�第一住宅

第
一
プ
ラ
ザ
船
橋
店

ク
レ
バ
リ
ー
ホ
ー
ム
川
越
店
住
宅
展
示
場

第
一
住
宅
本
部
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岡
部
二
光
製
作
所
は
、
坂
口
幸

二
会
長
が
設
立
し
た
会
社
で
、
会

長
は
大
正
十
四
年
生
ま
れ
で
現
在

八
十
八
歳
の
米
寿
。
お
年
を
感
じ

さ
せ
な
い
足
取
り
で
毎
日
現
場
内

を
奔
走
し
て
い
る
。

坂
口
会
長
は
学
校
卒
業
後
、
国

鉄
技
術
研
究
所
に
就
職
。
研
究
者

と
し
て
当
時
最
新
鋭
の
様
々
な
部

品
製
造
に
関
わ
っ
た
。
研
究
職
の

経
験
を
活
か
し
、
開
発
設
計
の
分

野
で
独
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
、

岡
部
二
光
製
作
所
を
設
立
。
し
か

し
、
そ
の
技
術
開
発
力
を
ど
の
よ

う
な
分
野
に
活
用
す
る
か
悩
ん
で

い
た
折
に
研
究
所
時
代
の
室
長
か

ら
日
本
信
号
を
紹
介
さ
れ
、
鉄
道

関
係
の
リ
レ
ー
部
品
な
ど
の
製
造

を
開
始
し
た
。
ま
た
、
金
型
づ
く

り
や
板
金
加
工
な
ど
も
日
本
信
号

の
指
導
の
下
着
手
し
、
次
々
と
製

造
品
目
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
最

先
端
設
備
と
匠
の
技
を
あ
わ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
超
精
密
加
工
シ
ス

テ
ム
や
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ス
、
微
細

加
工
、
精
密
板
金
な
ど
を
応
用
し

た
特
殊
な
技
術
力
を
確
立
し
、
電

子
部
品
向
け
の
小
薄
物
や
微
小
部

品
を
は
じ
め
、
当
社
の
部
品
は

様
々
な
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
る
。

当
社
が
産
学
連
携
で
開
発
製
造
し

た
減
速
機
は
外
径
が
一
・
五
�
と

世
界
最
小
で
医
療
機
器
な
ど
へ
の

用
途
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

当
社
の
優
れ
た
技
術
力
は
し
だ

い
に
内
外
で
も
評
判
と
な
り
、
日

本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
両
政
府
か
ら
の

要
請
と
ジ
ェ
ト
ロ
（
日
本
貿
易
振

興
機
構
）
の
斡
旋
に
よ
り
、
平
成

六
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
工
場
を
設
立
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
内
に
立
地
す
る
電

機
・
電
子
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
精
密

加
工
部
品
を
供
給
す
る
と
と
も
に
、

地
元
の
技
術
者
な
ど
を
指
導
・
教

育
し
て
い
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
工
場

は
日
本
人
技
術
管
理
者
一
名
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
人
技
術
者
、
労
働
者
な

ど
二
〇
〇
名
の
体
制
。
坂
口
会
長

も
一
ヵ
月
の
内
十
日
前
後
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
工
場
に
出
向
き
、
指
導
・

管
理
し
て
い
る
。坂
口
会
長
は「
今

一
番
の
楽
し
み
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

工
場
で
働
く
リ
ー
ダ
ー
た
ち
の
技

術
の
向
上
と
、
そ
の
子
ど
も
た
ち

の
成
長
。

自
分
の
子
ど
も
や
孫
の
よ
う
な

存
在
な
の
で
、
そ
の
成
長
が
楽
し

み
。
や
が
て
は
子
供
た
ち
に
も
こ

の
工
場
で
働
い
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
本
当
の
意
味
で
自
立
し
、
生
活

の
向
上
も
は
か
っ
て
ほ
し
い
。
私

は
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
日
本
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
橋
渡
し
を
し
て
い

き
た
い
」
と
微
笑
ん
だ
。

彩
都
総
合
特
許
事
務
所
は
、
特

許
の
申
請
、
審
査
、
権
利
化
な
ど

の
諸
手
続
き
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
お
り
、
中
小
企
業
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
に
特
化
し
た
事
業
を

展
開
し
て
い
る
。

県
内
メ
ー
カ
ー
約
三
〇
〇
社
と

取
引
し
、
開
設
か
ら
九
年
目
だ
が

県
内
有
数
の
特
許
事
務
所
に
ま
で

成
長
し
た
。
ま
た
、
所
属
弁
理
士

は
六
名
で
、
県
内
最
多
で
あ
る
。

当
事
務
所
の
特
長
は
、
�
埼
玉

県
内
に
密
着
、
�
出
願
実
績
は
年

間
二
五
〇
件
以
上
、
�
海
外
出
願

も
得
意
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
で
、

特
に
そ
の
取
り
組
み
姿
勢
は
多
く

の
経
営
者
か
ら
「
信
頼
」
を
得
て
、

口
コ
ミ
な
ど
に
よ
り
実
績
を
拡
大

し
て
い
る
。

こ
の
事
務
所
を
横
田
弁
理
士
と

共
に
創
業
し
た
佐
原
氏
は
、
現
在

三
九
歳
。
大
阪
大
学
基
礎
工
学
部

機
械
工
学
科
を
卒
業
後
、
大
手
鉄

鋼
メ
ー
カ
ー
に
就
職
。
機
械
設
計

を
担
当
し
た
が
、
大
企
業
の
組
織

に
肌
が
合
わ
ず
入
社
後
三
年
で
退

職
。
猛
勉
強
に
よ
り
平
成
十
年
弁

理
士
試
験
に
一
発
合
格
し
、
弁
理

士
登
録
。
六
年
間
の
特
許
事
務
所

で
の
勤
務
を
経
て
、
三
一
歳
で
独

立
起
業
し
当
事
務
所
を
設
立
し
た
。

設
立
当
初
は
取
引
先
も
全
く
な

か
っ
た
が
、
飛
び
込
み
営
業
し
て

い
く
中
で
、
若
さ
と
熱
意
で
行
動

し
て
い
た
佐
原
氏
を
見
て
、
春
日

部
の
あ
る
メ
ー
カ
ー
経
営
者
か
ら

「
中
小
企
業
の
方
が
あ
な
た
の
行

動
姿
勢
に
は
向
い
て
い
る
の
で

は
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
ま

た
、
自
身
も
中
小
企
業
の
方
が
大

企
業
に
比
べ
変
化
や
伸
び
し
ろ
が

あ
り
、
現
場
と
の
一
体
感
も
含
め

や
り
が
い
が
あ
る
と
感
じ
て
い
た

の
で
、
中
小
企
業
に
的
を
絞
っ
た

活
動
に
方
向
性
を
見
い
出
し
た
。

佐
原
氏
に
今
後
の
展
望
を
お
尋

ね
す
る
と
「
顧
客
か
ら
ニ
ー
ズ
や

シ
ー
ズ
な
ど
の
情
報
を
収
集
し
、

相
性
の
良
い
中
小
企
業
同
士
が
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
な

チ
ャ
ン
ス
メ
イ
ク
を
し
て
い
き
た

い
」。
ま
た
「
い
わ
ゆ
る
�
暖
簾

分
け
�
の
よ
う
な
弁
理
士
の
独
立

支
援
制
度
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ

り
、
次
代
を
担
う
弁
理
士
を
育
成

し
、
こ
の
業
界
が
も
っ
と
幅
広
い

分
野
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
」
と
熱
く
語
っ
た
。

なな話話題題 北北 中中 南南 西西

北
部
�
岡
部
二
光
製
作
所

「
常
に
最
先
端
の
設
備
で
も
の
づ

く
り
で
き
る
企
業
を
目
指
す
」

中
部
彩
都
総
合
特
許
事
務
所

「
経
営
に
役
立
つ
知
財
活
用
を

お
手
伝
い
し
ま
す
」

DATA
会 社 名：�岡部二光製作所
所 在 地：〔工場〕深谷市岡２９４３‐２
電 話：０４８‐５８５‐３３６１
Ｆ ａ ｘ：０４８‐５８５‐３７６１
本 社：�いたま市緑区太田窪１‐１９‐６
代 表 者：代表取締役社長 坂口良子、

会長 坂口幸二
設 立：昭和４３年７月
資 本 金：１，８００万円
従業員数：６０名
事業内容：ＪＲ自動出改札装置、駐車場の

発券装置、精密治具、金型の設
計、開発など

DATA
会 社 名：彩都総合特許事務所
所 在 地：�いたま市大宮区桜木町１‐９‐１８

タナカビル５階
電 話：０４８‐６５０‐２２６６
Ｆ ａ ｘ：０４８‐６５０‐２２０３
代表弁理士：佐原雅史 横田一樹
設 立：平成１６年４月
所 員：弁理士６名、スタッフ１４名
事業内容：特許、実用新案登録、意匠、商標等の知的

財産権の各種手続きなど
関連会社：�ブライナ
サ イ ト：「知財情報局」の運営、知的財産コンサル

ティング事業、知財人材開発事業、知的財
産ライセンシング事業
http : //braina.com/jp/

工
場
内
の
最
先
端
設
備

彩
都
総
合
設
計
事
務
所
所
属
弁

理
士
、
前
列
右
か
ら
二
人
目
が

佐
原
代
表

米
寿
を
迎
え
た
坂
口
幸
二
会
長

精
密
部
品
の
一
例

所
員
の
方
々
事
務
所
内
に
て

―２６―












































































コ
ー
ワ
株
式
会
社
の
現
在
の
事

業
内
容
は
、
段
ボ
ー
ル
ケ
ー
ス
・

シ
ー
ト
の
製
造
販
売
、
包
装
資
材
、

物
流
機
器
等
の
販
売
及
び
サ
ポ
ー

ト
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
販
売

で
あ
る
。

そ
の
歴
史
は
長
く
明
治
二
十
二

年
、
初
代
高
橋
留
吉
氏
に
よ
り
、

浴
衣
等
を
染
め
る
染
色
業
と
し
て

発
足
し
、
昭
和
三
十
四
年
に
段
ボ

ー
ル
部
を
創
設
、
三
年
後
に
は
、

染
色
部
を
廃
止
し
、
段
ボ
ー
ル
部

を
拡
大
し
た
。
そ
の
後
、
生
産
増

強
の
た
め
茨
城
工
場
、
大
利
根
工

場
を
あ
い
つ
い
で
建
設
し
、
昭
和

六
十
三
年
に
は
、
本
社
ビ
ル
を
新

築
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
成
元

年
に
は
、
宝
飾
部
を
創
設
、
コ
ー

ワ
�
と
社
名
を
変
更
、
平
成
十
七

年
、
よ
り
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高
い

サ
ー
ビ
ス
を
求
め
て
資
材
か
ら
加

工
発
送
業
務
等
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
の
全
体
最
適
化
を
実
現
す
る
た

め
に
、
ア
ネ
ッ
ク
ス
ビ
ル
を
新
築

し
、
ト
ー
タ
ル
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
（
梱
包
・
出

荷
に
関
わ
る
問
題
を
解
決
す
る
部

門
）
を
創
設
し
た
。
ま
た
、
二
十

年
に
は
、
医
薬
部
外
品
・
化
粧
品

製
造
業
許
可
証
も
取
得
、
二
十
一

年
に
創
業
百
二
十
周
年
を
迎
え
、

二
十
三
年
に
は
、
宝
飾
部
を
廃
止

し
て
い
る
。

「
こ
の
よ
う
に
一
つ
の
事
業
に

留
ま
ら
ず
、
絶
え
ず
変
化
を
求
め

る
企
業
を
目
指
し
、
今
後
も
更
な

る
新
規
事
業
へ
の
進
出
を
検
討
し
、

絶
え
間
な
い
変
化
と
成
長
を
追
求

し
た
い
」
と
、
高
橋

將
（
た
か

は
し

す
す
む
）
社
長
は
話
さ
れ

た
。高

橋
社
長
は
、
創
業
家
の
直
系

で
は
あ
る
が
、
平
成
十
七
年
に
社

長
に
就
任
す
る
ま
で
は
、
当
社
と

は
直
接
的
な
関
わ
り
は
な
く
、
大

学
卒
業
後
、
キ
ヤ
ノ
ン
や
小
松
製

作
所
の
関
連
企
業
、
さ
ら
に
は
、

内
外
資
産
運
用
会
社
で
計
十
社
を

転
職
し
た
経
歴
を
有
し
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
は
、

段
ボ
ー
ル
は
各
社
製
品
に
は
大
差

は
な
く
、「
サ
ー
ビ
ス
、
品
質
、

対
応
」
が
決
め
手
と
な
る
と
考
え
、

そ
の
た
め
に
は
人
材
育
成
が
最
も

重
要
と
し
た
。
ま
た
、
フ
ァ
ン
ド

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
経
験
等

か
ら
、
環
境
に
優
し
く
、
リ
サ
イ

ク
ル
が
き
く
段
ボ
ー
ル
に
代
わ
る

も
の
は
な
く
、
今
後
も
こ
の
事
業

は
有
望
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
企
業
と
し
て
は
、
社
員

が
仕
事
を
通
じ
て
満
足
感
を
感
じ

ら
れ
る
会
社
で
な
い
と
、
会
社
の

存
続
と
成
長
は
あ
り
え
な
い
と
も

話
さ
れ
た
。

株
式
会
社
ハ
ン
ダ
の
歴
史
は
、

繁
田
家
の
歴
史
で
あ
り
、
ま
た
、

狭
山
茶
の
歴
史
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。

繁
田
の
製
茶
を
創
業
し
た
の
は
、

十
代
繁
田
武
平
衛
満
該
で
、
な
ん

と
文
化
十
二
年
（
１
８
１
５
年
）

で
あ
る
。
早
く
も
明
治
八
年
（
１

８
７
５
年
）
に
は
十
二
代
武
平
満

義
が
海
外
輸
出
を
目
的
に
「
狭
山

製
茶
会
社
」
を
設
立
し
、
狭
山
茶

の
輸
出
第
一
号
と
な
る
。
な
お
、

こ
の
地
域
で
生
産
さ
れ
る
お
茶
は

「
河
越
茶
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
が
、

１
８
０
０
年
中
旬
頃
か
ら
生
産
地

域
が
拡
大
さ
れ
る
に
従
っ
て
地
域

の
主
要
産
業
と
な
り
、「
狭
山
茶
」

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
明
治
十
年
、
第
一

回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
し
た

狭
山
茶
が
最
高
位
を
受
賞
、
明
治

三
十
三
年
に
は
、
パ
リ
万
国
博
に

出
品
し
た
狭
山
茶
が
「
大
賞
牌
」

を
受
賞
、
世
界
に
「
狭
山
茶
」
の

名
を
高
め
た
。

ま
た
、
社
会
貢
献
で
は
十
三
代

当
主
武
平
翠
軒
が
黒
須
銀
行
を
設

立
、
顧
問
に
渋
沢
栄
一
を
迎
え
、

道
徳
を
基
本
と
す
る
経
営
を
め
ざ

し
た
こ
と
か
ら
「
道
徳
銀
行
」
と

も
呼
ば
れ
、
渋
沢
翁
の
手
に
な
る

「
道
徳
銀
行
」
の
扁
額
は
現
在
ま

で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

昭
和
三
年
に
は
、
宮
内
庁
御
用

達
と
な
り
、
表
彰
は
、「
天
皇
賜

盃
」、「
紺
綬
褒
章
」、「
藍
綬
褒
章
」

を
受
領
し
て
い
る
。

現
在
の
当
社
の
主
な
事
業
内
容

は
、
茶
製
品
の
製
造
及
び
卸
売
、

販
売
。
茶
関
連
用
品
、
そ
の
他
食

品
の
仕
入
れ
、
卸
売
。
取
扱
商
品

は
、
ヘ
ル
シ
ー
カ
テ
キ
ン
・
イ
ー

ト
茶
、
の
り
、
乾
物
、
菓
子
、
ギ

フ
ト
商
品
等
々
と
幅
広
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
輝
か
し
い

歴
史
と
伝
統
に
溺
れ
る
こ
と
な
く
、

ま
っ
た
く
新
し
い
商
品
も
開
発
し

て
い
る
。
そ
れ
が
、
ヘ
ル
シ
ー
カ

テ
キ
ン
・
イ
ー
ト
茶
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
茶
葉
そ
の
も
の
を
マ
イ
ク

ロ
波
と
高
速
気
流
に
よ
り
短
時
間

で
、
均
質
に
乾
燥
・
粉
砕
し
た
も

の
（
特
許
製
法
）
で
、
高
熱
が
発

生
し
な
い
の
で
、
茶
葉
を
痛
め
る

こ
と
な
く
、
緑
茶
本
来
の
風
味
や

栄
養
成
分
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
が

な
く
、
ま
さ
に
緑
茶
を
超
え
た
緑

茶
で
あ
る
。

そ
し
て
、
茶
の
ハ
ン
ダ
の
繁
田

昌
利
社
長
が
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
い

る
の
は
「
茶
一
味
真
」
で
、「
お

茶
そ
の
も
の
の
中
に
、
ひ
と
つ
の

真
実
を
込
め
よ
う
と
す
る
心
で
あ

り
、
ど
ん
な
時
代
に
あ
っ
て
も
、

癒
し
と
安
ら
ぎ
を
与
え
る
お
茶
を

追
求
し
、
本
物
に
こ
だ
わ
り
、
純

粋
な
お
茶
そ
の
も
の
を
追
求
し
、

包
装
に
至
る
ま
で
真
心
を
尽
く
し

て
い
く
こ
と
で
す
」
と
語
っ
た
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

西
部
株
式
会
社
ハ
ン
ダ

南
部
コ
ー
ワ
株
式
会
社

「
お
客
様
の
梱
包
・
出
荷
に

関
わ
る
問
題
を
解
決
す
る
」

「
お
茶
の
常
識
を
ヘ
ル
シ
ー

カ
テ
キ
ン
・
イ
ー
ト
茶
で
変
革
」

DATA

会 社 名：コーワ株式会社
本 社：八潮市柳之宮４５番地
代 表 者：代表取締役社長 高橋 將
創 業：明治２２年７月
資 本 金：９，８８０万円
事業内容：段ボールケース、シートの製造

販売
包装資材の販売、物流サービス
等

DATA

会 社 名：株式会社ハンダ

本 社：入間市黒須２‐４‐２５

代 表 者：代表取締役社長 繁田昌利

創 業：１８１５年

資 本 金：２，０００万円

事業内容：茶製品の製造および卸売、販売

茶関連用品、その他食品の仕入

れ、卸売

高
橋

將
社
長

Ａ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｘ
ビ
ル

繁
田
昌
利
社
長

ヘ
ル
シ
ー
カ
テ
キ
ン
・
イ
ー
ト
茶

―２７―
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第第
二二
回回
・・
第第
三三
回回
新新
規規
高高
校校

卒卒
業業
予予
定定
者者
就就
職職
面面
接接
会会
開開
催催

埼
玉
県
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
四

者
面
談
会
が
二
月
三
日
、
埼
玉
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
深
谷
で
開
催
さ
れ
た
。
本
会

推
薦
の
会
員
企
業
経
営
者
五
名
（
別

記
）
と
学
校
側
か
ら
は
二
十
七
組
、
七

十
八
名
が
参
加
し
た
。
こ
の
面
談
会
は

平
成
十
五
年
度
よ
り
実
施
し
て
お
り
今

年
度
で
通
算
十
年
目
と
な
る
。

現
在
、
文
部
科
学
省
で
は
高
校
生
の

進
路
へ
の
意
識
を
高
め
る
た
め
に
高
校

の
普
通
科
で
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」（
社

会
人
と
し
て
職
に
就
く
際
に
必
要
な
能

力
や
態
度
を
育
成
す
る
た
め
の
教

育
）」
を
必
修
化
す
る
検
討
を
始
め
て

い
る
。
こ
の
四
者
面
談
会
で
は
高
校
生

が
企
業
経
営
者
か
ら
企
業
や
社
会
が
求

め
る
人
材
像
な
ど
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
も
ら
う
こ
と
で
自
分
を
見
つ
め
直

し
進
路
選
択
能
力
を
向
上
さ
せ
る
と
共

に
、
生
徒
・
保
護
者
の
職
業
意
識
形
成

を
支
援
し
、
望
ま
し
い
勤
労
観
・
職
業

観
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
そ
の
意
味
に
於
い
て
参
加
校
は
就

職
希
望
者
の
多
い
高
校
に
限
ら
ず
県
北

部
の
進
学
校
の
生
徒
も
多
く
参
加
し
て

い
る
。ま
た
、教
員
に
対
し
て
は
学
校
に

お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
重
要
性
に
関

す
る
意
識
改
革
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

面
談
を
終
え
た
生
徒
及
び
保
護
者
は

充
実
感
の
あ
る
笑
顔
で
企
業
経
営
者
や

教
員
に
元
気
に
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
た
。

終
了
後
の
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
将

来
の
日
本
が
ど
の
よ
う
な
方
向
に
向
か

う
の
か
、
今
後
ど
の
よ
う
な
人
材
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
等
を
聞
け

て
非
常
に
有
意
義
な
面
談
で
あ
っ
た
。

将
来
の
職
業
選
択
の
参
考
に
し
た
い
。」、

「
自
分
の
夢
に
つ
い
て
話
を
し
た
ら
、

そ
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
何
が
必
要
か

を
詳
し
く
教
え
て
も
ら
え
て
と
て
も
参

考
に
な
っ
た
。」、「
私
は
大
学
進
学
し

か
考
え
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
が
ゴ

ー
ル
で
は
な
い
こ
と
を
改
め
て
思
い
ま

し
た
。」
な
ど
進
路
選
択
に
お
け
る
俯

瞰
的
な
立
場
に
立
っ
た
具
体
的
な
示
唆

を
も
ら
え
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
先

生
や
保
護
者
か
ら
は
「
生
徒
の
目
が
始

ま
る
前
と
後
で
は
全
く
違
い
、
生
き
生

き
と
輝
く
目
に
大
き
な
『
や
る
気
』
を

感
じ
た
。
今
回
の
面
談
を
学
校
の
指
導

に
生
か
し
た
い
。」「
経
営
者
の
信
念
や

常
に
学
ぶ
姿
勢
に
非
常
に
刺
激
を
受
け

た
。」「
校
内
で
は
見
ら
れ
な
い
生
徒
の

内
面
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
感
動
し

た
。」「
子
ど
も
の
就
職
は
ま
だ
先
で
す

が
、
子
ど
も
自
ら
が
『
自
分
自
身
を
知

る
』
こ
と
が
将
来
へ
の
ス
タ
ー
ト
で
あ

る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。」
な
ど
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
四
者

面
談
会
は
毎
年
参
加
者
か
ら
高
い
評
価

を
得
て
い
る
。

◆
参
加
企
業
経
営
者

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
）

▽
石
塚

巧

キ
ヤ
ノ
ン
電
子
株
式

会
社

常
務
取
締
役

▽
牛
窪

啓
詞

株
式
会
社
愛
工
舎
製

作
所

代
表
取
締
役
社
長

▽
斉
木

政
美

サ
ン
ケ
ン
電
気
株
式

会
社

管
理
本
部
総
務
人
事
Ｇ
Ｌ

▽
高
橋

祐
介

高
橋
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

▽
藤
池

誠
治

株
式
会
社
デ
サ
ン

代
表
取
締
役

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
主
催
、
県

教
育
委
員
会
後
援
に
よ
る
新
規
高
等
学

校
卒
業
予
定
者
就
職
面
接
会
が
一
月
二

十
三
日
、
二
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
、

本
会
会
員
企
業
人
事
担
当
者
並
び
に
地

域
就
職
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
九

名
も
参
加
し
て
高
校
生
の
就
職
支
援
並

び
に
求
人
未
充
足
企
業
へ
の
支
援
を
行

っ
た
。

一
月
末
現
在
、
県
内
新
規
高
校
卒
業

予
定
者
の
就
職
内
定
率
は
８６
・
８
％
で

あ
り
、
昨
年
同
期
で
３.４
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
て
い
る
も
の
の
９
７
６
名
が
未
内
定

と
厳
し
い
状

況
が
続
い
て

い
る
。
ま
た
、

県
南
部
地
区

の
求
人
企
業

の
約
半
分
が

求
人
未
充
足

の
状
況
に
あ

り
、
埼
玉
労

働
局
と
県
教

育
委
員
会
は

「
高
校
生
の

就
職
率
一
〇

〇
％
」
を
目

標
に
企
業
と

高
校
生
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
と
し
て

例
年
本
面
接
会
を
開
催
し
て
い
る
。
今

回
の
参
加
者
は
第
２
回
が
３
０
８
名

（
生
徒
２
３
５
名
・
教
員
７３
名
）、
参

加
企
業
７７
社
、第
３
回
が
１
２
２
名（
生

徒
８３
名
・
教
員
３９
名
）、
参
加
企
業
６３

社
で
あ
っ
た
。

本
会
は
今
後
も
各
関
係
課
所
と
連
携

を
図
り
若
年
者
雇
用
の
促
進
を
図
る
と

共
に
、
地
元
産
業
界
の
安
定
雇
用
に
資

す
る
た
め
の
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
の

で
企
業
の
皆
様
に
も
御
理
解
と
御
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

企企
業業
経経
営営
者者
とと
生生
徒徒
・・
保保
護護
者者
・・

教教
員員
にに
よよ
るる
四四
者者
面面
談談
会会
開開
催催

株
式
会
社
愛
工
舎
製
作
所

代
表
取
締

役
社
長

牛
窪
氏
と
の
面
談
の
様
子

ハローワークによる事前面談会の様子

企業との面接会の様子

株
式
会
社
デ
サ
ン

代
表
取
締
役

藤
池
氏
と
の
面
談
の
様
子

―２８―
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池池
田田
弘弘
氏氏
、、
金金
井井
昭昭
雄雄
氏氏
がが

渋渋
沢沢
栄栄
一一
賞賞
をを
受受
賞賞

〜〜
第第
十十
一一
回回
渋渋
沢沢
栄栄
一一
賞賞
表表
彰彰
式式
開開
催催

��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��
��

第第
八八
回回
ささ
いい
たた
まま
輝輝
きき
荻荻
野野
吟吟
子子
賞賞

「
い
き
い
き
職
場
部
門
」
〜
�
武
蔵
野
銀
行
が
受
賞

二
月
四
日
�
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
国
際
会
議
室
に
お
い
て
、
埼
玉
県
出

身
の
実
業
家
、
渋
沢
栄
一
の
精
神
を
受

け
継
ぐ
全
国
の
企
業
経
営
者
に
贈
ら
れ

る
「
第
十
一
回
渋
沢
栄
一
賞
」
の
表
彰

式
が
開
催
さ
れ
、
二
名
の
経
営
者
が
表

彰
を
受
け
た
。

渋
沢
栄
一
賞
は
、
新
潟
県
経
営
者
協

会
が
推
薦
し
た
Ｎ
Ｓ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
（
新

潟
市
）
代
表
で
�
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
取
締
役
会
長
の
池
田
弘
氏
と
�
富
士

メ
ガ
ネ（
札
幌
市
）代
表
取
締
役
会
長
・

社
長
兼
任
の
金
井
昭
雄
氏
の
二
氏
が
受

賞
し
た
。

表
彰
は
、
渋
沢
栄
一
賞
選
考
委
員
長

の
利
根
忠
博
本
会
特
別
顧
問
の
講
評
の

後
、
上
田
清
司
埼
玉
県
知
事
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。
そ
し
て

渋
沢
栄
一
記
念
財
団
と
渋
沢
栄
一
の
生

誕
地
深
谷
市
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
た
。

受
賞
理
由
は
次
の
と
お
り
。

■
池
田
弘
氏（
Ｎ
Ｓ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
代
表
・

�
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
取
締
役
会
長
）

◇
会
社
概
要

�
Ｎ
Ｓ
Ｇ
グ
ル
ー
プ

学
校
・
学
習
塾
な
ど
の
教
育
事
業
、

病
院
・
介
護
施
設
な
ど
医
療
福
祉
事
業
、

検
定
・
出
版
事
業
、
総
合
飲
食
事
業
、

企
業
支
援
事
業
な
ど
を
展
開
。
一
九
七

六
年
創
業
。
従
業
員
三
七
七
七
名
。
学

校
法
人
や
医
療
法
人
、
社
会
福
祉
法
人

な
ど
八
法
人
と
株
式
会
社
一
社
で
構
成
。

�
�
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を
運
営
。
一

九
九
六
年
設
立
。
従
業
員
三
七
名
、
資

本
金
七
億
一
七
二
五
万
円
。

◇
優
れ
た
経
営
面

・
Ｎ
Ｓ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
を
創
業
。
新
潟
県

を
中
心
に
三
〇
校
を
超
え
る
教
育
機

関
（
学
生
数
約
一
三
〇
〇
〇
名
）
や

医
療
福
祉
機
関
な
ど
を
展
開
し
、
地

域
の
教
育
水
準
の
向
上
に
貢
献

・
�
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
の
初
代
代

表
取
締
役
に
就
任
。
地
域
密
着
型
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
の
経
営
に
導
入
し
、
プ
ロ
サ
ッ
カ

ー
チ
ー
ム
・
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

を
人
気
チ
ー
ム
に
育
て
上
げ
、
同
チ

ー
ム
は
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
五

年
に
観
客
動
員
数
Ｊ
リ
ー
グ
第
一
位

に
な
っ
た
。

◇
地
域
及
び
社
会
貢
献
面

・
二
〇
〇
一
年
、
渋
沢
栄
一
翁
の
精
神

を
汲
ん
だ
異
業
種
交
流
会
「
五
〇

一
」
を
組
織
し
、
五
〇
一
社
の
株
式

公
開
企
業
及
び
公
開
並
企
業
の
設

立
・
育
成
を
目
指
す
企
業
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
、
地
域
活
性

化
の
推
進
役
と
し
て
活
躍
。
現
在
の

会
員
数
は
一
〇
六
社
、
株
式
公
開
企

業
数
は
三
社
と
な
っ
て
い
る
。

■
金
井
昭
雄
氏
（
�
富
士
メ
ガ
ネ
代
表

取
締
役
会
長
・
社
長
兼
任
）

◇
会
社
概
要

メ
ガ
ネ
、
補
聴
器
等
の
小
売
業
。
店

舗
数
六
九
店
舗
。
関
東
以
北
で
は
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
規
模
を
誇
る
メ
ガ
ネ
店
で

あ
る
。

◇
優
れ
た
経
営
面

自
身
が
「
ド
ク
タ
ー
・
オ
ブ
・
オ
プ

ト
メ
ト
リ
ー
」（
米
国
に
お
け
る
検
眼

医
・
視
力
測
定
医
）
の
学
位
を
取
得
す

る
と
と
も
に
、
社
員
二
八
八
名
に
公
益

社
団
法
人
日
本
眼
鏡
技
術
協
会
の
「
認

定
眼
鏡
士
」
の
資
格
を
取
得
さ
せ
、
同

社
を
国
民
の
視
力
ケ
ア
専
門
集
団
に
育

て
上
げ
た
。

◇
地
域
及
び
社
会
貢
献
面

・
一
九
八
三
年
か
ら
難
民
の
視
力
検
査

を
し
て
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
メ
ガ

ネ
を
贈
る
活
動
を
開
始
。

・
一
九
八
四
年
か
ら
は
国
際
連
合
難
民

高
等
弁
務
官
事
務
所（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）

と
協
力
し
て
世
界
各
地
の
難
民
等
へ

の
視
力
支
援
活
動
を
続
け
て
い
る
。

・
こ
れ
ま
で
に
メ
ガ
ネ
寄
贈
国
は
世
界

七
ヵ
国
で
、
十
三
万
組
以
上
の
新
し

い
メ
ガ
ネ
と
三
万
組
以
上
の
再
利
用

メ
ガ
ネ
を
難
民
等
に
寄
贈
。
ま
た
支

援
に
頼
ら
ず
現
地
で
検
眼
と
メ
ガ
ネ

の
選
定
が
で
き
る
よ
う
、
検
眼
器
材

の
提
供
や
秘
術
指
導
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

本
会
は
、
渋
沢
栄
一
賞
の
創
設
に
深

く
関
わ
り
、
近
代
日
本
を
築
い
た
渋
沢

翁
の
生
き
方
や
功
績
を
全
国
に
発
信
し

た
い
と
す
る
埼
玉
県
の
活
動
を
全
面
的

に
支
援
し
本
賞
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

第
八
回
さ
い
た
ま
輝
き
荻
野
吟
子
賞

の
表
彰
式
が
、
二
月
十
四
日
�
知
事
公

館
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
、「
い
き
い

き
職
場
部
門
で
」
本
会
会
員
で
あ
る
�

武
蔵
野
銀
行
が
受
賞
し
た
。

◇
受
賞
理
由

仕
事
と
家
庭
生
活
の
両
立
支
援
を
年

代
・
性
別
に
関
係
な
い
全
従
業
員
の
共

通
課
題
と
捉
え
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

職
場
環
境
の
整
備
に
向
け
女
性
従
業
員

を
中
心
に
様
々
な
年
代
か
ら
幅
広
く
意

見
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
法
定
基
準
を

上
回
る
両
立
支
援
制
度
を
導
入
す
る
ほ

か
、
女
性
の
採
用
拡
大
や
職
域
拡
大
、

各
種
制
度
の
利
用
な
ど
に
成
果
を
あ
げ

て
い
る
。

講評を行う
利根忠博本会特別顧問

開会挨拶をする上田清司埼玉県知事

表彰状を授与される池田弘氏（右）

表彰状を授与される金井昭雄氏（右）
表彰状を授与される

武蔵野銀行栗原正巳副頭取（右）

―２９―
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脳科学や工学の知見にも
とづいた人に優しい機器
開発やニューロマーケテ
ィングへの応用

学歴・略歴
綿貫 啓一
（わたぬき けいいち）
１９９１年東京工業大学大学
院総合理工学研究科博士
後期課程修了。工学博士。
１９９１年埼玉大学工学部助
手、１９９２年講師、１９９４年
助教授を経て、２００５年か
ら教授。その間、１９９６年
イリノイ大学シカゴ校客
員研究員、２０００年マグデ
ブルグ大学招聘研究員、
２００９年よりセントラル・
ランカシャ大学客員教授
を歴任。現在、大学院理
工学研究科人間支援・生
産科学部門教授、アンビ
エント・モビリティ・イン
ターフェイス研究センタ
ー長、脳科学融合研究セ
ンター脳科学研究新技術
開発副部門長、オープン
イノベーションセンター
産学官連携部門長を兼務。

情報通信技術が自然な形で社会
の中に溶け込み、人が意識せずに安全、安心、快
適な生活ができるアンビエント社会を実現するた
めのヒューマンインターフェイス技術を研究して
います。
例えば、自動車運転環境において、人間側から
行動を起こして機械や環境側にアクセスするだけ
ではなく、先進的なセンサ・インターフェイスな
どで機械や環境側が人間を感知し、機械や環境側
からも自律的に働きかけるような環境を創出し、
次世代自動車に求められる安全・安心・快適な環
境を実現するアンビエント・モビリティ・インタ
ーフェイスについて研究しています。
また、脳科学や工学の知見をもとに、人と機械
をつなぎ相互に作用させるブレイン・マシン・イ
ンターフェイス（Brain-Machine Interface : BMI）技
術があり、人の脳機能を非侵襲的に計測する技術、
人の意思を読み取り解析する技術をもとに、人に
優しいロボット技術と組合せ、手術用ロボットや
車椅子などの医療福祉機器などへのBMI 応用を
研究しています。
さらに、ものづくり技術者や技能者の会話を分
析して、設計・製造知識を抽出したのち体系化し、
知識データベース（形式知）を構築するとともに、
ものづくり工程の映像（暗黙知）をマルチメディ
ア技術により適切に連携して、膨大な知識の中か

ら利用者が必要としている知識を容易に探し出す
ことが可能なシステムを研究しています。また、
視覚や触覚など五感にかかわる情報をバーチャル
リアリティ（Virtual Reality : VR）技術やロボット
技術により提示し、言葉では伝えづらい技能を効
果的に伝承できるシステムを研究しています。こ
のVR空間に複数の技術者・技能者が入り、VR
技術や拡張現実感（Augmented Reality : AR）技術
により、コミュニケーションをとりながら協働で
設計・製造工程を効果的にデザインレビューでき
るような環境を実現しています。
それ以外にも、脳科学や工学の知見にもとに、製
品の印象を定量的に評価する方法、コミュニケー
ションを促進するた
めの感覚情報を提示
する方法など、ニュ
ーマーケティング関
連についても研究を
行っています。これ
からも、人に優しい
ヒューマンインター
フェイス技術を確立
し、生活者のQOL
（生活の質）向上に
貢献したいと考えて
おります。

最新の知見をもとに、有
用な植物形質に関与する
遺伝子を通じた実用化へ
の取り組み

学歴・職歴
山口 雅利
（やまぐち まさとし）
１９９６年 東京理科大学基
礎工学部生物工学科卒
業

２００１年 東京大学理学系
研究科生物科学専攻博
士課程卒業

２０００年 日本学術振興会
特別研究院

２００３年 理化学研究所
基礎科学特別研究院

２００６年 理化学研究所植
物科学研究センター
研究院

２００９年 奈良先端科学技
術大学院大学バイオサ
イエンス研究科 助教

２０１１年 埼玉大学環境科
学研究センター 准教
授
現在に至る

植物は、大気中の二酸化炭素を
光合成により糖を作り出すが、この合成された糖
の多くは細胞壁として利用される。細胞壁は、主
にセルロースやヘミセルロース、ペクチンと言っ
た多糖や、リグニンなどの高分子化合物が複雑に
絡み合った構造を取る。その中で、木部を構成す
る道管細胞や繊維細胞などでは、通常の細胞壁の
内側に二次細胞壁と呼ばれる非常に肥厚した細胞
壁を形成することで、物理的な強度を獲得する
（図）。このような植物細胞壁をバイオ燃料や高
付加価値物質へと利用することは、稲わらや廃材
など、食料と競合しない材料を活用できることか
ら、近年持続的で再生可能なバイオマスとして注
目されている。しかしながら、複雑に絡み合った
高分子化合物を効率的に分解・利用するためには
様々な技術開発が求められている。
私は、植物を材料として、細胞壁、特に二次細
胞壁形成の分子メカニズムを明らかにすることを
目的として研究を行っている。特に、道管細胞の
二次細胞壁形成を促進する転写因子VND７につ
いて様々なアプローチで解析を行ってきた。転写
因子とは、対象の遺伝子がいつ、どこで、どのく
らい機能するかを決定する役割をもっており、複

数の遺伝子を同時に制御できることから、様々な
制御機構で重要な役割を果たしていることが知ら
れている。さらに私はこのVND７の機能を阻害
することで、二次細胞壁形成を抑制する転写因子
VNI２も同定した。現在、これらの転写因子の機
能を改変することで、二次細胞壁量が自在に調整
された植物の作出を試みている。VND７は数多
くの遺伝子を制御しているが、それら制御される
遺伝子の中には二次細胞壁形成に重要な機能を持
つことが明らかになりつつある。このような遺伝
子の機能を改変することで細胞壁の組成が変化し
た植物の作出さ
れることが次々
と報告されてお
り、将来的には
これらの知見を
融合することで、
バイオマス利用
により適した細
胞壁形質を持つ
植物の開発を目
指したい。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

安全・安心・快適を実現するためのヒューマンインターフェイス技術
埼玉大学大学院理工学研究科 綿 貫 啓 一 教授

バイオマス利活用に有用な植物の作出に向けて
埼玉大学環境科学研究センター 山 口 雅 利 准教授

図 バーチャルドライビングシス
テムによる運転行動の解明お
よびヒューマンインターフェ
イスの開発

爪楊枝の先端を薄く切片にしたものを染
色した。濃い青で染色されている部分が
通常の細胞壁で、薄い紫色で染色されて
いる部分が二次細胞壁。このように樹木
の材は大部分が二次細胞壁で構成されて
いる。

―３０―






































































































































































































































































































































建設業への若者の入職が減り、労働力の不足が喧伝されて久
しいですが、若者たちは建設現場でものを作ることを敬遠して
いるのではありません。生きがいと面白さのある仕事をしたい
のです。志ある若者たちが未来と人生を託せる日本の建設業で
あることが大切です。釈迦に説法ではありますが、つくる現場
こそ建設業の命です。現場を通して設計技術、管理技術の基盤
を身につけます。生産現場での情報、物流、技術を知悉して将
来の幹部が育っていきます。若く優秀な世代があこがれ生涯を
託せるべき産業です。
技能労働は知性、感性、体力、熟練を要し、その能力は属人
的、自律的かつ個性的です。単純肉体労働ではありません。ス
ポーツ、音楽、芸術などのプレーヤーやパフォーマーは典型的
な余人をもって替え難い技能の世界に生きています。すぐれた
プレーヤーは人々に感動を与え、相応の尊敬と待遇を受けます。
建設技能労働の待遇改善、評価システムの構築が必要です。
技能労働において、目的達成の方法、手順、決定などは労働
者の自律的な判断で行われ、いきおい個性が出ます。上には上

があり自己研鑽に励み、さらなる高みを目指して努力します。
建設技能労働も然りです。これまで合理化に重きを置き、単純
化、規格化して、誰がやっても工夫の余地なく一定の結果にな
ることをよしとする生産管理システムが追求されてきました。
一方、手作業が多く、現場での臨機応変の創意工夫が多く必要
とされる建設現場は、付加価値の高い世界潮流を先取りした現
代的な「人間化された労働」なのです。つくる喜びが人と技術
を育てます。技能労働の価値を認め、それら技能労働を必要と
し、企業体力のある方々が、技能労働を尊重して待遇改善を垂
範していただきたいのです。優秀な人材が集まり、優れた製品
に顧客満足度は高まり、企業業績も職員のモラールも高まるで
しょう。次世代の育成は現世代の責任です。歴史的に蓄積され
た建設業の社会システムをいかに対応させていくか、関係者の
実行力が問われています。未来の日本の産業のための支援と人
材育成はものつくり大学の使命でもあります。議論の機会を切
望しております。

日本におけるロレックスの販売数量がセイコーの１／１００である
にも拘らず、売上額がほぼ等しいのです。価格がセイコーの１００
倍だからです。ロレックスの時計部品は宝石のようだと言う腕
時計愛好家がいます。たしかにスイス製の高級時計は図１に示
すように部品一個一個を丹念に機械加工で仕上げているのに対
して、廉価な時計はプレス加工の部品が多く使われています。

だからといって部品精度が高いかどう
かは、はなはだ疑問です。部品が小さ
いので、プレス型の精度がよければ機
械加工より再現性が高く、高精度化が
可能です。スイス製の腕時計の隆盛は、
映画やイベントを巧みに使ったブラン
ド宣伝戦略を徹底的に追求した結果で
す。必ずしも機能や性能を追求した結
果ではないのです。

腕時計は販売数量と価格は反比例していますが、自動車など
一般的な高額商品においては、販売数量は価格の２乗に反比例
しており、売上額（＝価格×販売数量）は廉価な大衆車が最も
大きく、メーカーはこれに力を入れています。しかし、大衆車
は韓国や中国に追い上げられ、高級車市場に活路を見出さざる
を得ない状況が迫っていると思うのですが、日本市場において
さえトヨタのレクサスの販売台数はBMWやアウディの１／１０
にすぎないのです。
性能や機能など技術的優位性で市場を占有できる繊維産業、
鉄鋼業、造船はすでに高級品にシフトしています。技術が高い
にも拘らず日本の自動車や腕時計がなぜ高級品市場に食い込め
ないのか。嗜好品の要素が大きい高級品はブランド力という歴
史に秘められた魔力に依存しているためではないでしょうか。
製品別にブランド力を戦略的に分析し、時間をかけたブランド
の構築が必要ではないのでしょうか。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
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「つくる喜び」と建設業
建設学科 深 井 和 宏 教授

深井和宏（ふかいかずひろ）教授 １級建築士 京都大学工学部建築学科卒業、同大学院博士課程修了、工修、職業能力開発短
期大学校助教授、ものつくり大学助教授を経て、２００５年よりものつくり大学教授、現在に至る。専門分野：建築生産、建築経済、
建築設計監理、日本型設計施工職能、木造建築の設計生産システム、木造建築生産技術の体系化、木造建築技術者の育成システ
ム、など（連絡先 ０４８‐５６４‐３８５８）

ブランドの話
製造学科 藤 澤 政 泰 教授

藤澤政泰（ふじさわまさやす）教授・工学博士 大阪大学修士修了、�日立製作所生産技術研究所室長、主管研究員を経て、２０
０１年より【ものつくり大学】教授、現在に至る。半導体やコンピュータ用部品の超精密加工の研究。専門分野：微細精密加工
精密機械要素（連絡先 ０４８‐５６４‐３８３３）

図１ スイス製機械式腕時計
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西
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い

拠
点
施
設（
仮
称
）が
着
工

米
国
オ
ハ
イ
オ
州
か
ら
の

研
修
生
の
受
入
企
業
を

募
集
し
ま
す

県
庁
モ
デ
ル
保
育
所

「
コ
バ
ト
ン
保
育
園
」
開
園

利
用
企
業
等
を
募
集
中

民
間
企
業
等
の
障
害
者
の

法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ

に
な
り
ま
す

１
月
１２
日
、
川
越
市
新
宿
町
一
丁
目
で
、

西
部
地
域
振
興
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設（
仮
称
）

の
起
工
式
が
、
知
事
や
川
越
市
長
ら
関
係
者

約
２
０
０
人
が
出
席
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
施
設
は
、
県
と
川
越
市
の
共
同
事
業

と
し
て
、
地
域
産
業
の
振
興
と
地
域
住
民
の

交
流
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
整
備

さ
れ
る
も
の
で
す
。

鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
地
上
６
階
地

下
２
階
、
延
べ
床
面
積
約
４
０,
２
０
０
平

方
�
で
県
施
設
と
し
て
多
目
的
ホ
ー
ル
、
創

業
支
援
施
設
、
商
工
団
体
等
の
事
務
所
な
ど

の
ほ
か
、
川
越
比
企
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
、

川
越
県
税
事
務
所
な
ど
全
部
で
９
つ
の
県
の

機
関
が
入
り
ま
す
。
市
施
設
と
し
て
約
１,

７
０
０
席
の
大
ホ
ー
ル
、
市
民
活
動
（
生
涯

学
習
等
）
施
設
や
公
民
館
、
証
明
セ
ン
タ
ー
、

子
育
て
支
援
施
設
な
ど
が
入
り
ま
す
。

多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
柱
や
固
定
席
の
な
い

約
７
０
０
平
方
�
の
大
空
間
で
、
可
動
間
仕

切
り
壁
に
よ
る
４
分
割
も
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。
展
示
会
、
講
演
会
、
物
品
販
売
の
ほ

か
、
パ
ン
ト
リ
ー
も
備
え
て
お
り
ま
す
の
で

パ
ー
テ
ィ
も
開
催
可
能
で
す
。

市
の
大
ホ
ー
ル
は
、
劇
場
型
で
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
ピ
ッ
ト
を
備
え
、
オ
ペ
ラ
な
ど
の
ほ
か
、

コ
ン
サ
ー
ト
、
演
劇
、
卒
業
式
な
ど
多
目
的

に
活
用
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

平
成
２７
年
１
月
末
の
完
成
を
目
指
し
て
、

工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

隣
地
に
は
、
民
間
事
業
者
が
約
２
０,
０

０
０
平
方
�
の
商
業
施
設
、
保
育
所
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
建
設
に
着
手
し
、
公
共
施
設
と
ほ

ぼ
同
時
期
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
拠
点
整
備
課

総
務
・
西
部
ふ
れ
あ
い
拠
点
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
３
３
）

県
で
は
平

成
２
年
に
米

国
オ
ハ
イ
オ

州
と
姉
妹
提

携
の
締
結
を

行
い
、
様
々

な
交
流
事
業

を
実
施
し
て

お
り
ま
す
。

経
済
交
流

の
一
環
と
し

て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を
実
施
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
に
、
３５
企
業
で
８４
名
の
研

修
生
を
迎
え
ま
し
た
。

研
修
生
の
中
に
は
、
日
本
の
企
業
に
就
職

し
た
方
も
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
進
出
や
海

外
へ
の
販
路
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
企
業
で

は
、
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
向
け
た
社
員

の
意
識
改
革
に
役
立
ち
、
日
本
人
の
社
員
研

修
に
も
な
っ
た
と
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。

こ
の
た
び
、
平
成
２５
年
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
オ
ハ
イ

オ
州
か
ら
の
研
修
生
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が

可
能
な
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

【
概
要
】

研
修
生
�
オ
ハ
イ
オ
州
内
の
大
学
生

（
企
業
で
の
実
務
研
修
が
可
能
な
日
本
語
能

力
を
有
し
て
い
ま
す
。）

受
入
れ
時
期
�
平
成
２５
年
６
〜
８
月

受
入
れ
期
間
�
概
ね
３
〜
６
週
間

（
受
入
企
業
数
な
ど
に
よ
っ
て
調
整
）

＊
詳
細
に
つ
い
て
は
、
４
月
１９
日
�
ま
で
に

左
記
問
い
合
わ
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課

産
業
・
雇
用
企
画
調
査
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
２
３
）

県
で
は
、埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
事
業
の
一
つ
と
し
て
、企
業
内
保
育
所

の
単
独
設
置
が
困
難
な
中
小
企
業
同
士
に
よ

る
保
育
所
の
共
同
設
置
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

中
小
企
業
が
保
育
所
を
共
同
設
置
す
る
場

合
、
費
用
や
リ
ス
ク
分
担
な
ど
、
単
独
設
置

に
は
な
い
課
題
が
あ
り
、
設
置
が
進
ん
で
い

な
い
状
況
で
す
。

そ
こ
で
、
県
自
ら
が
企
業
等
と
共
同
で
企

業
内
保
育
所
を
設
置
・
運
営
し
、
課
題
と
そ

の
解
決
策
な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
発
信
し
て
い

く
こ
と
に
よ
り
、
民
間
に
お
け
る
共
同
設
置

の
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
、
保
育
所
の
名
称
は
、
県
民
に

親
し
ま
れ
て
い
る
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
コ
バ

ト
ン
」
を
使
用
し
、「
コ
バ
ト
ン
保
育
園
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

開
園
は
４
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
開
園

後
も
引
き
続
き
、
定
員
の
範
囲
内
で
利
用
い

た
だ
け
る
企
業
や
病
院
、
福
祉
施
設
等
を
募

集
し
ま
す
。

【
コ
バ
ト
ン
保
育
園
の
概
要
】

場

所
�
埼
玉
県
庁
敷
地
内
（
さ
い
た
ま
市

浦
和
区
高
砂
３
―
１４
―
２１

職
員
会
館
１

階
約
１
０
０
�
）

定

員
�
１５
人（
う
ち
企
業
等
児
童
枠
１２
人
）

対
象
児
童
�
０
歳
〜
小
学
校
就
学
前

利
用
時
間
�
月
〜
金
曜
日

午
前
８
時
〜
午
後
７
時

保
育
事
業
者
�
株
式
会
社
ニ
チ
イ
学
館

保
育
料
�
一
人
月
額

１
１
０,
２
５
０
円

（
税
込
）
を
企
業
等
と
保
護
者
で
分
担

基
準
額

企
業
等
６
８,
２
５
０
円

保
護
者
４
２,
０
０
０
円

�
問
い
合
わ
せ
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

企
業
内
保
育
所
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
６
３
）

障
害
者
の
法
定
雇
用
率
が
平
成
２５
年
４
月

１
日
か
ら
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
の
で
、

事
業
主
の
皆
さ
ま
は
、
御
留
意
く
だ
さ
い
。

�
民
間
企
業
�

（
現

行
）
１.８
％
↓
（
変
更
後
）
２.０
％

�
国
、
地
方
公
共
団
体
等
�

（
現

行
）
２.１
％
↓
（
変
更
後
）
２.３
％

�
都
道
府
県
等
の
教
育
委
員
会
�

（
現

行
）
２.０
％
↓
（
変
更
後
）
２.２
％

ま
た
、
障
害
者
を
雇
用
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
業
主
の
範
囲
も
「
従
業
員
５６
人
以

上
」
か
ら
「
５０
人
以
上
」
に
拡
大
し
ま
す
の

で
、
従
業
員
が
５０
人
以
上
５６
人
未
満
の
事
業

主
の
皆
さ
ま
は
、
特
に
御
留
意
く
だ
さ
い
。

県
で
は
、
障
害
者
雇
用
を
積
極
的
に
進
め

る
企
業
を
支
援
す
る
た
め
、「
埼
玉
県
障
害

者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

「
ど
の
よ
う
に
障
害
者
を
雇
用
す
れ
ば
よ

い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、
事
業
主
の
皆

さ
ま
が
日
ご
ろ
抱
え
る
様
々
な
問
題
な
ど
に

対
し
ま
し
て
、
経
験
豊
富
な
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
無
料
で
御
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
同
セ
ン
タ
ー
は
、
障
害
者
が
円
滑

に
就
職
で
き
る
よ
う
、
市
町
村
障
害
者
就
労

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
地
域
の
就
労
支
援
機
関

と
も
連
携
を
図
っ
て
お
り
、
障
害
者
の
就
労

を
日
々
側
面
支
援
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
職
場
内
で
の
実
習
機
会
の
拡
大

や
就
職
し
た
後
の
離
職
防
止
に
も
積
極
的
に

取
り
組
み
、
企
業
に
お
け
る
障
害
者
の
雇
用

拡
大
と
職
場
定
着
の
さ
ら
な
る
促
進
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
就
業
支
援
課

障
害
者
就
業
支
援
担
当

（
０
４
８
―
８
３
０
―
４
５
３
５
）

埼
玉
県
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
０
４
８
―
８
２
７
―
０
５
４
０
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン

実務研修中のオハイオ州の大学生

施設完成予想図

鍬入れを行う知事のほか来賓の方々
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わ
が
国
の
格
差
・
貧
困
問
題
に
つ

い
て
論
議

―
２１
世
紀
政
策
研
究
所
が
第
９５
回

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

２１
世
紀
政
策
研
究
所
（
米
倉
弘
昌
会
長
、
森
田

富
治
郎
所
長
）
は
２
月
１４
日
、
東
京
・
大
手
町
の

経
団
連
会
館
で
第
９５
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
格
差
問

題
を
超
え
て
〜
格
差
感
・
教
育
・
生
活
保
護
を
考

え
る
」
を
開
催
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
同
研
究
所
が
こ
の
１
年

間
取
り
組
ん
で
き
た
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
今
後

の
日
本
社
会
の
姿
〜
格
差
を
巡
る
議
論
も
踏
ま
え

て
」
の
研
究
成
果
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
格
差

感
・
教
育
・
貧
困
対
策
と
い
っ
た
諸
課
題
に
つ
い

て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
先
の
民
主
党
政
権
に
お
い
て
内
閣
官
房

参
与
と
し
て
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
に
関
わ
っ

た
、
峰
崎
直
樹
氏
が
、「
格
差
・
貧
困
問
題
を
ど

う
考
え
る
か
」
と
題
し
て
講
演
。
峰
崎
氏
は
、
わ

が
国
は
デ
フ
レ
、
少
子
高
齢
化
、
格
差
・
貧
困
問

題
、
財
政
危
機
と
い
っ
た
深
刻
な
課
題
に
直
面
す

る
一
方
で
、
企
業
・
家
族
に
依
存
す
る
日
本
型
福

祉
国
家
が
行
き
詰
ま
り
を
見
せ
て
い
る
と
し
、
社

会
保
障
分
野
で
新
政
権
が
真
っ
先
に
生
活
保
護
費

削
減
方
針
を
示
し
た
こ
と
を
懸
念
。
ま
た
、
親
の

所
得
格
差
が
子
ど
も
の
教
育
格
差
、さ
ら
に
雇
用
・

所
得
格
差
に
つ
な
が
る
と
い
う
世
代
間
連
鎖
を
い

か
に
断
ち
切
る
か
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、
社

会
保
障
・
税
一
体
改
革
で
は
教
育
問
題
・
雇
用
問

題
ま
で
カ
バ
ー
で
き
て
い
な
い
と
指
摘
。
社
会
保

障
・
教
育
分
野
は
新
た
な
需
要
・
雇
用
創
出
が
期

待
で
き
る
と
し
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
社
会
保
障
の

必
要
性
を
強
調
し
た
。

続
い
て
、
鶴
光
太
郎
・
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

商
学
研
究
科
教
授
（
２１
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主

幹
）
が
、
今
回
の
研
究
目
的
や
研
究
成
果
に
つ
い

て
報
告
し
た
。
鶴
氏
は
、
実
証
的
な
分
析
の
結
果
、

わ
が
国
で
は
２
０
０
０
年
代
後
半
に
か
け
て
、
�

再
分
配
後
の
所
得
格
差
は
拡
大
し
て
い
な
い
�
高

所
得
者
層
の
所
得
が
拡
大
す
る
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ

ン
型
の
格
差
拡
大
も
見
ら
れ
な
い
�
高
所
得
者
も

低
所
得
者
も
皆
が
貧
し
く
な
っ
て
い
る

と
い

う
三
つ
の
事
実
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
格
差
感
、

大
学
教
育
の
あ
り
方
、
貧
困
対
策
に
つ
い
て
掘
り

下
げ
た
分
析
を
行
っ
た
こ
と
を
説
明
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
鶴
氏
を
モ
デ
レ
ー
タ
ー
に
、
研
究
会
の
委

員
で
あ
る
玉
田
桂
子
・
福
岡
大
学
教
授
、
川
口
大

司
・
一
橋
大
学
准
教
授
、
篠
崎
武
久
・
早
稲
田
大

学
准
教
授
、
さ
ら
に
峰
崎
氏
、
小
塩
隆
士
・
一
橋

大
学
経
済
研
究
所
教
授
が
加
わ
り
、
活
発
な
討
議

が
行
わ
れ
た
。

篠
崎
氏
か
ら
は
格
差
感
の
背
景
や
政
策
課
題
に

つ
い
て
、
川
口
氏
か
ら
は
わ
が
国
の
大
卒
・
高
卒

の
賃
金
格
差
と
教
育
問
題
に
つ
い
て
、
玉
田
氏
か

ら
は
生
活
保
護
基
準
の
あ
り
方
と
最
低
賃
金
と
の

関
係
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
小
塩
氏
は
、
�

長
期
的
な
不
況
の
な
か
で
貧
困
リ
ス
ク
が
身
近
な

も
の
に
な
っ
て
お
り
、
低
所
得
者
対
策
が
急
務
で

あ
る
�
格
差
感
は
個
人
の
社
会
経
済
的
属
性
の
ほ

か
社
会
の
流
動
性
の
度
合
い
に
も
依
存
す
る
�
格

差
感
、
幸
福
感
を
政
策
的
に
追
求
す
る
こ
と
は
難

し
い

と
指
摘
し
た
。

そ
の
後
、
格
差
感
、
大
学
教
育
、
貧
困
対
策
の

あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
討
議
が
行
わ
れ
た
。

「『
知
的
財
産
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
』
策

定
に
向
け
た
提
言
」
を
公
表

―
国
内
外
の
知
財
基
盤
の
強
化
と

体
制
整
備
を
求
め
る

経
団
連
は
２
月
１９
日
、「『
知
的
財
産
政
策
ビ
ジ

ョ
ン
』
策
定
に
向
け
た
提
言
」
を
公
表
し
た
。
提

言
は
、
政
府
の
知
的
財
産
戦
略
本
部
が
４
月
上
旬

に
今
後
１０
年
を
見
据
え
た
知
財
戦
略
の
あ
り
方
を

「
知
的
財
産
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
し
て
取
り
ま
と

め
る
こ
と
を
受
け
、
こ
れ
に
反
映
さ
せ
る
産
業
界

の
意
見
を
示
し
た
も
の
。
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
�
基
本
認
識

企
業
の
競
争
力
は
、
技
術
力
に
加
え
戦
略
的
な

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
構
想
力
が
決
め
手
に
な
っ
て

お
り
、
知
財
が
そ
の
要
素
と
し
て
よ
り
重
要
に
な

っ
て
い
る
。
政
府
に
は
、
企
業
戦
略
に
応
じ
た
柔

軟
な
知
財
制
度
の
設
計
を
期
待
す
る
。
ま
た
、
わ

が
国
企
業
の
海
外
展
開
が
加
速
し
、
海
外
企
業
と

の
訴
訟
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
海

外
展
開
に
対
す
る
政
府
支
援
策
の
強
化
が
求
め
ら

れ
る
。

２
�
わ
が
国
に
お
け
る
「
知
的
財
産
創
造
サ
イ
ク

ル
」
の
強
化
に
向
け
て

�
「
知
の
創
造
力
」
の
強
化

わ
が
国
か
ら
新
し
い
�
知
�
を
生
み
だ
す
た
め

に
は
、
民
間
の
研
究
開
発
意
欲
を
促
進
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
研
究
開
発
促
進
税
制
の
拡
充
や

知
的
財
産
に
関
す
る
所
得
課
税
を
軽
減
す
る
パ
テ

ン
ト
ボ
ッ
ク
ス
税
制
の
導
入
な
ど
税
制
面
で
の
支

援
が
必
要
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
政
府
の
行
う
研

究
開
発
に
つ
い
て
は
、
総
合
科
学
技
術
会
議
の
下

で
の
府
省
横
断
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
な
ど

が
必
要
で
あ
る
。

�
「
知
の
保
護
力
」
の
強
化

グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
が
激
化
す
る
な
か
、
知
財
面

で
の
事
業
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
こ
と
や
、
企
業
戦

略
に
合
致
し
た
制
度
設
計
と
す
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
り
、
職
務
発
明
の
法
人
帰
属
化
や
特
許
審
査
の

多
段
階
化
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
わ
が
国

企
業
の
営
業
秘
密
・
技
術
情
報
が
海
外
の
競
合
企

業
に
漏
え
い
す
る
懸
念
が
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
訴
訟
手
続
き
の
見
直

し
な
ど
が
不
可
欠
で
あ
る
。

�
「
知
の
活
用
力
」
の
強
化

法
改
正
や
規
制
改
革
に
よ
り
、
企
業
の
事
業
潜

在
力
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
公
共

デ
ー
タ
の
包
括
的
利
用
許
諾
を
認
め
る
な
ど
、
新

規
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
に
向
け
た
著
作
権
法
の
改
正
を

行
う
ほ
か
、
一
部
の
領
域
に
お
け
る
差
止
請
求
権

の
制
限
に
つ
い
て
の
検
討
も
行
う
べ
き
で
あ
る
。

３
�
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
の
「
知
的
創
造
サ
イ
ク

ル
」
の
強
化
に
向
け
て

�
「
知
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
保
護
力
」
の
強
化

ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
へ
の
事
業
展

開
が
一
層
進
む
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
な
か

に
は
、
知
財
関
連
法
制
の
整
備
が
十
分
で
な
い
と

こ
ろ
も
多
い
。
こ
う
し
た
国
々
に
対
し
、
法
整
備

支
援
や
審
査
官
の
育
成
に
重
点
的
に
取
り
組
む
ほ

か
、
海
外
に
お
け
る
知
財
相
談
窓
口
機
能
の
強
化

な
ど
、
現
地
日
系
企
業
の
知
財
面
の
支
援
策
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

�
「
知
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
用
力
」
の
強
化

わ
が
国
企
業
の
優
れ
た
技
術
に
裏
打
ち
さ
れ
た

標
準
を
国
際
標
準
と
す
る
こ
と
は
、
わ
が
国
企
業

の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
競
争
力
に
直
結
す
る
。
縦

割
り
行
政
を
超
え
た
有
機
的
連
携
や
、
認
証
機
能

の
強
化
に
向
け
た
重
点
的
な
取
り
組
み
な
ど
、
政

府
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
大
き
い
。
海
外
事
業
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
利
益
を
国
内
に
還
流
さ
せ
る
た

め
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
に
存
在
し
て
い
る
ロ
イ
ヤ
リ

テ
ィ
ー
送
金
規
制
の
是
正
に
も
注
力
す
べ
き
で
あ

る
。

４
�
体
制
整
備

知
財
法
制
全
般
の
整
備
を
統
一
的
か
つ
戦
略
的

に
推
進
す
る
た
め
、
知
的
財
産
戦
略
本
部
は
、
関

係
省
庁
へ
の
指
導
力
を
発
揮
す
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
、
特
許
庁
に
は
、
国
内
サ
ー
ビ
ス
の
み
な
ら
ず
、

わ
が
国
企
業
の
海
外
展
開
に
必
要
な
海
外
サ
ー
ビ

ス
を
充
実
さ
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ー
ビ
ス
競
争
に

「
勝
て
る
組
織
」
と
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

提
言
「
企
業
の
事
業
活
動
の
継
続

性
強
化
に
向
け
て
」
公
表

―
企
業
と
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
に
求

め
ら
れ
る
取
り
組
み
提
示

経
団
連
は
２
月
１９
日
、
提
言
「
企
業
の
事
業
活

動
の
継
続
性
強
化
に
向
け
て
」
を
取
り
ま
と
め
、

公
表
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に
際
し
、
事
前
の
安
全
対
策
が

一
定
の
効
果
を
果
た
す
一
方
、Ｂ
Ｃ
Ｐ（B

usiness

C
ontinuity

Plan,

事
業
継
続
計
画
）の
実
効
性

や
組
織
間
連
携
に
お
け
る
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な

っ
た
。

一
方
、
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
の
被
害
想
定
の
見
直
し
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
の
新
た
な
リ
ス
ク
の
顕
在
化
な
ど
、
企
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
日
々
変
化
し
、
対
策
の
見
直
し

は
急
務
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
な
か
、
経
団
連
で
は
、
と
り
わ
け

事
業
活
動
の
継
続
性
強
化
に
焦
点
を
当
て
て
検
討

を
行
い
、「
企
業
・
経
済
界
に
求
め
ら
れ
る
取
り

組
み
」
と
「
行
政
に
求
め
ら
れ
る
取
り
組
み
」
の

二
つ
の
観
点
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
に
求
め
ら

れ
る
取
り
組
み
を
示
し
た
。
提
言
の
概
要
は
次
の

と
お
り
。

１
�
企
業
・
経
済
界
に
求
め
ら
れ
る
取
り
組
み

�
経
営
層
の
果
た
す
べ
き
役
割

事
業
活
動
の
継
続
性
強
化
は
、
企
業
の
社
会
的

責
任
の
一
端
で
あ
り
、
経
営
層
の
強
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
る
取
り
組
み
の
推
進
が
不
可
欠
で
あ

る
。
加
え
て
、
経
営
層
に
は
、
発
災
時
に
お
け
る

事
業
活
動
の
維
持
継
続
・
早
期
復
旧
に
向
け
て
、

限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
適
正
に
配
分
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

�
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実
効
的
運
用
体
制
の
確
立

企
業
に
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実
効
性
向
上
に
向
け
て
、

�
事
業
継
続
に
関
す
る
体
制
の
強
化
�
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に

お
け
る
想
定
事
象
の
見
直
し
�
施
設
・
設
備
等
の

強
化
�
最
先
端
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
�
人
材
育

成
・
意
識
啓
発
	
事
業
継
続
体
制
等
の
評
価
・
見

直
し

の
観
点
か
ら
の
継
続
的
な
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
る
。

�
組
織
の
枠
を
超
え
た
事
業
継
続
体
制
の
構
築

と
り
わ
け
、
広
域
の
自
然
災
害
に
対
し
て
は
、

個
社
の
取
り
組
み
に
は
限
界
が
あ
り
、
組
織
間
の

連
携
強
化
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
�
企
業
内
・
企
業
グ
ル
―
プ
内
�
業
界

内
�
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
�
地
域
等

に
お
け

る
取
り
組
み
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

２
�
行
政
に
求
め
ら
れ
る
取
り
組
み

�
経
済
社
会
の
強
靭
化

行
政
に
お
い
て
は
、
社
会
全
体
の
体
制
強
化
、

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
強
靭
化
、
法
整
備
等
を
通
じ
て
、

企
業
の
事
業
活
動
の
継
続
性
強
化
な
ら
び
に
経
済

社
会
の
強
靭
化
に
努
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

�
企
業
・
経
済
界
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支
援

企
業
・
経
済
界
の
取
り
組
み
の
さ
ら
な
る
促
進

に
は
、
行
政
か
ら
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
措
置
が
必

要
で
あ
る
。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

―３３―



平
成
二
五
年
四
月
一
日
施
行
の
改
正
高
年
法
は
、

無
年
金
者
対
策
と
し
て
、
定
年
退
職
者
に
つ
い
て
、

希
望
者
全
員
を
六
五
歳
ま
で
再
雇
用
す
る
改
正
と

新
聞
等
で
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
再
雇
用
に
不

適
格
な
者
で
あ
っ
て
も
、
本
人
が
希
望
す
れ
ば
再

雇
用
を
拒
否
で
き
な
い
の
か
と
の
疑
問
が
経
営
者

に
は
あ
る
。

そ
れ
は
、
従
前
の
労
使
協
定
に
基
づ
く
「
再
雇

用
の
基
準
」
に
よ
る
再
雇
用
対
象
者
の
限
定
制
度

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
改
正
で
廃
止
と
な
っ
た
の

で
、
そ
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て

い
る
原
因
が
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
改
正
法
で
は
、
老
齢
厚

生
年
金
の
報
酬
比
例
部
分
の
支

給
開
始
年
齢
が
平
成
二
五
年
四

月
一
日
か
ら
、
段
階
的
に
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
勘
案
し
、

経
過
措
置
と
し
て
、
継
続
雇
用

制
度
の
対
象
者
を
限
定
す
る
労
使
協
定
に
よ
る
基

準
を
当
該
支
給
開
始
年
齢
以
上
の
者
（
本
年
度
か

ら
三
年
間
は
六
一
歳
の
更
新
時
か
ら
。）
に
つ
い

て
は
定
め
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ

の
経
過
措
置
は
、「
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
第
九
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
同
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
措
置
を

講
じ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
る
事
業
主
に
つ
い

て
は
」（
改
正
法
附
則
第
三
項
）
適
用
す
る
旨
、

規
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
継
続
雇
用
制
度
の

対
象
者
を
限
定
で
き
る
仕
組
み
を
利
用
し
て
い
た

企
業
に
お
い
て
の
み
可
能
と
な
る
。

そ
こ
で
、
労
使
協
定
で
再
雇
用
対
象
者
の
基
準

と
し
て
、「
過
去
三
年
間
の
出
勤
率
が
○
％
以
上

の
者
、
懲
戒
処
分
該
当
者
で
な
い
こ
と
、
健
康
診

断
の
結
果
通
常
業
務
遂
行
に
問
題
の
な
い
こ
と
、

過
去
○
年
間
の
平
均
考
課
が
○
以
上
で
あ
る
こ

と
」
と
い
っ
た
労
使
協
定
基
準
を
平
成
二
五
年
三

月
末
日
現
在
定
め
て
い
る
事
業
者
の
場
合
に
は
、

新
し
く
協
定
し
直
さ
な
く
て
も
、
従
前
ど
お
り
の

基
準
が
経
過
措
置
と
し
て
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、

見
直
し
て
従
前
と
は
異
な
る
新
た
な
再
雇
用
基
準

を
設
け
る
こ
と
も
差
し
支
え
な
い
（
行
政
指
導
上

は
、
具
体
性
・
客
観
性
を
備
え
た
基
準
と
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
が
、
特
に
私
法
上
そ
れ
に
制
限
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
。）。

次
に
、
改
正
法
は
再
雇
用
措
置
に
関
し
、「
高

年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
実
施
及
び
運
用
に
関
す

る
指
針
」（
厚
労
省
告
示
第
五
六
号
）
に
お
い
て
、

「
心
身
の
故
障
の
た
め
業
務
に
堪
え
ら
れ
な
い
と

認
め
ら
れ
る
こ
と
、
勤
務
状
況
が
著
し
く
不
良
で

引
き
続
き
従
業
員
と
し
て
の
職
責
を
果
た
し
得
な

い
こ
と
等
就
業
規
則
に
定
め
る
解
雇
事
由
又
は
退

職
事
由
（
年
齢
に
係
わ
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同

じ
。）
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
継
続
雇
用
し
な

い
こ
と
が
で
き
る
。」
と
定
め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、「
就
業
規
則
に
定
め
る
解
雇
事
由
又

は
退
職
事
由
と
同
一
の
事
由
を
継
続
雇
用
し
な
い

こ
と
が
で
き
る
事
由
と
し
て
、
解
雇
や
退
職
の
規

定
と
は
別
に
、
就
業
規
則
に
定
め
る
こ
と
も
で
き

る
。」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
満
六
〇
歳
の

定
年
に
達
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
次
の
場
合
に

は
再
雇
用
し
な
い
。」
と
し
て
、「
第
○
号

一
般

社
員
就
業
規
則
第
○
○
条
の
解
雇
事
由
に
該
当
す

る
者
」
と
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
解
雇
事
由
に

該
当
す
る
よ
う
な
不
適
格
者
に
つ
い
て
は
再
雇
用

し
な
い
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
改
正
高

年
法
で
は
、
労
使
協
定
基
準
と
適
用
不
該
当
者
の

基
準
の
二
つ
の
制
限
措
置
を
適
用
す
る
こ
と
が
可

能
と
さ
れ
て
い
る
。

▼
雨
水
も
過
ぎ
各
地
か
ら
梅
開
花
の
便
り
が
届
く

時
期
と
な
っ
た
が
、
相
変
わ
ら
ず
降
雪
も
続
き
東

京
の
今
冬
で
は
既
に
五
回
に
な
っ
て
い
る
。
今
日

も
北
海
道
の
Ｊ
Ｒ
函
館
線
で
は
列
車
も

積
雪
で
運
行
不
能
と
な
り
、
多
く
の
人

が
列
車
に
閉
じ
込
め
ら
れ
一
夜
を
明
か

し
た
と
伝
え
ら
れ
た
。
遠
く
ロ
シ
ア
で

は
隕
石
落
下
事
故
が
あ
り
、
地
球
全
地

帯
で
の
異
常
な
自
然
現
象
に
、
大
き
な

不
安
を
将
に
感
じ
て
な
ら
な
い
。

▼
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
デ
フ
レ
不
況
か
ら

よ
う
や
く
少
し
は
脱
出
し
た
か
の
感
が

あ
る
今
日
だ
が
、
輸
入
品
が
値
を
上
げ

日
常
生
活
に
も
影
響
を
じ
わ
じ
わ
と
与

え
始
め
て
い
る
。
企
業
も
将
来
の
見
通

し
が
は
っ
き
り
し
な
い
事
に
は
、
思
い

切
っ
た
設
備
投
資
な
ど
も
出
来
な
い
し
、

最
も
深
刻
な
問
題
は
今
春
で
の
昇
給
を

ど
う
す
る
か
で
あ
る
。
定
昇
は
何
と
か

確
保
で
き
て
も
ベ
ア
ま
で
は
ま
だ
ま
だ

手
が
届
か
な
い
と
い
う
の
が
本
音
だ
ろ

う
。

▼
こ
の
時
期
に
な
り
新
聞
な
ど
に
も
新
入
社
員
教

育
な
ど
の
記
事
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

最
近
の
企
業
教
育
な
ど
で
痛
切
に
感
じ
る
こ
と
は
、

「
思
考
回
路
の
低
下
傾
向
」
で
あ
る
。
何
故
こ
の

様
な
「
考
え
る
」
こ
と
の
苦
手
な
国
民
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

「
覚
え
る
教
育
」
か
ら
脱
却
し
て
も
っ
と
も
っ

と
活
き
た
教
育
を
幼
少
時
か
ら
多
く
取
り
入
れ
て

い
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
サ
ン
デ
ル
教
授

の
よ
う
な
「
白
熱
教
室
」
を
わ
が
国
で
も
と
願
う

事
は
無
理
な
の
だ
ろ
う
か
？

▼
伝
統
と
い
う
文
字
を
「
伝
燈
�
燈
り
を
伝
え

る
」
と
書
き
、
企
業
文
化
な
ど
を
将
来
に
伝
え
る

事
の
意
義
を
感
じ
た
。
燈
を
消
さ
な
い
努
力
を
長

い
期
間
続
け
、
結
果
と
し
て
「
油
断
�
油
を
切
ら

さ
ず
燈
を
絶
や
す
」
事
が
無
か
っ
た
と

い
う
事
に
な
る
。
そ
れ
と
似
た
よ
う
な

言
葉
で
「
我
慢
」・「
我
慢
強
い
」
と
の

言
葉
の
意
味
の
違
い
で
あ
る
。「
我
慢
」

と
は
『
自
分
を
偉
く
思
い
、
他
を
軽
ん

じ
る
こ
と
�
高
慢
』
で
あ
り
、「
我
慢

強
い
」
と
は
『
忍
耐
力
が
強
い
、
辛
抱

強
い
』
と
あ
る
。
体
罰
を
行
っ
た
監
督

に
は
こ
の
「
我
慢
」
が
あ
っ
た
の
で
は

な
い
か
？

★
自
然
現
象
の
異
常
に
は
、
ど
の
よ
う

に
科
学
が
進
歩
し
て
も
決
し
て
勝
て
は

し
な
い
。
自
然
驚
異
に
は
脱
帽
す
る
し

か
な
い
人
間
で
あ
る
。
実
に
弱
い
動
物

で
あ
る
。

「
成
る
よ
う
に
し
か
な
ら
な
い
」
と

観
念
す
る
し
か
な
い
の
か
も
し
れ
な
い

が
、
生
き
て
い
る
�
生
か
さ
れ
て
い
る
間
は
我
慢

強
く
努
力
し
て
い
く
し
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
た
め
に
は
、
考
え
る
�
思
考
能
力
を
身
に

し
っ
か
り
と
付
け
て
い
く
事
だ
。
ま
あ
、
暖
か
く

な
る
春
を
今
は
待
つ
し
か
な
い
！

第１９２回
ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！

エッセイスト 和 宮 英 之

改
正
高
年
法
と

不
適
格
者
の
再
雇
用
拒
否

弁
護
士

安
西

�
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一
月
一
一
日
〜
三
月
三
一
日

◆
一
・
一
六

第
一
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
二
一

第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
一
・
二
二

青
年
経
営
者
部
会

平
成
二
五
年

新
春
特
別
講
演
会

◆
一
・
二
八

第
一
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
五

中
部
地
区
協
議
会（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
六

南
部
地
区
協
議
会
（
川
口
リ
リ
ア
）

◆
二
・
七

第
六
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員

会
（
ふ
れ
あ
い
キ
ュ
ー
ブ
）

◆
二
・
八

埼
玉
音
協
三
遊
亭
歌
之
助
独
演
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル
）

◆
二
・
一
二

北
部
地
区
協
議
会
（
熊
谷
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
）

◆
二
・
二
一

埼
玉
大
学
・
当
会
合
同
特
別
公
開

講
座
第
三
講
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
二
二

も
の
つ
く
り
大
学
特
別
公
開
講
座

（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
・
共
催
）

◆
二
・
二
五

第
三
回
人
事
労
務
委
員
会
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
二
六

西
部
地
区
協
議
会（
丸
広
百
貨
店
）

◆
二
・
二
七

第
六
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会
、
中

堅
リ
ー
ダ
ー
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
二
・
二
八

第
六
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
四

第
一
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
七

第
一
四
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
八

第
七
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員

会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
一
一

第
七
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
一
二

第
一
五
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
一
四

第
二
六
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交

流
の
集
い
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
一
五

第
七
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
一
八

青
年
経
営
者
部
会
特
別
講
演
会

（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
三
・
二
二

正
・
副
会
長
会
議
、
理
事
会
（
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
三
・
二
五

第
三
回
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
だ
よ
り

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー

情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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★
新
入
社
員
研
修

日
時

４
月
２
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３

内
容

基
調
講
演
・
講
義
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
�
パ
ー
ト
ナ
ー
講

師

古
澤
美
奈
子
氏

基
調
講
演
講
師

日
本
電
鍍
工
業
�
代
表
取
締

役

伊
藤
麻
美
氏

★
平
成
２５
年
度
第
１
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

４
月
３
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容
�
実
行
と
責
任
�〜
日
本
と
日
本
企
業
が

立
ち
直
る
た
め
に

講
師

慶
応
義
塾
大
学
大
学
院

経
営
管
理
研

究
科

教
授

清
水
勝
彦
氏

★
平
成
２５
年
度
第
１
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進

委
員
会

日
時

４
月
１０
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

経
営
に
成
果
を
も
た
ら
す
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
た
め
の
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
〜
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ー
チ
ン
グ
実
践
法
を
学
ぶ
〜

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
�
パ
ー
ト
ナ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ー
チ
・
Ｂ
Ｃ
Ｓ
認
定
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ

加
地

照
子
氏

★
埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
説
明
会

日
時

４
月
１６
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

各
種
支
援
施
策
の
説
明

★
正
・
副
会
長
会
議

日
時

４
月
２２
日
�
１３
時
３０
分
〜
１４
時
２０
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

理
事
会
に
付
議
す
る
議
事
説
明
等

★
理
事
会
・
懇
親
会

日
時

４
月
２２
日
�
１４
時
３０
分
〜
１８
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

平
成
２４
年
度
事
業
・
決
算
報
告
等

講
演

失
わ
れ
た
２０
年
と
日
本
経
済
〜
構
造
的

要
因
と
再
生
へ
の
原
動
力
の
解
明

講
師

一
橋
大
学
経
済
研
究
所

教
授

深
尾

京
司
氏

★
第
２
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

日
時

４
月
２４
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

経
営
に
成
果
を
も
た
ら
す
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
た
め
の
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
〜
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ー
チ
ン
グ
実
践
法
を
学
ぶ
〜

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
�
パ
ー
ト
ナ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ー
チ
・
Ｂ
Ｃ
Ｓ
認
定
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ

加
地

照
子
氏

★
平
成
２５
年
度
第
１
回
企
業
戦
略
研
究
会

日
時

５
月
１５
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０１

内
容

最
新
の
Ｍ
＆
Ａ
動
向
と
第
二
創
業
の
た

め
の
Ｍ
＆
Ａ
活
用
法
に
つ
い
て

講
師

Ｍ
＆
Ａ
キ
ャ
ピ
タ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
�

営
業
第
一
部
長

櫻
井
哲
博
氏

★
平
成
２５
年
度
第
１
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

日
時

５
月
２２
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

こ
れ
か
ら
の
中
国
と
現
地
法
人
の
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

講
師

一
般
財
団
法
人
ア
ジ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
再
生

支
援
機
構

代
表
理
事

川
村
忠
隆

氏
・
理
事

賈

暁
海
氏

★
平
成
２５
年
度
第
１
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

日
時

５
月
２４
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
４０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

発
達
障
害
者
支
援
・
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ

ー

講
師

埼
玉
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ま
ほ
ろ
ば
」
セ
ン
タ
ー
長

藤
平
俊

幸
氏

テ
ス
コ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
サ
ー
チ
�

代

表
取
締
役

石
井
京
子
氏

社
会
福
祉
事
務
所
ひ
び
き
代
表

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
え
じ
そ
ん
く
ら
ぶ
所
属

芹
澤

忠
行
氏

★
第
２
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

５
月
２７
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

日
本
の
事
業
再
生
の
パ
イ
オ
ニ
ア
が
語

る
、
経
営
者
の
あ
る
べ
き
姿
〜
Ｊ
Ａ
Ｌ

等
様
々
な
事
業
再
生
の
経
験
を
踏
ま
え

て

講
師

プ
ラ
イ
ス
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
ク
ー
パ

ー
ス
�
パ
ー
ト
ナ
ー

田
作
朋
雄
氏

★
平
成
２５
年
度
定
時
総
会

日
時

５
月
９
日
	
１３
時
３０
分
〜
１８
時
３０
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

平
成
２４
年
度
決
算
・
事
業
報
告
、
平
成

２５
年
度
予
算
・
事
業
計
画
、そ
の
他
、懇

親
会

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

ク
ノ
ー
ル
ブ
レ
ム
ゼ
商
用
車
シ
ス
テ
ム
ジ
ャ
パ
ン
�

代
表
取
締
役
社
長

中
村

豊

坂
戸
市
に
っ
さ
い
花
み
ず
木
六
―
二
二
―
一

電
話
〇
四
九
―
二
七
三
―
九
〇
〇
〇

（
資
）
三
億
九
千
万
円

（
従
）
一
七
〇
名

商
用
車
の
ブ
レ
ー
キ
関
連
の
開
発
・
製
造
・

販
売
・
輸
出
。
ブ
レ
ー
キ
バ
ル
ブ
、
リ
レ
ー

バ
ル
ブ
、
エ
ア
マ
ス
タ
ー
な
ど

コ
ー
ワ
�

代
表
取
締
役
社
長

高
橋

將

八
潮
市
大
字
柳
之
宮
四
五

電
話
〇
四
八
―
九
二
八
―
一
〇
〇
一

（
資
）
九
千
八
百
八
十
万
円

（
従
）
一
五
〇
名

段
ボ
ー
ル
シ
ー
ト
・
ケ
ー
ス
及
び
紙
器
の
製

造
販
売

星
光
産
業
�

代
表
取
締
役

宮
島

秀
聡

吉
川
市
大
字
小
松
川
五
六
一
―
一

電
話
〇
四
八
―
九
八
四
―
四
八
八
一

（
資
）
二
千
三
百
万
円

（
従
）
五
〇
名

自
動
車
用
品
製
造
販
売

�
大
和
ビ
ジ
ネ
ス

代
表
取
締
役

富
岡

国
洋

越
谷
市
大
字
平
方
二
八
二
七
―
一

電
話
〇
四
八
―
九
七
六
―
二
三
〇
一

（
資
）
一
千
五
百
万
円

（
従
）
三
〇
名

印
刷
業
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
附
帯
す
る
連

続
伝
票
、
事
務
用
伝
票
）

墨
東
建
材
工
業
�

代
表
取
締
役

田
坂

勝
正

越
谷
市
七
左
町
八
―
一
〇
一
―
一

電
話
〇
四
八
―
九
六
六
―
五
七
一
一

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
二
八
名

建
設
・
建
築
用
金
属
製
品
製
造

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き 告 知 版
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日
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ィ
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ル
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階
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所


埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

根
岸
茂
文

編
集
人

宮
田
信
久

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
‐
八
‐
三
六

埼
玉
音
協

埼玉音協主催公演
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平成25年6月2日（日）

17 : 00開場 17 : 30開演

▲

会場／大宮ソニックシティ 大ホール

▲

価格／5,500円（全席指定・税込）※未就学児のご入場はご遠慮ください。
【ご購入は下記プレイガイドにてお願致します】
・チケットぴあ（Ｐコード：193－900）………………… 0570－02－9999
・ローソンチケット（Ｌコード：35950） ……………… 0570－084－003
・ソニックシティちけっとぽーと …………………………… 048－647－4001
・埼玉新聞社チケットセンター ……………………………… 048－653－9022
・浦和観光案内所 ……………………………………………… 048－824－0333
・さいたま新都心観光案内所 ………………………………… 048－600－0070

お問い合わせ 埼玉音協（埼玉県経営者協会内）048－647－4100
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